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本報告書は、文部省科学研究費補助金総 合研究(A)「 理科,数 学 の到達度

とそれ に影響を与 える諸因子 との関連 に関す る長期的追跡研究」の平成4年 度

調査 につ いての集計結果の報告 である。

理数長期追跡研究 グループは、国立教育 研究所科学教育研究 セ ンターの科学

教育研究室お よび化学教育研究室 、数学教育研究室 を中心 と してプロジェク ト

「理科 および算数 ・数学 の到達 度 とそれに影響を与 える諸因子 との関連に関す

る長期的追跡研究」を昭和61年 に発足 させた。

この プロジェク トは、理科 と算数 ・数学の到達度 とそれに影響 を及 ぼす と思

われ る諸因子 に関 して、本年度は中学校2年 生および高等学校2年 生 を対象 に

調査を行 い、年次繰 り上 が りで縦断的な調査 を実施 する ことによ り、小 ・中 ・

高等学校 か ら大学お よび社会人 に至 るまでの理数に関 する学習およびその科学

的態度等 の諸因子 に対す る寄与や その変容 にっ いての分析 を試み ることを目的

としてい る。

幸 い科 学研究費補助金の交付 を受 け、調査 を実施す ることがで きた。 この調

査 は7都 府県で実施 されてい るが、 ここではその うち5県 の公立学校 での第1

次集計 につ いてま とめ られてお り、結果の分析 とともに基礎 データの提供 も目

的の一つで ある。 内容等 について、忌悌のない ご意見や ご指導、 ご叱正 を賜れ

ば幸甚で ある。

この調査を実施 するにあた って、岩手県、宮城県、福 島県、茨城県、山梨県

の各教育 セ ンターには、研究委員 の派遣、調 査地域 との折衝等、多大の ご協力

を戴 いてきた。 また、調査校の先生方、調査に回答 して くれた生徒諸君 、さ ら

に関係 の各位 のご援助無 しには この調査 は成 り立 ち得 なか った。 それ に加 え、

山田 ちえ子 さん、鈴木 睦子 さん、斎藤文子 さん、泉直子 さん らた くさんの人々

の手 によ って集 まって きたデータの処理が なされた。 これ ら多 くの方々に感謝

申 し上 げ る次第 である。

研究代表者

松 原 静 郎
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1.研 究 の 概 要

1.理 数長期追跡研究概要

1.1研 究 の 目 的

主 と して理科および算数 ・数学の到達度 とそれに影響を及 ぼす と思われ る諸

因子 に関 して、10才 か ら10数 年間の経年調査 を行 うことによ り、小 ・中 ・高 ・

大学および社会人に至 るまでの、到達度や科学的態度 に対する諸因子の寄与 お

よび変化につ いての分析を試 みる。

たとえば、

① 成績 と興味 ・関心 との相関は どち らか らの影響 が大 きいのか、またそれは

学校段階や学年 とと もに変化す るのか。

② 進学観や就職観 と成績 との関連 はど うか。明確 な職業観 を もっている生徒

ほど教科 の成績 や興味 ・関心が高いであろ うか。

③ 理科および算数 ・数学 の学習や 自然科学 に対す る意識は、 いつ ごろどのよ

うに変化 して い くか。

④ 学校時代 に理数 に対 して高 い興味 ・関心 を示 し、学校内外で知識 を得 よ う

とする者 ほど、社会 人とな って も科学や数学 の知識 を身 につける努力を続 け

るであろ うか。

⑤ 学校時代 に獲得 した科学 や数学に対す る興味 ・関心や知識、思考様式 は社

会人 とな って も役立つであろ うか。

⑥ 女子の理科や数学 に対する関心 ・態度や成績 に、就職や結婚が及 ぼす影響

はいかな るものであるか。

などの研究仮説 を基 に調査項 目を作成 し、一連 の分析 を試み、教育改善の資料

に供 する。一般 に教育の影響 はす ぐに現れず、先々にわた って徐々に現 れて く

るものと考 え られ るため、同一生徒に頬 して長期間実施す る経年調査(毎 年1

回)が 必要 である。

なお、本調査研究 は学校段階を超えての理数 に関する成績 はもとより、 その

好 き嫌 いな ど、関心 ・態度に関 して も貴重なデータを もた らす もの と考え られ

る。 また、中学校以上で本研究の母集団1は 新学習指導要領対象者、母集団2

および3は 旧学習指導要領対象者 とな り、新 旧指導要領の比較 も可能 なよ う設

計 されて いるなど、その結果は教育課程の編成、改訂の資料 になり得 るものと

考 えている。
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1.2調 査対象校および調査時期

対象地域 としては次の7都 府県の各1地 域であ り、それ ら地域 にあ る公立校

および小 ・中 ・高等学校を併設 する国立校、私立校が調査対象校 とされる。

岩手県、宮城県、福 島県、茨城県、東京都、山梨県、大阪府

調査時期 は毎年9月 始 めか ら11月 末 日までの3か 月間に調査 して戴 く。

なお、対象地域 は小学校5年 生 か ら高等学校3年 生 までの8年 間 の追跡調査

対象者が1地 域 約100名 以上になるよう、 これまでの進学者数を元 に して見積

り選定 した。

この対象人数 を100名 に設定 したのは、統計的な処理 に対 して十分大 きな標

本数 にするためである。ただ し、国立校 と私立校 ではその数 にはな らないが、

大都市部 での調査 として設定 した ものである。

1.3調 査内容

調査内容 としては、以下の表 に示 す とお り児童 ・生徒 に対する調査(3調 査

7種 目),と 学校 の先生方 に回答 をお願いする調査(2調 査)が あ る。

生徒 に対 してはそれぞれの調査内容毎 に時間 を区切 り、全体 で3校 時 を使 っ

て調査を実施 する。 なお、先生方 に対 する調査 は、時間制限を設 ける性格の も

のではな く、十分な時間をかけて回答 をお願いする。

表1,児 童 ・生 徒 に尉 す る調査

調査 調査種目

① 到達度調査

② 質問紙調査

③ 基礎調査

理科、算数 ・数学

背景、学習、科学 に対する態度

読み調査、科学観調査

表2.学 校および担 当の先生方に対す る調査

調査 対象

① 学校質問紙

② 教師質問紙

学校長 もしくはそれに代わ る先生

調査対象学年 の理科および算数 ・

数学担当の先生方 全員
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1.4対 象生徒 および調査年次計画

本年度は中2、 高2、 および、卒業生 を対象 とした。毎年年次繰 り上 が りで

追跡調査す る。

表3.調 査 年次 計 画

年次 西暦年度 母集団1 母集団2 母集団3

1987小 規模調査[1]

88小 規模調査[2]

4地 域調査

小6

中1

小5

中3

高1

中2

高3

卒業生

高2
189

290

391

492

593

699

795

896

997

1098

1199

122000

1301

1402

1503

本調査開始 ①小5

(学 校での ②小6

質問紙調査)③ 中1

④ 中2

⑤ 中3

⑥高1

⑦高2

⑧高3

①中2

②中3

③高1

④高2

⑤高3

進学就職

⑥

①高2

②高3

進学就職

O

(郵送票 進学就職

での調査)⑨

就職他

⑩

就職他

0

⑧

就職他

④

0

なお、○ 中の数字 は同一児童 ・生徒 に対す る調査実施回数 を示す。

本研究の 目的 は、同一児童 ・生徒を長期的 に追跡調査することではあるが、

以下 のとお り、毎年の調査それ自体で意味 を持つ ものであ り、万が一途 中で調

査実施が不可能 にな った場合で も、 それまでの調査が無意味 にな ることはない。

・毎年 の調査では、小 ・中 ・高等学校や卒業生の間で同一項 目が設定 されてお

り、その比較が可能である。

・2年 目以降は前学年 との比較 が可能 とな り、伸 びをみ ることができる。
・3年 目以降は、小学校5年 生 か ら高等学校3年 生 まで同一地域 での結果が揃

った ことにな り、全学年での伸 びをみ ることができる。

・また、学校段階がかわ った ことによる影響 も見積 ることがで きる。

・4年 目以降は、3年 前 の同一地域同一学年の生徒 との比較がで き、3年 前の

生徒 との変化をみ ることがで きる。
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1.5こ れ までの研究の進行状況 および今後の予定

本研究 プロジェク トにおける調査経過 と今後の予定について表4に 示 す。

表4.本 研 究 プ ロジ ェ ク トに お け る研究 経 過 お よび 今 後 の研 究予 定

時 期 内 容

昭和61年10月 研 究 プ ロ ジェ ク トの 発足

62年1～2月

3月

6～7月

8月

11～12月

各県教育 セ ンターでの説明

第1回 研究委員会議開催

基礎調査(読 解)調 査実施(62年10月 報告書刊行)

第2回 研究委員会議 開催

小規模調査実施(63年3月 報告書刊行)

63年1～3月

3月

5～6月

5～8月

9～12月

調査地域の決定

第3回 研究委員会議 開催

算数 ・数学30題 調査実施(元 年3月 報告書刊行)

調査地域での説明会開催

4地 域,小 規模[2],郵 送票調査実施

(元年および2年 に報告書刊行)

平成元年2月

6～9月

9～12月

第4回 研究委員会議開催

調査地域での説明会開催

第1回 本調査実施(2年3月 報告書刊行)

2年3月

6～8月

9～11月

第5回 研究委員会議開催

調査地域での説明会開催

第2回 本調査実施(3年3月 報告書刊行)
3年3月

6～7月

9～11月

第6回 研究委員会議開催

調査地域(一 部除 く)での説明会開催

第3回 本調査実施(4年3月 報告書刊行)

4年3月

6～7月

7月

8月

8月

9～11月

11月

第7回 研究委員会議開催

調査地域(一 部除 く)で の説明会開催

日本科学教育学会第16回 年会論文集に発表

日本理科教育学会第42回 全国大会 ロ頭発表

日本数学教育学会 第74回 総会 口頭発表

第4回 本調査実施(5年3月 報告書刊行)

第1回 郵送票調査(高 校卒業生対象)実 施

(5年3月 報告書刊行)

5年3月

6～8月

9～11月

第8回 研究委員会議 開催

調査地域 での説明会開催予定

第5回 本調査(中 学3年,高 校3年 対象)実 施予定

6年3月 第9回 研究委員会議開催予定
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2.平 成4年 度 調 査 の概 要

2.1調 査 目 的

中学校2年 および高等学校2年 にお ける理科および数学 の到達度 と科学的態

度 に関す る調査を とお してそれ らに影響 を及ぼす教育諸 因子等に関 して、学年

による差異 についての横断的調査研究を行 う。

また、 「理数長期追跡研究」の一環 として、年次繰 り上が りで調査を進 める

ことで理科および算数 ・数学の到達度や科学的態度 に影響を及 ぼす教育諸因子

等 に関す る縦断的調査研究(昨 年度の中1、 高1で の調査 との比較)お よび3年

前の同学年(中2、 高2)生 徒 との比較 を2母 集団 について行 う。

2.2調 査対象

調査対象 は全7地 域であ るが、国立 と私立 を対象 と した地域を除 く5地 域の、

公立中学校2年 、高等学校2年 の2学 年 についてのみ本報告書 の対象 とし、そ

の数 を表1に 示す。なお、 この処置は国立および私立 と公立で入学 システムが

異 なるので、データの持つ意味が複雑 になることを避 けるためである。

表1.調 査対象生徒数

中学校2年 高等学校2年

質 問 紙1,数 学 調 査

質 問 紙H,理 科 調 査

質 問 紙 皿

2559名

2561名

2567名

2132名

2137名

2093名

2.3調 査時期

調査時期は平成4年9月 より11月 末 日の間の3校 時である。なお、一部の学

校 ではこの期間中 に調査が完了せず、12月 に も調査 を継続 してい る。

2.4調 査内容

生徒 に対す る調査種 目につ いては、表2に 示す とお りである。なお、質問紙

については 「読 み」 を除いて、時間不足 による無回答 を減 らすため、適宜時間

の伸縮 を可能 とした。

また、児童 ・生徒調査に学校 および教師質問紙を加えた全調査項 目と、児童 ・

生徒調 査につ いては各項 目の反応率 とを第3章 に示 してある。
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表2.調 査 種 目お よび調 査 時 間

調査群 調査種目 調査時間 調査種目 調査時間

A 質問紙1(背 景 ・学習)約15分 数学調査 25分

B 質問紙H(態 度) 約15分 理科調査 25分

C 質問紙 皿(読 み) 15分 質問紙皿(科学観)約25分

なお、高等学校 では調査群Cの 前 に履修科 目調査(約5分)を 実施 して いる。

2.5調 査 実 施 の手 引 き

調 査校 に依 頼 した、 調査 実 施 に 際 して の要 項 を次 に示 す。

[平成4年 度]理 数長期追跡研究 調 査 実 施 の 手 引 き

学校質悶紙 ・教師質問紙

[今 年度の調査対象学年は 中2,高2で す〕

① 調査の種類とご回答戴く方は次のとおりです。

種 類 対 象

学校質間紙 学校艮,ま たは,そ れに代わる方(例 え

ば,教 頭,教 務主任の方)

教師質問紙 調査対象学年(中2,高2)の 数学または

(履修状況調査)理 科を担当されている先生方全目。

② 回答 しに くい項目 もあるとは思いますが,調 査用紙お もての回

答の しかたに したが って,必 ず答えて ください。

なお,お 答え戴いた事項にっいては,本 調査の目的以外には使

用致 しません し,個 々の項 目に対す る回答者がわかるよ うな発表

の しかたは一切致 しません。

③ 各項目に対する回答は直接調査用紙にご記入ください。

なお,教 師質問紙中の履修状況調査にっいては,担 当されてい

る教科または科目にっいてご回答をお願い致 します。

ただし,高 校において,調 査対象学年で実施 していない教科な

いし科目がある場合は,先 生方でご相談の上履修状況調査にご回

答戴き,ま た,そ あ旨お知 らせ戴きますようお願い致します。

④ ご記入戴いた調査用紙(学 校質問紙;1部,教 師質間紙;担 当

者数分)は,生 徒対象の調査用紙等と共に,国 立教育研究所宛ご

返送戴きますようお願い致します。
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[平成4年 度】理数長期追跡研究 調 査 実 施 の 手 引 き

生 徒 調 査

〔本年度の調査対象学年は 中2,高2]

(1)調 査の種類と調査に要する時間は次のとおりです。

ただし.各 時間のはじめに5分 程度の説明時間を見込んでください。

調査用紙と

調 査 カードの色 回答面 項目数 調査時間
調査A質 問紙1緑 色 おもて40題

算数 ・数学問題 うら20題

約15分

25分

調査B質 問紙ロ

理科閤題

紫色 おもて40題

うら20題

約15分

25分

(高校のみ履修科目調査) うら 12題 約5分
調 査C質 問 紙 皿(1～20)茶 色 お もて20題

(21～35)お もて15題

15分

約25分

1

刈

「

注)調 査実施の順序はこのとおりでなくてもかまいません。

(2)調 査実施時に調査用紙と所定のマークカー ドを配布してください。なお,

マークカー ドは3色 あります。上表に示してある色のマークカー ドをそれぞ

れの調査において配布してください。

(3)回 答 は マ ー ク カ ー ドに記入 す る こ とに な って い ます の で,時 閤の は じめ に

マ ー ク カー ドで の回答 の しか た を指 導 して くだ さい。

① いずれの項目もすべて選択肢から選ぷようになっています。適当と思う

記号を,H～2Bの 鉛葦で右の正しい例のようにぬらせてください。

② マークカー ドのおもてには40細 分の欄,う らには20親 分の欄があり

ますが。上表のとおり,調 査Cで はカー ドのおもての35欄 だけを使い,

最後の5欄 とうらが空欄と獄ります。生徒に注慧をさせてください。

ただし,高 校では調査Cの 時間に履修科目調査をまず実施します。その

回答は 「うら」の1～12欄 を使用させてください。

(4)マ ー ク方 一 ドで は 「お もて」 の 調 査時 には,学 校 名,学 年,組,番 号,氏

名 を記 入 さ せ,男 女 と質問 紙の 番 号(1・ 皿 ・皿)に っい ては該 当す る もの

を○ で 囲 ませ て くだ さい。 調査Cで は続 い てう らも記 入 させ て くだ さい。

(5)「 うら」の調査時には次の記入のしかたについて説明してください。

① 男女 と調 査 の 記 号(数 ・理 ・質)に っいて は該 当す る ものを ○で囲 む よ うに

させ て くだ さい 。数学 調 査;「 数 」.理 科 調査;「 理 」,調 査C;「 質 」

② ….氏名 の頭 文字 」の 「み ょ う じ;と 「な まえ1と は.氏 名 それ ぞれ を ひ ら

が なで 書い た と きの 愚初 の文 字を 指 します。 たとえ ば。 湯 川秀 樹 で あれ ば

「み ょ う じ」は 「.ゆ」.「 な まえ 」は 「ひ 」 とな り ます 。

③ 「誕 生 日」 は.本 人の誕生 月Bを 記入 させ て くだ さい。 な お,調 査 当 日の

日付 と よ く間 違 え ます ので,生 徒 に注 意 さ せて くだ さ い。

(6)調 査を開始する前に,調 査用紙の表紙にある 「注意」を,生 徒の理解を助

けるために読み上げてください。

(7)調 査時 間 に従 って 調査 を実施 して くだ さい。 ただ し,調 査時 間 に 鱒約 囲のっ

い て いる調査 で は.進 み 具合 に よ って適 宜時 間 を調節 して くだ さ い。

(8)各 調査(A～C)終 了後はマークカー ド裏表両面の氏名等がすべて記入され

ていることを確認させてから,調 査用紙と共に回収してください。

⑥ 調査用紙およびマークカー ドの返送にっいて

回収したマークカー ドと調査用紙は共に,同 封の着払い用紙を使 ってペリカ

ン便で11月 末までにご返送くださいますようお纐い致 します。

また,調 査対象児璽・生徒の名簿(名票)も指定の封筒に入れ,ベ リカン便

に同封してください。

なお.本 調査に関する連絡は下記にお緬いします。

連絡 先;婦153東 京 都 目黒 区下 目黒6-5-22

国 立 教育 研究 所 松 原 静 郎 ま たは撞 田 佑 嗣

雷03-3714-0111内 線352.350

(お もて)

間廻r

掌校 年 組 書 名前

』L旦』』』

闘 羽
雌 蓄

場羽稠
}り羽 りむ
1羽濁羽
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臼り{弱
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II.調 査 の結 果 と考 察

1.理 科調 査 の結 果 と考 察

1.1理 科調 査 結果 概 要

(1)問 題選択の背景

理科問題選択にあた っては、

①各学年 ともに、内容領域 と しては、物理 ・化学 ・生物 ・地学の4領 域それぞ

れ5題 ずつ とし、 さらに、 これ ら5題 はIEA第1回 国際理科教育調査の目

標分類 に倣 い、知識 ・理解 ・応用 ・高次の過程 ・実験の5つ の目標領域 に1

題ずっ属す るよ うにする。

②学年間で共通 の問題 を ローテー ションで配置す る(表1参 照)。

③予備調査の正答率を もとに、各学年 とも20題 の平均正答率が60%程 度 となる

よ うに問題の選択を行 う。

の3点 に基づ き、問題選定 を行 った。

表1学 年間共通問題からみた理科問題 の構成

対象学年
ノ、子5

小学6年
中学1年

中学2年

中学3年
高校1年

高校2年

高校3年

物理領域

A

B

C

A

B

C

A

B

注1)ゴ シ

囎1応 用:高 次:実 験

A

B

C

D

C

D

G

H

.A

:A

iC

;C

,E

.E

.A

lB

;B

:D

,D

F

.A

.g

;A

.g

,E

.F

iG4F`E
;G,;HS.F

化学領域

購:瑠

A

B

C

D

C

D

C

D

.A

lB

.C

q

,B

:C

lA

.B

応用1融1鍛

AりA

B5:A

Bs,C

D51C

Ds.E
F51E

Fs.G

H5,G

.A

lB

;A

.g

,A

B

;G

H

生物領域

煽鵬
A

B

C

D

C

D

G

C

.A

;B

iC

:A

,B

.C

:B

.H

鯛:融 渓験

A

B

B

D

D

F

F

H

.A

:A

.C

lC

,E

.E

lG

G

.A

.g

A

;g

,E

.A

.g

.A

ソク部分は、今回の調査で実施した問題である。

地学領域
繍:理 解:応 用:高 次;実 験

A

B

C

D

C

D

C

D

.A

;g

.A

:B

,A

.B

lG

H

,AS;A

B5:A

lBsC

DsiC

,Ds;E
FS,E

Fs;G

,HS,G

.A

:B

iC

:A

,B

.C

;A

B

了一年間共通問題

小5挫6沖1沖2沖3轟1高2

41

44

444

24i銭4

r2564

議袋嘱4 4

1132244=4

(2)本 調査 の結果につ いて

ここでは中 ・高 を通 した全体的 な傾向につ いてのみ述べ る。

表2に 、各学年 の内容および目標領域別の平均正答率 を掲 げた。 また、今回

と同一の問題を第1年 次(平 成元年度)に 母集団2(中2)と 母集団3(高2)

を対象 どして実施 してい る。 そこで、前回の第1年 次調査結果 と今回の第4年

次調査結果 を比較 するために、内容 ・目標領域別の平均正答率 につ いて前回の

結果 と今回の結果の差を求 め、表3に 掲 げた。表2お よび表3よ り、

① 全問題の平均正答率は、中2で59%、 高2で56%で あった。

② 内容領域 については、中2の 物理 と地学 が ともに61%で 最 も平均正答率が

高 く、化学58%、 生物54%の 順 とな っている。高2で は、化学が61%で 最 も

高い一方 で、地学が48%で50%を 下回 っている。
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③ 目標領域 につ いては、中2の 理解が67%で 最 も高 く、他 の領域 はすべて50

%台 であ る。高2で は、理解66%、 実験60%、 知識59%、 高次の過程51%と

50%を 超 えているのに対 して、応用は41%で50%を 大 きく下回 っている。

④ 前回の第1年 次調査 の平均正答率を比較 した結果、中2で は知識領域が前

回 と変わ らないほかは、 目標および内容各領域 とも今回が前回を下回 ってお

り、全体 として も約1%前 回を下回 っている。高2で は、中2と 同様、全体

としては前 回を約1%下 回 っているが、領域 によっては前回 を上 回 っている

もの もあり、特 に知識領域では前回 を6%ほ ど上回 って いる。

表2各 学年の内容 ・目標別平均正答率(%)

内容領域 目標領域

学年 物理 化学 生物 地学 知識 理解 応用 高次 実験 全体

中261.358.053.761.358.767.358.353.355.258.6

高255.260.757.947.959.065.940.851.260.455.5

注)高 次 とは、高次 の過程 を示す。

表3各 学年の内容 ・目標別平均正答率の第1年 次調査結果 との差(%)

内容領域 目標領域

学年 物理 化学 生物 地学 知識 理解 応用 高次 実験 全体

中2-0.1-1.8-0。5-2.10.0-2.7-1.0-1.0-1。1-1.1

高2-3.8+0.5-1.2+1.1+6.1-1.8-0.6-5.3-2.7-0.9

注)前 回よ りも正答率が上昇(下 降)し た場合、数値の前 に+(一)を 施 した。

また、表4に 学年間で共通 に出題 した問題の正答率、および前回調査 との差

(括弧 内)を 掲 げた。学年間共通問題 は4題 あり、問題番号(1)と(19)は 中2

と高2の 間 にほ とんど変化 が認め られ ないが、(6)と(20)は ともに高2の 方が

中2を15%上 回 っている。 また、前回 との比較では、(1)は 両学年 とも前回を

上回 っているが、(6)と(20)は 両学年 と も前回を下回 ってい る。

表4学 年間共通問題 の正答率(%)

番号・領域

学年 内容

中2

高2

(1)物 理●知識

音 の高 低

71.7(+4.8)

71.3(+3.9)

(6)化 学・理解

鉄 の 酸 化

70.6(一3.0)

85.4(一2.1)

(19)生物・実験(20)地 学●実験

動 物 の 呼吸 太 陽 の動 き

61.7(+1.6)153.3(一4.5)

65.9(一2.1)168.5(一4.2)
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1.2中 学 校 理 科

(1)全 体的 な傾向

今回 の調査 の内容 ・目標領域別平均正答率を表1に 示 した。 また、各問題 ご

との正答率を表2に 示 した。内容領域か らみた場合、平均正答率は物理 と地学

が61%と 最 も高 く、化学(58%)、 生物(54%)の 順 にな っている。 目標領域

か らみた場合、理解 の67%の 他は、知識、応用、高次 の過程、実験 ともに50%

台の正答率 となり、全体 として、59%の 正答率 である。

各問題につ いてみ ると、正答率70%以 上の問題が8題 あ り、正答率50%未 満

の問題が7題 で ある。

表1内 容 ・目標 領域 別 平 均正 答 率(%)一 中2一

物 理

化 学

生 物

地 学

計

知識

71.7

55.4

36.4

71.3

58.7

理解

72.8

70.6

81.3

44.5

67.3

応用

84.0

48.4

35.8

65.1

58.3

高次

45.5

42.2

53.1

72.3

53.3

実験

32.3

73.3

61.7

53.3

55.2

計

61.3

58.0

53.7

61.3

58.6

(2)正 答率による問題分析

各問題毎 の正答率 を表2に 示 した。 これによ り、次の3段 階に分 け、各段階

ごとの考察を試みた。

a)正 答率の高い問題 正答率70%以 上[8題]

b)正 答率 の中程度 の もの……正答率50%以 上70%未 満[5題]

c)正 答率 の低 いもの 正答率50%未 満[7題]

a)正 答率が高 い問題(正 答率が70%以 上)

問題番号(1)、(4)～(7)、(9)、(16)、(18)の8題 が該 当す る。

(1)は 物理 ・知識 の問題である。誤答 の多 くは短 い管(20%)を 選んでお り、

管をたた く場所やたた く強 さを選んだ生徒 は8%と 少 ない。音の高 さが管の長

さに関係 していることは理解 されている。第1年 次調査の中2の 正答率 は67%

で、約5%上 が って いる。 しか し、履修率 は41%か ら30%へ 下が っている。同

じ母集団1の 第1年 次調査 の小5で は、正答率 は60%で あった。特 に履修 して

いるわけではないが、約10%正 答率が上が っている。(4)は 地学 ・知識の問題

で ある。第1年 次調査 の中2(73%)と ほぼ同 じ正答率である。天気図記号 の
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表2平 均 正 答 率 一中2一

内

容

物

理

化

学

生

物

地

学

目

標

知識

理解

応用

高次

実験

知識

理解

応用

高次

実験

知識

理解

応用

高次

実験

知識

理解

応用1

高次

実験

問

題

番

号

1

5

9

13

17

z

s

10

14

18

3

7

11

15

19

4

8

12

16

20

問 題 の 内 容

金屑管の長さと音の高低

地 球 と 月 の 重 力

反 応 率(罵) 笏 正答:

□ 誤答

■■ 無答

71.1

笏 〆

72.8

賜 笏 笏 髪

aa.n

笏'

履

修

状

況

28.30,0・

雛 雛 雛 獺撚
27.tn.t

ゴ ム ま り の 弾 性

%%%

59.2

15.90.J

45.5

z

32.3

。笏',覆 。z雛

n.3

水 の 温 度 変 化

67.2 n,51

気 体 の 圧 力 変 化 笏

亜 鉛 と硫 黄 の 化 合

鉄 の 酸 化 反 応

物 質 の 柱 質 雛

食 塩 水 の 濃 度 形

55.9

70.6匪

.9

44.4n.2

29.30」

.4 n.2

42.2 .s n.z

混 合 物 の 分 離

36.9

73,3 2s.sn,9

63.6 o,n

生 殖 の 過 程

牛 乳 の 保 存

35.8

81.3

・ 霧

64.1

髪

18.70.0

0.J

血 液 中 の 酸 素

予 防 接 種 の 効 果

動 物 の 呼 吸

天 気 図 記 号

太 陽 高 度 と 気 温

フ ェ ー ン 現 象

高 い 山 で の 貝 化 石

太 陽 の 動 き と か げ

53.146.6Q.3

61.737.70.6

笏霧'
71.3'18.60.1

〃 雛雛
。猴1

44陰555.50.0

纏 獺 笏纏
65.139.8Q.1

微霧獺 笏撚撒
72.326.20,5

髪纏形 笏髪霧撚 繊
53.3 462 n,s

雛獺 纏'纏髪霧

高理1

中1

小6

小4

中2

中1

中2

小5

小5

高理1

中2

中2

中2

小6

高理1

中3

小 灸

履

修

率

Cg)

30.0

91.3

55.0

30.0

50.0

96.3

97.5

86.3

91.3

97.5

78.9

26.3

51.3

5.0

70.4

5.3

67.5

5.0

5.0

81.3

正予

答想

率平
α)均

38.0

59.0

43.0

zs.a

33.0

51.1

53.0

46.0

53.2

57.0

40.5

37.0

34.0

24.7

40.0

19.5

39,0

32.0

33.0

X1.0
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風向 と風力 の記号 は、履修 以前 に理解 で きるよ うで ある。(5)は 物理 ・理解 の

問題で ある6第1年 次調 査の中2と 同 じ正答率 であ る。問題 の内容 か ら考 えて

妥当 な正答率 であ る。(6)は 化学 ・知識 の問題 であ る。第1年 次調 査の中2(7

4%)よ り正 答率 は3%ほ ど下 が って いる。履修率 と予想正 答率か ら考 え ると

妥当な正答率 であ る。第1年 次調査 の小5で は、正答率 は50%で あ った。中1

での履修 によ り、20%正 答率が上が ってい る。(7)は 生物 ・理解 の問題で ある。

第1年 次調査 の中2(83%)よ り2%下 が ったが、高 い正答率 であ る。履修率

(26%)、 予想正答率(37%)か らす ると、正 答率 は高 い。 日常生 活の中で、

腐敗が細菌 の働 きで温度 と関係が あ ることが よ く理解 されてい る。第1年 次調

査の小5で は、正答率 は68%で あ った。特 に履修 して い るわけでは ないが、10

%以 上正答率 が上 が って いる。(9)は 物理 ・応用の問題 であ る。 第1年 次調査

の中2と ほぼ同 じ正 答率で ある。履修率(55%)、 予想正答率(43%)と 低 い

が、同 じ条件 で比較 す るとい うことが経験 的 に理解 されてい る。 誤答 も手で触

って調べ るが6%と 多 く、経験が基盤 となって いる。(16)は 地学 ・高次の問題

である。第1年 次調 査 の中2と ほぼ同 じ正答率で ある。履修率(5%)か ら考

えると、問題 文の中 に海産型 とあ るので、中3で の学習 が必要 と しなか ったの

で あろ う。(18)は 化学 ・実験 の問題 であ る。第1年 次調 査の中2(71%)よ り

2%ほ ど正答率 が高 い。履修率(98%)か ら考 える と妥 当であ る。第2年 次調

査 の小6で は39%の 正答率 であ った。小5で 履修 す ることになって いるが、 中

1ま たは中2で 再 び履修 す るので、正答率が30%以 上 、上が って いる。

b)正 答率 が中程 度の問題(正 答率50%以 上70%未 満)

ここには、(2)、(12)、(15)、(19)、(20)の5題 が該 当す る。

(2)は 化学 ・知識の問題 であ る。第1年 次調査 の中2(57%)と ほぼ同 じ正

答率 であ る。 また、誤答 もカが20%と 同 じ傾 向であ る。中2で 学習 す る内容 で

履修率 は96%と 高 いが、予想正答率 は51%と 低 い。 学習内容か ら考 えて妥 当な

正 答率 で ある。(12)は 地学 ・応 用の問題で あ る。第1年 次調査 の中2(65%)

とほぼ同 じ正答率で あ る。高校 で履修 するので履修 率(5%)は 低 いが、予想

正 答率 は42%で ある。 フェー ン現象 その ものが天 気予報で説明 された り、西高

東低の冬型の気圧配置 で山脈を越えた空気 が乾燥 す る ことを生徒 は知 って いる。

日常生 活で身 につ いた知識 や経験が応用 された と考 え られ る。(15)は 生物 ・高

次のの問題で あ る。第1年 次調査の 中2(52%)と ほぼ同 じ正答率 で ある。履

修率(5%)、 予想正 答率(25%)と も低 いが、 これ までの学 習や実験の 中で、

対照実験 や条件設定 につ いて ある程度 の認識 が形成 されてい ると考え られ る。

(19)は 生物 ・実験 の問 題で ある。第1年 次調 査の中2(60%)と ほぼ同 じ正答

率 である。 中2で 履修 され る問題 で、 履修率が70%で あ ることか ら、妥 当な正
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答率 である。第2年 次調査 の小6で は48%の 正答率であ った。中2で 履修 され

たため、正答率 が上が ったと思われ る。(20)は 地学 ・実験の問題である。第1

年次調査 の中2(58%)よ りも5%ほ ど正答率が下が っている。履修は小6で

行われ、履修率 は81%と 高 いが、予想正答率は51%と 正答率 に近 い。誤答 はケ

の南 東が17%で あ り、東 と西 の判断を間違 った生徒が多い。第1年 次調査 の小

5の 正答率 は38%で 、今回は15%上 回 っている。

c)正 答率が低 い問題(正 答率50%未 満)

ここには、(3)、(8)、(10)、(11)、(13)、(14)、(17)の7題 が該 当す る。

(3)は 生物 ・知識 の問題で ある。第1年 次調査の中2(38%)と ほぼ同 じ正

答率で ある。履修率は75%で あるが、配偶子 については中学校 では扱 っていな

いので、誤答はセの精子 が卵 に達することが51%と 多 い。予想正答率が41%で

あることか らも妥 当であ る。(8)は 地学 ・理解の問題 である。正答率 は第1年

次調査 の中2(50%)に 比べ、約5%下 が って いる。小6で 履修 し、履修率が

68%で あることか ら考え ると、正答率 は悪い。誤答キの太陽高度 と気温 が比例

す るグラフを選 ぶ者が40%に な っている。第2年 次調査 の小6の ときの正答率

は42%で あまり変化 していない。(10)は 化学 ・応用の問題であ る。第1年 次調

査の中2の 正答率 は49%で あ り、んほ とん ど同 じで ある。中2で 履修する内容

であり、履修率が86%で あ ることを考 えると正答率 は低い。誤答 ウが20%あ り、

質量保存 の法則を考 え、開いた空間であることが理解 されていない。(11)は 生

物 ・応用の問題であ る。第1年 次調査 の中2の 正答率は39%で あ り、3%ほ ど

下が ってい る。予想正答率34%か ら考える と妥当であろう。選択肢 クとケでは、

空気が薄いのか、酸素 の割合が少 ないのかの違いを読み とらねばな らない。誤

答 ケが多いのはそのためであろ う。(13)は 物理 ・高次の問題であ る。小6で 履

修 して いるが、履修率30%、 予想正答率28%か ら考 えると妥当であ る。実際に

は中3で 履修 する内容 である。(14)は 化学 ・高次の問題である。第1年 次調査

の中2の 正答率 は48%で 、今回は約6%下 が っている。履修率 は91%、 予想正

答率53%か ら考 えると出来 はよくない。誤答 クが30%で 食塩 も蒸発すると考 え

る生徒が多い。溶解 と状態編かの区別がで きて いない。(17)は 物理 ・実験の問

題である。第1年 次調査の中2の 正答率は36%で あ り、約3%下 が って いる。

誤答 力が34%お り、液体 と気体の温度 による体積変化の違いが理解 されて いな

い。小4で 履修 して いるが、履修率 は50%で 、予想正答率が33%で ある ことか

ら考 えると妥当である。第2年 次調査の小6の ときの正答率が31%で あ り、あ

まり変化がみ られない問題で ある。
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(3)生 徒の正答率 と教師の予想 との比較

表3に 、生 徒の正答率 と教 師の予想正答率およびそれ らの差 を掲 げた。第1

年次調査 と同様、全体的 に正答率 は教 師の予想 をかな り上回 っている。生徒の

正答率 と教 師の予想 との差の全体の平均 は、前回が18 .6%、 今回 が18.0%で 、

ほ とん ど変 わ らない。 内容領域で は、差が大 きい方か ら、地学、物理、生物、

化学 の順で、前回 と同様である。 また、 目標領域 は、差 が大 きい方か ら、知識、

理解、高次 、応用、実験の順 になってお り、実験の差 が10%の ほかは、各領域

とも差が約20%前 後 であることも前回 と同様である。

表3生 徒 の正答率 と教師の予想(%)一 中2一

領 域

内

容

目

標

物理

化学

生物

地学

知識

理解

応用

高次

実験

計

正答率

61.3

58.0

53.7

61.3

58.7

67.3

58.3

53.3

55.2

58.6

教師の予想

40.2

52.1

35.2

34.9

37.3

47.0

38.8

34.7

45.3

40.6

差

21.1

5.9

18.5

26.4

21.9

20.3

19.5

19.6

9.9

18.0

(4)前 回調査 との比較

平成元年度 に同 じ問題で行われた第1年 次調査 との比較を表4に 示 した。表

4は 、今回の正答率 と前回の正答率 の差を示 している。前回 の正答率 を下回 っ

た場合 はマイナスでぷ される。

全体的 にみ ると、差 はほとん どないと言 って よいだろ う。全体の平均 は、今

回が58.6%、 前回が59.7で 、差は一1.1%で ある。

内容領域か らみた場合、物理 と生物は1%未 満 の差であ るが、化学(一1 .8%)

と地学(一2.1%)が 多少正答率 が下が っている。 また、 目標領域か らみた場合、

知識 の正答率 は変わ らないが、理解は約3%、 応用、高次の過程、実験が それ

ぞれ約1%下 が ってい る。

各問題 についてみ ると、差 が5%を 超 える ものは、問題番号(8)の 地学 ・理

解 と(14)の 化学 ・高次 の過程 の2題 であ り、 それぞれ6%ほ ど前回を下回 って

いる。
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表4内 容 ・目標領域別平均正答率の前回調査 との比較(%)一 中2一

物 理

化 学

生 物

地 学

計

知識

4.8

一1
.8

一1
.2

一1
.8

o.o

理解

一〇
.2

一3
.0

一2
.0

一5
.7

一2
.7

応用
一〇
.s

一〇
.7

一2
.8

0.9

一1
.0

高次
一1
.1

一5
.5

1.6

1.0

一i
.o

実験
一3
.6

1.9

1.6

一4
.5

一1
.1

計
一〇
.1

一1
.8

一〇
.5

一2
.1

一1
.1

一15一



1.3高 等学 校 理 科

(1)全 体 的 な傾 向

今 回 の調 査 の 内容 ・目標 領 域 別 の平 均 正 答率 を 表1に 示 した。 また、 各 問題

ごとの正 答 率 を 表2に 示 した。 内容 領 域 か らみた 場 合、 平均 正 答 率 は化 学 が61
馬%と 最 も高 く

、生 物58%、 物 理55%、 地 学48%の 順 に な って い る。 目標 領 域 か

らみた場 合 、 理解 の66%が 最 も高 く、 実 験60%、 知 識59%、 高 次 の過 程51% 、

応 用41%の 順 にな って い る。

各 問題 につ い て み る と、 正 答率 の高 い問題 は、生 物 ・理 解 の90%、 化 学 ・知

識87%、 化 学 ・理 解85%な どが あ る。 一方 、 正答 率 の低 い問 題 は、化 学 ・応用

の22%、 生 物 ・知 識30%、 地 学 ・理 解 の33%な どが あ る。

表1内 容 ・目標 領 域 別平 均 正 答率(%)一 高2一

物 理

化 学

生 物

地 学

計

知識

71.3

86.5

30.1

48.2

59.0

理解

55.9

85.9

89.5

32.9

65.9

応用

41.3

22.9

57.9

41.9

40.8

高次

39.9

69.9

46.8

48.1

51.2

実験

67.8

39.2

65.9

68.5

60.4

計

55.2

60.7

57.9

47.9

55.5

(2)正 答率 によ る問題分析

正答率 によ り、問題を次の3段 階に分類 した。

a)正 答率が高 い問題 ・… 正答率が70%以 上

b)正 答率が中程度の問題 ・・正答率50%以 上70%未 満

c)正 答率 が低 い問題 ・… 正答率が50%未 満

[4題]

[6題]

[10題]

a)正 答率が高 い問題(正 答率が70%以 上)

問題番号(1)、(2)、(6)、(7)の4題 が該当す る。

(1)は 金属管 の長 さと音 の高 さの関係を示 す もので、正答率 は71%で ある。

しか し、誤答イの最 も短 い金属管が最 も低い音を出す という解答が21%あ る。

(2)は 中1で 扱 われ、化合 の例 として多 くの教科書が この実験 を取 り上 げて い

るので、正答率 は87%で ある。(6)は 中1で 扱われ、鉄が さびる現象には酸素

と水が関係 している ことは日常生活 の中で も経験す る機会があ ると思 われる。

正答率は85%と 高 い。(7)は 花に種子がで きない場合 を答え るものだが、小5

で扱われている。履修率 は88%、 正答率 も90%と20問 中最 も高 い。
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表2平 均 正 答 率 一高2一

内

容

物

理

化

学

生

物

地

学

目

標

知識

理解

応用

高次

実験

知識

理解

応用

高次

実験

知識

理解

応用

高次

実験

知識

理解

応用

高次

実験

問

題

番

号

1

5

9

13

17

2

6

10

19

18

3

7

1]

15

19

4

8

12

16

zo

問 題 の 内 容 反 応 率(%) 笏 正答
□ 誤答

■ 無答

金属管の昂さと音の高低

1. 28.7.0

55.9

41.3

39,9

94.0 0.1

空 気 の 占 め る 体 積

58.5 n,z

小 石 の 運 動

59.7 0,9

熱 の 伝 導

67.8 31.70.5

電 気 回 路

鉄 と 硫 黄 の 化 合

鉄 の 酸 化

22.9

86.5

85.9

77.5

13.50.0

19.60.0

0,1

化 合 物 の 燃 焼

化 学 反 応 の 速 さ

ss,s 29.6,

39.2

30,1

59.3 i.5

フッ化スズ(皿)水 溶液の作り方

ss.a 0.1

遺 伝 子 と 性 の 決 定

花 と 種 子

.9

89.5

92.5

10.50,0

n.i

葉 か ら の 水 の 蒸 発

96,8 5'1.5 0.7

植 物 の 器 官 と 呼 吸

動物の呼吸と二酸化炭素の量

65.9 33.50.6

地 球 と 月 の 距 離

岩 石 の 生 成 と 仮 定

地 球 と 金 星 の 動 き

地 形 図 と 地 質 構 造

太 陽 と 影

履

修

状

況

小5

小4

理1

小6

中2

中1

中1

選化

選化

選化

理1

小6

小5

中2

中2

48.25L70.l

sz.sss,an,a

4L958.00.1

48.151.30.6

68.531.nn.5

・z第 笏 、・、
z

笏 勿 笏

理r

中1-

理1

小6

履

修

率

(露)

58,7

75,0

29.3

25.0

38,0

79,2

80.2

82.3

40.2

67.9

67,3

87,5

80.0

75.0

71.0

25.0

39.3

92.0

28.6

75.0

正予

答想

率平

(躬)均

53.5

52.7

33.5

39,6

30.9

58.3

64.2

55.0

45.7

37.8

92.3

sa.s

50,8

45.2

52.4

36.7

39.5

97,3

43.3

sz.a
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b)正 答率 が中 程度 の問題(正 答率50%以 上70%未 満)

問 題 番号(5)、(11)、(14)、(17)、(19)、(20)の6題 が 該 当 す る。

(5)は 履 修 率 が75%で あ るが 、正 答 率 は56%で あ る。 誤 答 力の 空気 が水 よ り

強 く押 して い る とい う解答 が33%と 多 い。(11)は 、塩 化 コバ ル ト紙 を用 いて葉
乳
の蒸 散 作用 を調 べ る実験 に関 す る もので 、正 答 率 は57%で あ る。誤 答 力の葉 の

下 面 に よ り多 くの気 孔 が あ る とい う解 答 が27%で 、設 問 の 「この実 験 結 果 だ け

か ら結論 で き る」 とい う点 の理解 が不 十 分 だか らで あ ろ う。(14)と(17)は 、履

修 率 が そ れ ぞれ40%、38%と 低 い が、 正 答率 は70%と68%と な って い る。

c)正 答率が低 い問題(正 答率が50%未 満)

問題番号(3)、(4)、(8)、(9)、(10)、(12)、(13)、(15)、(16)、(18)の10題 が該

当す る。

(3)は 高校理科1で 扱われている。履修率は67%だ が、正答率は30%で ある。

誤答 ソの精子 と卵 の両方 のDNAとRNAが 生まれて くる子 の性 を決定す るを

選んだ生徒が50%と 、正答率を上回 っている。DNAとRNAの 区別が明確 で

ないことと性染色体の理解が不十分 なためであろ う。(4)は 宇宙船が地球 か ら

月に届 くまでの時間を選ぶ問題 で、正答率 は48%で ある。誤答 アの5～6時 間

が19%と 多 くなってい るのが注 目され る。(8)は 高校理科1で 扱われて いるが、

正答率 は33%で ある。誤答 キが21%、 誤答 クが31%と なっている。 これは、科

学の研究方法に関す る設問の意図が理解 していないためか らであろ う。(9)は 、

投げた小石が最高点に達 した ときの状態 を問 う問題であ る。高校理科1で 扱わ

れるが、正答率 は41%で ある。誤答サの加速度0が23%、 誤答 シの加速度は最

小、ただ し0で はない という解答が17%で ある。加速度 と速度の違 いなどの理

解が不十分なためであろ う。(10)は 燃焼 に関す る問題で、履修率が82%と 高 い

にもかかわ らず、正答率 は22%と 低 い。誤答 ウの炭素 と酸素が有機物 の成分元

素 とする解答 が41%と 正答率よ りも高 くな ってい る。燃焼 のたあに酸素が供給

されていることと、化合物 自体 に酸素が含 まれていることとが混同 されている

ためである。(12)は 金星の位置に関す る問題で、正答率は42%、 誤答 シは32%、

誤答 ソは20%と なっている。金星の満 ち欠 けは、月の様に日常的に経験で きな

いため と思われる。(13)は 単位 の長 さ当た りの温度降下測定 に関する問題で、

小学校6年 で扱われ るが、正答率 は40%で ある。誤答 アはPQ間1cmの 所を測

るとい う解答 で31%に もなる。 これは、単位の長 さ当た りとい う設問 の表現 を

そのまま1cmと とったためであろ う。(15)は 中1で 扱われる。履修率 は75%で

あ るが、正答率 は47%で ある。 データを比較す る場合 にどの条件をそろえ るか

明確 にす ることが十分 に理解 されていないか らであろ う。(16)は 高校理科1で
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扱 われ る。履 修 率 は29%と 低 く、正 答 率 は48%で あ る。 誤答 イ の表層 に窪地 の

あ る もの が22%と な って い る。(18)は 水 溶液 を作 る手 順 に関 す る問題 で あ る。

正 答 率 は39%、 誤 答 サ は15%、 誤 答 シは18%、 誤 答 セ は14%、 誤 答 ソは13%と

な って い る。 高 校 で の化 学 実 験 で は、 水 溶液 を実 際 に作 る こと はあ ま りな く、

教 師 側 で 用意 して しま うので 、正 答 率 も低 くな る と思 わ れ る。

(3)生 徒の正答率 と教師の予想 との比較

表3に 、生徒の正答率 と教師の予想正答率およびそれ らの差を示 した。全体.

的 に、生徒の正答率が教師の予想 を上回 っている。差が 目立つのは、内容領域

では物理の13%、 目標領域では知識11%、 理解11%、 実験15%で ある。 しか し、

応用だ けは生徒の正答率が教師の予想正答率を6%下 回 っている。

表3生 徒の正答率 と教師の予想(%)一 高2一

領 域

内

容

目

標

物理

化学

生物

地学

知識

理解

応用

高次

実験

計

正答率

55.2

60.7

57.9

47.9

59.0

65.9

40.8

51.2

60.4

55.5

教師の予想

42.0

52.2

51.1

45.8

47.7

55.3

46.7

43.5

45.9

47.8

差

13.2

8.5

s.s

2.1

11.3

10.6

一5
.9

7.7

14.5

7.7

(4)前 回 調 査 との比 較

平 成 元年 度 に同 じ問 題 で 行 わ れた第1年 次調 査 との 比較 を表4に 示 した。 表

4は 、 今 回 の正 答率 と前 回 の正 答 率 の差 を示 して い る。 前 回 の正 答 率 を下 回 っ

た場 合 は マ イ ナ スで示 され る。

全 体 的 に み る と、差 は ほ とん ど ない と言 って よ いだ ろ う。 全体 の平均 は、 今

回が55.5%、 前 回 が56.4%で 、差 は一〇.9%で あ る。

内 容 領域 か らみ た場 合 、物 理 が 一4%で あ る。 また 、 目標 領域 か らみ た場 合 、

知 識 が6%、 高 次 の過 程 が 一5%で あ る。

各 問 題 につ いて み る と、 差 が5%を 超 え る もの は、問 題 番 号(4)の 地 学 ・知

識 が15%、(5)の 物理 ・高 次 が 一7%、(13)の 物 理 ・理 解 が 一7%、(16)の 地
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学 ・高 次 が 一10%で あ る。

(4)は 宇 宙船 が月 に着 くまで の時 間 を問 う もの で あ る。前 回 は正 答 率33%、

誤 答 ウの1ケ 月 が32%、 誤 答 工の半 年 が17%、 誤答 アの5～6時 間 が8%で あ

ったが 、今 回 は正 答 率 が48%、 誤 答 ウが21%、 誤答 工が8%で 少 な くな って い

るが、逆 に誤 答 アが19%と 多 くな って い る。 月 まで の所 要 時間 を短 く解 答 す る

点 が注 目 され るが 、 スペ ー ス シ ャ トル の打 ち上 げ報道 な ど も影 響 して い る と思

わ れ る。(5)は 水 が ビ ンの 中 に入 って いか な い理 由を問 う問題 で あ る。 前 回 は

正 答率63%、 誤 答 力の空 気 が水 よ り強 く押 して い る とい う解 答 が28%で あ った

が 、今 回 は正 答 率 が56%に 下 が り、 誤 答 力が33%と な って い る。(13)は 温 度 降

下 を測 定 す る方 法 で 、 どの間 を測 れ ば よいの か とい う設 問 で あ るが、 前回 は正

答 率47%、 誤 答 アの 間 が1cmの と ころを測 る とい う解 答 が27%で あ った 。今 回

は正 答率40%、 誤 答 アは31%で あ った。(16)は 地表 面 と地質 構造 の関 係 を示 す

断 面 図 を選 ぶ 問題 で あ るが、 前 回 の正 答率 は58%、 今 回 の正 答 率 は48%で あ る。

(4)、(5)、(13)、(16)の 履 修率 、 予想 平 均 正 答率 を前回 と比 較 す る と、(4)

と(5)で は大 き な差 は ない。(13)で は、 正答 率 が7%下 回 った今 回 、履 修 率 も

前 回 を11%下 回 り、25%と 低 くな って い る。(16)で は 、正 答 率 が前 回 に比 べ10

%も 下 回 ったが 、 履修 率 の差 は1%と ほ とん ど変 わ らな い。 しか し、教 師の予

想 正 答 率 は 、今 回 が11%上 回 って い る。

表4内 容 ・目標 領 域 別 平均 正 答率 の前 回調 査 との比 較(%)一 高2一

物 理

化 学

生 物

地 学

計

知識

3.9

1.2

4.6

14.8

6.1

理解
一7
.2

一2
.1

o.s

1.8

一1
.8

応用
一2
.5

1.9

一4
.9

2.6

一〇
.s

高次
一7
.0

o.o

一4
.7

一9
.5

一5
.3

実験
一6
.0

1.9

一2
.1

一4
.2

一2
.7

計
一3
.8

0.5

一1
.2

1.1

一〇
.9

一20一



2。 数 学 調 査 の結 果 と考 察

2.1数 学 調 査 結 果 概 要

(1)問 題 選 択 の 背 景

問 題 選 択 の 背 景 に っ い て は 毎 年 述 べ て い る(特 に ブ ッ ク レ ッ ト005及 び010が

詳 しい)が 、再 度 方 針 を あ げ る と 次 の 通 り。① 出 題 傾 向 が 偏 らな い よ うに 、IEA

第2回 国 際 数 学 教 育 調 査(SIMS)の 内 容 ・目標 の2次 元 の 枠 組 み を 採 用 した。

② 正 答 率 の 伸 び を み る た あ に学 年 問 共 通 問 題 を 設 定 した。③ 過 去 の 大 規 模 調 査

と比 較 可 能 な よ う に 問 題 の 多 く はSIMSか ら選 択 した。④ 問 題 の 難 易 度 が 適

切 で あ る よ うに 各 学 年 の 正 答 率 の平 均 が60%に な る よ う想 定 し問 題 を 選 択 した。

と ころ で 、 各 学 年 の 出 題 数 は20題 、 した が って 小5か ら高3ま で の8年 間 で

延 べ160題 で あ るが この 中 に は 学 年 間共 通 問 題 が 含 ま れ て い るの で 、 全 体 の 問

題 数 は83題 で あ る。 この83題 の 内 容 ・目標 領 域 別 の 数 を 示 した の が 表1で あ る。

計 に み られ る よ うに 、83題 申43題 が 学 年 間 共 通 問 題 、28題 が 今 回 の 調 査 対 象 で

あ る中2・ 高2の 学 年 間 共 通 問 題 で あ る。

表1算 数 ・数学問題の種類 とその数(題)

イ'.'

幾何

解析

確統

署

言 理解 L、用 斤

4/5/102/4/92/2/61/3/4
1/3/73/4/6

3/3/61/2/4
2/2/42/3/4

1/3/61/2/4
1/2/51/2/3
2/2/41/1/1

113 gii 6/9 4/8/1

言

9/14/29

6/12/23
6/9/18
7/8/13

4

注:表 中の数字は[中2・ 高2の 学年間共通問題数/学 年間共通問題数/全 体の問題数]を 表す。

(2)本 調 査 の 結 果

今 回 の 調 査 で 中2・ 高2の 平 均 正 答 率 は それ ぞ れ56%、66%で あ り、 ま た 、

教 師 の 予 想 の 平 均 は そ れ ぞ れ50%、60%で あ った 。 教 師 は 生 徒 の 実 態 を よ く と

表2算 数 ・数 学問題 の平均 正答率(%)

学年
年度

全体

人数
追跡

人数

差

母集 団1

小5小6中1中2
1989199019911992

58.348.852.456.1

2735273525692559

58.348.352.5

2198

0.00.5-0.1

母集 団2

中2中3高1高2

1989199019911992

55.455.158.065.9

2690260121522132

59.456.752.9

552
一4
.0-1.65.1

母 集団3

高2高3

19891990

66.358.0

秀2042198

66.558.1

1975
一〇
.2-0.1

一21一



らえ て い る と い え る。 表2は これ まで の 算 数 ・数 学 問 題 の 平 均 正 答 率 を ま とめ

た もの で あ る。 「全 体 」 と は 調 査 対 象 者 全 員 の 、 「追 跡 」 と は1989年 度 か ら19

91年 度 の3年 間 連 続 して 調 査 を 受 け た 生 徒 の 正 答 率 で あ る。 中2・ 高2の 全 体

の 正 答 率 は1989年 度 と今 回(1992年 度)ほ とん ど 同 じで あ る。 た だ し、 追 跡 の

正 答 率 を み る と、 高1で は 全 体 よ り も追 跡 の 正 答 率 が5%低 か っ た の で 、 高2

も追 跡 の 正 答 率 は 低 くな る と 予 想 され る。

次 に 、 中2・ 高2の 学 年 間 共 通 問題28題 の 正 答 率 を ま と め た の が 表3で あ る。

こ こで の 正 答 率 は 全 体 の 正 答 率 で あ って 追 跡 で は な い。 た い て い の 問 題 は 学 年

が あが る につ れ 、 正 答 率 もあ が る が 、 高2と 高3で は あ ま り変 わ らな い。 正 答

率 が 特 に あ が る と ころ(こ こで は1年 で10%以 上 あ が る と ころ)を 濠…蕪ilで示 し

た 。 全 部 で9か 所 あ る。 そ の う ち4か 所 は 中1か ら中2に か け て 、4か 所 は 中

3か ら高1に か けて が 関 係 す る。

表3中2・ 高2の 学年 間共通 問題 の正答率(%)

共
通
数
8
8
8
4

4

9

3
3

3

3
2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

内容・目標
・・L、用

解 析 ・分析

確 統 ・応用

代数・分析
解析・計算
確統・応用

幾何・分析

確統・計算
〃 ・理解

〃 ・分析

代数・計算
ノノ

〃

〃

〃 ・理 解

ノノ

〃 ・応用

〃

幾何 ・計算
〃 ・理 解

ノノ

ノノ

解析・計算
ノノ

〃 ・理解

〃 ・応用

確 統 ・計 算
〃 ・理 解

問題番口
中2高2

11

22

33

49

6-
16

8

18

17
7

19

10

11

15

7
12
5

14

9

17

8
9

10

11

12
5
20
6
15
16

母集団1
小5小6中1中2
1989199019911992

姦・4251

24303946

13111618

32一
一72

50

77

詔
73-68
一 一65

455362

50

雛

73

49

…騎

43

84

73

57

69

§韮

26

62

31

79

母集団2
中2中3高1高2
1989199019911992

48536466

42505967

17烈)4544

5256-65

箱 器==
翻66一

一91

76-86

sl

62
85

73

59

61

27

61

讐

78

91

47

65
59

70 71

65

58

35

85

綴

63

60

80

33

母集団3

高2高3
19891990
6569
6669
4348

6468

=窮
一77

86-

86

66
70

62

31

87
86
51
62

86
83

73

30

56

51

22一



2.2中 学 校 数 学

(1)各 問 お よ び 領 域 別 正 答 率

表1は 内 容 ・目標 領 域 別 に 平 均 正 答 率 を ま と め た もの で あ る。 全 問 題 の 平 均

正 答 率 は56%で あ った 。 内 容 領 域 か らみ る と、 「代 数 」 領 域 が64%と 最 も高 か

った 。 目標 領 域 で は 「計 算 」 領 域 が69%と 高 く、 「理 解 」 「応 用 」 「分 析 」 領

域 の 順 に 低 くな って い る。

表1内 容 ・目標 領 域 別 平 均 正 答 率(%)一 中2一

代 数
幾 何

解 析

確 率 ・統 計

計

計算

76.2

69.4

60.8

68.6

理解

73.1

49.6

31.2

79.0

55.3

応用

53.1

50.9

47.1

50.3

分析
49.7

38.0

46.3

61.6

48.9

計

63.6

51.2

49.8

58.7

56.1

本 調 査 の 各 問 題 ご と の 正 答 率 は 表2と して ま と め て あ る。 こ こで は 、 正 答 率

が70%以 上 の 問 題 を 「比 較 的 や さ しか った 問 題 」 と し、 正 答 率 が40%未 満 の 問

題 を 「比 較 的 難 しか った 問 題 」 と して 考 察 す る。

1)比 較 的 や さ しか った 問 題

比 較 的 や さ しか っ た 問 題 は 、 問 題 番 号10、11、16、17、20の5題 で あ る。

問 題10は 式 の 計 算 、 問 題20は 比 例 の 問 題 で あ る。 この2題 は 中学 校 数 学 で よ く

取 り上 げ られ る 形 の 問 題 で あ る こ と が 、 高 得 点 に な っ た と考 え られ る。 問 題11、

16、17は 小 学 校 で 学 習 した 内容 で あ る。

2)比 較 的 難 しか った 問 題

比 較 的 難 しか っ た 問 題 は 、 問 題3、5、6、8、9の5題 で あ る。

問 題3は 同 様 に確 か ら しい こ と の 判 断 で あ る。 確 率 の 概 念 は 日常 的 な 感 覚 で

理 解 で き る もの で は な く、指 導 の 必 要 性 を 示 して い る。 問 題5は 立 方 体 の 一 辺

の長 さが2倍 に な った と き、 重 さ が 何 倍 に な るか の 問 題 で あ る。 相 似 比 と体 積

比 の 問題 で あ るが 、 長 さが 与 え られ て い る こ とで 、 立 方 体 の 体 積 の 求 め 方 の 理

解 問 題 で あ る と考 え られ る。 こ こで の 誤 答 は 、2倍 に な る と答 え て い る生 徒 が

44%、4倍 に な る と答 え て い る生 徒 が25%い る。 これ ら は 、 直 観 的 な 解答 と考

え られ る。 これ が 、3年 生 で 相 似 比 と体 積 比 を 学 習 した 後 、 どの よ う に変 化 す

るか 興 味 が 持 た れ る 。

問題6は%の 問 題 で あ る が 、 文 章 か ら割 って よ い の か 、 か け て よ い の か を 判

断 す るの が 難 しいで あ ろ う。 誤 答 と して 、30×75の 答 で あ る2250を 選 ん だ 生 徒

が13%、30×7.5の 答 で あ る225を 選 ん だ生 徒 が21%い る 。

問 題8は 空 間 図 形 の 回 転 して で き る立 体 の 問 題 で あ る。 普 通 、 回 転 体 を 三 角
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表2各 問 正 答 率 一 中2一

内

容

代

数

幾

何

解

析

確

率
●

統

計

目

標

計

算

理

解

応

用

分

析

計

算

理

解

応

用

分

析

計

算

理

解

分

析

理

解

応

用

分

析

問

題

番

号

io

19

1]

13

15

9

7

5

12

19

1

8

6

9

2

17

3

16

18

問 題

5x十3y十2x-4y=

藷一喜 と等しい式を 次.
の中から……

反 応 率(%)
笏 正答
□ 誤答

■ 無答

笏

上の図で 小さな正方形は

すべて同じ大きさである…

山のふもとの温度は31度で

頂上の温度は一7度……

ソーダ水は1本a円 で,そ の

あきびんを返すと1本 に…

脇て

68.7

T3.1

is.io.2

纏撒
29,4 1.

26,40,

98.9 50.7 n,

57.3 a2.n n.

つぎの証明の中に,ま ちが

いがあるとするならば…

99.7 49.9 n.

つぎの了～オのうちで,左の図

形を線対称に移動したら…

69.9 30,9n,

プラスチックで作られてい

る1辺1㎝ の固体の……

zs.o 73.7 n,

上の2っ の三角形は合同で

∠A=∠D=80。 ……

61.2 38.4砿

左の図で直線AB,CDは

平行である。2つ の角の…

61.5 37.8 o,

左の図の立方体を図の中の

3点A,B,Cを 通る……

50.9

38.0

48,8 住

直線ABが疸線鵬を軸として

30。の角を保ちながら……

61.9 n,

30は どの数の75%か 。

ボーリングの球が毎秒4メ ートル

の速さで動いている。……

κy=1で あ って,1は0

よ り大 きい。 この とき,…

38.9 61.1 n,

31.2

83.114.92.z纏 纏

68,3 n,

第1列1

第2列1-1

96.3 53.5 n,

上の表とグラフは同じ資料

をもとにしている。…… 雛Z

79.0 19.61.4

つぎのサからソの文の中で,17,7

2つ のことがらが…… 笏

81.9

徽笏
n.a

太郎の3つ のテス トの成績

.は,78点 ,76点,… … 笏

76.5
'12
.31.

上のグラフは,ある場所の13週

間の降水量をあらわした…%笏

61.6

獅雛
36.61.8

多

履修状況

①中2で 学

んだ

②中2ま で

に学んだ

①

①

②

②

①

①

①

①

①

①

0

②

②

②

②

未 学習

未学習

.未 学 習

②

未学習

予 想

平 均

正答率

(%)

72

48

62

58

94

49

63

46

55

59

47

36

45

57

38

d5

57

27

56

d6

X

IEAの

正答率

(%)

73.7

68.2

75.9

71.0

61.5

54,7

68.5

35.1

53,2

57.2

(90.2)

X16.5

89.9

(91.6)

91.7

78,2

81.7

66.9

※IEA第2回 国際数学調査での中1で の正答率。()は 高3の 正答率。なお,空 欄はIEAの調査問題と異なる問題。
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形 や 半 円 な ど を 回 転 さ せ て で き る 図 形 と して 扱 って お り、 こ の よ う に 直 線 を 回

転 させ る場 面 は ほ とん ど扱 わ な いで あ ろ う。 そ の点 で 正 答 率 が 下 が って い る と

思 わ れ る。

問 題9は 反 比 例 の 変 化 の 様 子 を 問 う問 題 で あ る。 ・一方 で 、xy=1の 式 でx

の 値 を 変 化 させ て 、yの 変 化 を 考 え る と い う式 を 読 む 力 も関 係 す る。 この 問 題

で の 誤 答 を み る と、 ど の 選 択 肢 も15%か ら20%の 間 で あ り、 特 に 間 違 い や す い

もの が な い 。 これ は 基 本 な 考 え 方 で あ る反 比 例 の 式 で あ る こ と を 見 抜 く こ と や

式 の 変 化 を 読 む 力 が 不 足 して い る と考 え られ る。

3)こ れ まで の結 果 との 比 較

今 回 の 問 題 は 、 第1回 本 調 査 の 問 題(中2対 象 、1989年 度 実 施)と 同 一 の 問

題 で あ る。 そ こで 、 本 年 度 調 査(第4回 本 調 査)の 正 答 率 を 比 較 した い 。

表3第1回 本 調 査 と の 比 較(%)一 中2一

問題番号

第1回 調査

本年度

1

47.7

50.9

2

42.3

46.3

3

17.4

17.7

4

51.5

49.7

5

26.8

26.0

6

41.9

38.4

7

60.9

69.4

問題番号

第1回 調査

本年度

8

42.9

38.0

9

32.0

31.2

10

84.8

83.7

11

72.5

73.1

i2

56.7

61.2

13

47.9

48.9

14

60.7

61.5

問 題 番:号

第1回 調査

本年度

15

58.5

57.3

16

78.7

76.5

17

78.2

79.0

18

61.0

61.6

19

62.2

68.7

20

83.8

83.1

表3を 見 る と、 どの 問 題 で も正 答 率 に変 化 が み られ な い。 正 答 率 の 差 の絶 対

値 が1%以 下 の 問 題 が9題 も あ り、5%以 下 の 問 題 も全 部 で18題 で あ る。 これ

ほ ど 正 答 率 が 一 致 す る こ と も逆 に 不 思 議 な 感 じが す る。

次 に 、 昨 年 の 第3回 本 調 査(中1対 象)と 同 一 の 問 題 が7題 あ るの で 、 そ れ

と の 比 較 を 行 って み る。 そ れ を ま と め た 表 が 、 表4で あ る。 そ れ ぞ れ の 問 題 の

正 答 率 が 伸 び て い る こ とが わ か る。 一 番 伸 び て い る の が 問 題19の 式 の 計 算 で あ

り、1年 、2年 と学 習 を 進 め るの に従 って 、 計 算 力 が 伸 び る こ と が わ か る。

表4第3回 本 調査(中1)と の比 較(%)

問題番号
第3回 調査

本年度

1

42.0

50.9

2

39.4

46.3

3

15.5

17.7

7

55.3

69.4

15

49.4

57.3

18

53.1

61.6

19

47.6

68.7

(2)生 徒の成 績 と教 師の予想
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本 調 査 で は、 実 施 校 の 教 師 に 次 の 形 で 予 想 正 答 率 を選 択 して い た だ い た。

1.20%未 満 で あ る。

2.20%以 上40%未 満 で あ る。

3.40%以 上60%未 満 で あ る。

4.60%以 上80%未 満 で あ る。

5.80%以 上 で あ る。

集 計 に お いて は 、1か ら5の 数 値 の 範 囲 の 中 央 値 を 予 想 正 答 率 と し、 各 教

師 の 平 均 値 を 出 した もの が 、 表2の 予 想 正 答 率 で あ り、 そ れ を ま とめ た もの

が 表5で あ る。

表5生 徒 の成 績 と教 師 の予 想(%)一 中2一

領 域

内

容

目

標

代 数
幾 何

解 析
確 率 ・統 計

計 算

理 解

応 用

分 析
計

生徒 の成績

63.6

51.2

49.8

58.7

68.6

55.3

50.3

48.9

56.1

教師 の予想

55.1

50.8

4s.i

46.8

56.9

52.8

46.6

43.9

50.5

差

8.5

0.4

3.7

11.9

11.7

2.5

3.7

5.0

5.6

表5か ら 「生 徒 の 成 績 」 と 「教 師 の 予 想 」 を 比 較 す る と 次 の 通 りで あ る。 最

初 に 、教 師 は 生 徒 の 成 績 よ り もや や 低 く見 積 も りが ち で あ る こ とが 、 この 結 果

か らよ くわ か る。 しか し、 「確 率 ・統 計 」 「計 算 」 を 除 い て 、 そ れ ぞ れ の 差 が

10%未 満 で あ る こ とか ら、 教 師 が 生 徒 の 実 態 を よ く把 握 して い る と考 え られ る 。

「確 率 ・統 計 」 で は 、 中 学2年 生 の 最 後 の 内 容 で あ り、 ほ とん どが 中学 校 で

学 習 して い な い こ とか ら、 教 師 の 予 想 で は 低 く見 積 も りが ち で あ る。 しか し、

小 学 校 の 学 習 で も、 グ ラ フを 読 み と る な ど基 本 的 な学 習 を 行 っ て い る こ とか ら、

こ こで の 正 答 率 が 教 師 の 予 想 よ り も高 くな って い る と思 わ れ る。

「計 算 」 で は 、20%以 上 低 く予想 して い る 問 題 が 問 題19、20と2題 あ り、 こ

れ が 差 を 大 き く した 原 因 で あ る。 式 の 計 算 、 比 例 の 問 題 な ど中 学 校 で し っか り

と指 導 され る内 容 で あ り、 学 習 の 成 果 が し っか り と して い る こ とが うか が え る。

(3)IEAの 第2回 国 際 数 学 教 育 調 査(SIMS)と の 比 較

今 回 の 調査 問 題 の う ち16題 が 、SIMSの 中 学 校1年 生(1980年 度 実 施)の

問 題 と同 一 の もの で あ る。 表2のIEAの 正 答 率 が そ の 正 答 率 を 表 して い る。

中 学 校2年 と 中 学 校1年 との 違 い が あ るが 、 こ の 中 で 特 に 目 立 つ の は 、 問 題

13で あ る。 正 の 数 と負 の 数 の 問 題 で あ るが 、 約22%低 くな って い る点 で あ る。

この 問 題 は 第1回 本 調 査 で も48%と 今 回 同 様 低 か った 。 文 章 を 読 ん で 、 計 算 方

法 を 判 断 す る問 題 で もあ り、 今 後 注 意 す べ き こ とで あ ろ う。
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2.3高 等 学校数 学

(1)各 問 お よび領域 別正答 率

領域 別の 正答率 を表1に 、各問 ごとの正答 率を表2に まとめた。 表1を み る

と、全 問題 の平均 正答 率は66%で あ った。表1を み る と、 内容 領域 か らみた場

合 は、 「代 数」 が54%と 他 の領域 に比 べてや や低 い。 また、 目標領域 か らみ た

場 合は、 「応用 」が56%と やや低 か った。

表1内 容 ・目標 領域別 平均 正答率(%)一 高2一

代 数

幾 何

解 析

確 率 ・統 計

計

計算

67.8

82.1

73.6

84.6

76.3

理解

43.6

84.9

59.8

86.3

63.6

応用

34.6

58.8

79.9

44.9

55.9

分析

64.7

66.9

65.8

計

53.7

68.7

70.8

75.0

65.9

1)比 較 的 や さ しか った問題

こ こで は 、正答率 が70%以 上 の問 題を 「比 較 的や さ しか った 問題 」 と して考

察 す る。 比較 的 や さ しか った 問題の 番号 は、5,7,8,12,15,16,17,18

で あ る。 問題8を 除 く7題 は、いず れ も中学 校 まで に学 ん だ内容 で ある ため高

い正答率 にな ったので はな いか と思 われ る。

2)比 較的 むずか しか った問題

こ こでは正 答50%未 満 の問題 を 「比較 的むず か しか った問題 」 と して考察 す

る。比 較的 むずか しか った問題 の番 号 は、3,11,13で あ る。

問題3に っ いて は、 画鋲の 針が上 を 向 く確率 と下 を向 く確率 が 「等 しい」 と

答 え た解答 が、約3割 もあ ったが 、 これ は、硬 貨の ケ ース と単 純 に同 じと判断

した ためで は ないだ ろ うか。

問題11に つ いて は 、直観的 に正解 を 見つ けるのが難 しい問題 で、論 理的 に考

え る ことが 必要 とされ る。格 子点 の数 と円周 上の点 の数 とを比 較す るこ とに よ

り無 限の意 味 を考 え る ことにな り、 こ う した教 材 は教 科書 な どで は取 り上 げ ら

れ る機 会が 少 ないた め、生徒 にと って 、か な り戸惑 うの では ないだ ろ うか。

問題13は 、多項 式 の次数 に関す る問題 であ る。 この よ うな代 数的構 造 につ い

て、授 業中 に十分 な時 間を とり、 説明 され る ことが あ ま りな いので はな いだ ろ

うか。 単純 にm+nと 答え た生徒 が約4割 いたが、 問題 を具体 化 して考 え ると
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表2各 問 正 答 率 一 高2一

内

容

代

数

幾

何

解

析

確

率
●

統

計

目

標

計

算

計

算
理

解

理

解

応

用

分

析

計

算

理

解

応

用

応

用

応

用

計

算

計

算

理

解

応

用

分

析

計

算

計

算

理

解

応

用

問

題

番

号

8

9

10

13

11

9

is

12

1

19

19

5

s

15

2

19

17

7

3

問 題

複素数(1+i)2に 等 しいものは

次のどれか。

反 応 率(%)
笏 正答

□ 誤答

■ 無答
一一一一

. o.1

竺噸,)お よび齢 の差ゆ

b-aは つぎのどれか。

fi4.7 33,91.

57.8

■z

傭 はどの範囲にあるのか。
42,Q n,

笏'

Pはxに ついてのm次 の多項式29・4

Qはxに ついてのn次 の …

69.5 1,1

左の図で点Pは 原点0を 中心と

した半径1の 円周上を…

34.6 63,9 1.

次の証明の中にまちがいがある

とするならば…

64。7 35,2 O,1

上の図において0は 円の中心で

円周の長さが24、 …

821 17,20,

上の図で、直線AB,CDは 平

行である。 …

左の図の立方体を図の中の3点

A,B,Cを 通 る平面で …

融9

65.5

多

39.9

ia.sn,

0,1

直交 座標 にお いて、 点(0,一5)を

通 り、直線y=2x十3に ・ ・

so,n 39.2 n.

う り り
OA=a,OB=b,OC=c

とす る。 …

50.8 96,5 2

125の20%は い くらにな る

か。 …

f(x)=3π6+!の とき、

f(X)の 導関数は次のどれか。

63.1

aa.i

霧z

35.3

15.80,1

i.

xy=1で あ って、1は0よ り

大 きい。 …

59.8 90,0 n,

上の表にっいて、m,nの 関係

を表 しているのは、次の …

79.9 is.sn,

笏
勿 笏

第1列1,第2列1-1,

第3列1-1十1,…

つぼの中に5つ の黒玉と1つ の

赤玉が入っている。 … 笏

5回 のゲームを行った。あるチ

ームは1ゲ ームにつき…

ある学校の売店では、牛乳やジ

ュースなどの飲物を …

次のサからソの文の中で2つ の

ことがらが起こる割合が ・・

ss.s 33.10,

83.3 16.30,4

85.8

多 ・形 髪 髪
z

13.7Q,

86.3

珍 笏

13.60,1

49.9

笏 笏

笏 ・笏 笏

55.6 n,

X

履 修

状 況

①

③

①

①

②

①

①

①

0

①

③

①

②

①

①

②

③

②

②

②

予 想

平 均

正答率

(%)

63

91

70

59

66

56

76

66

65

37

74

61

so

64

68

58

55

ss

59

IEAの

正答率

(%)

高3

91.7

高3

87.5

中1

19.7

中1

54.7

中1

75.3

中1

57.2

高3

90.9

高3

84.8

申1

62.5

高3

91.6

中1

49,』

中l

d1.7

中1

-18.9

中1

86.1

中1

73.8

※ ①高2以前で学んだ ②高2で学んだ ③高2で これから学ぶ
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い う工夫 が あれば 間違 いに気 がっ いた と思 われ る。

(2)生 徒 の成績 と教 師の予 想

この調査 で は、実施 校の教 師 に調査 問題の 予想平 均正 答率 を次 の選択 肢か ら

選ん で もらった。

1.20%未 満 で ある。

2.20%以 上40%未 満で あ る。

3.40%以 上60%未 満 であ る。

4.60%以 上80%未 満 で あ る。

5.80%以 上で あ る。

こ こで は、上 の5っ の選択 肢 の範囲 の中央値 を とって 各問題 にっいて 、予想

平均 正答率 の平均 を算 出 した(表3)。 この予想平 均正 答率 の平 均を 「教師 の

予想 」 と し、正 答率 を 「生 徒の成 績」 と して、 その関連 を考 察 してみ る。

①全 体 に 「教 師の予 想」 と 「生 徒の成 績」 はか な り近 い値 に な って い る。 内容

領域 において 、 「確 率 ・統 計」 で は16%「 生徒 の成績 」が 「教 師の予想 」 を上

回 って い る。 これ は、生 徒の方 が 中学 校 で学習 した知 識 で問題 を解 いて しまっ

たので は ないか と思わ れ る。 目標領 域 にお いて は 、 「計 算」で 開 きが大 きいが 、

問題16、17と い った 「確率 ・統計 」の 問題 を含ん でい るか らでは ないだ ろ うか。

②個 々の 問題で は、 問題13の 多項 式の次 数 に関す る問題 に おいて 、 「生 徒 の成

績」 が 「教 師 の 予想 」を大 き く下回 って い る。生 徒 に とって、 こう した問題 は、

教 師が考 えて い る以 上に考 え に くい ことを表 して い る。

表3生 徒 の成績 と教 師の予 想(%)一 高2一

内

容

目

標

領 域

代 数

幾 何

解 析

確率 ・統計

計 算

理 解

応 用

分 析

計

生徒の成績

53.7

68.7

70.8

75.0

76.3

63.6

55.9

65.8

65.9

教師の予想

5s.i

59.9

65.4

59.4

58.2

66.0

54.9

66.85

60.0

差
一2
.4

8.8

5.4

15.6

18.1
一2
.4

1.0

一1
.0

5.9
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(3)第2回 国 際数学 教育 調査 との比較

今回の調 査問題20題 の うち15題 は、IEAが1980年 度 に実施 した第2回 国際

数 学教育 調査(SIMS)の 問題 と同一 の もので あ る。SISMで 中1で 実施

した もの で今 回正答率 が下 回 った もの はな く、SIMSで 高3で 実施 した もの

で 今回正 答率 が上回 った もの もなか った。(SIMSの 場 合 、理科 系の大 学進

学 志望 者を対 象 に実 施 した。)

(4)過 去3年 間 の調査 との比 較

今 回の調 査 と過 去3年 間の調 査 とを比較 して みて一 覧表 に したのが 表4で あ

る。

①今 回の調 査(高2一 母 集団2)と3年 前 の調査(高2一 母 集 団3)の 平均 正

答率 を比較 す る と、 ほ とん ど差 はない。(母 集団2が65.9%、 母集 団3が66.3

%で あ る。)

個 々の 問題 につ いては、15題 は前回 との差 は5%以 下 であ り、 また、10%以

上 差の あ る問 題 は1題 の み(問 題20、 前 回 よ り12%高 い)で あ る。 た だ し問題

20は 導 関数の 問題で あ り、高2に な って学習 す る内容で あ るた あに、調 査時期

によ って正答 率 に影 響 がで たと も考 え られ る。

② 図1か ら、全学年 間共通 問題(問 題1、2、3)に つ いて は、学 年が 上が る

につ れて ほぼ なだ らか に正答 率が上 が って い る ことが わか る。 ただ、 問題3に

つ いては中3か ら高1に か けての伸 びが顕 著で あ るが 、 これ は 、中3で 確率 を

学習 す る ことが原 因で は ないか と思 われ る。
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表4過 去3年 闘 の調査 との比較(%)

問題

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

母集団1

小5

31.5

24.0

12.9

73.2

小6

46.7

30.3

10.8

中1

42.6

39.4

15.5

51.5

42.8

64.8

68.1

母集団2

中2

47.7

42.3

17.4

60.7

73.2

中3

52.8

49.5

20.4

56.2

75.9

46.9

64.5

58.6

高1

63.7

59.3

44.5

70.0

58.s

高2

65.5

ss.s

44.4

64.7

84.1

59.8

86.3

70.8

64.7

57.8

34.6

84.9

29.4

60.0

79.9

83.3

85.8

82.1

50.8

63.1

母集団3

高2

64.9

65.7

43.0

63.9

85.8

62.1

85.9

65.8

ss.s

62.3

30.6

87.4

29.7

62.5

86.3

82.6

91.0

84.5

51.8

51.2

高3

sa.s

68.9

48.3

68.1

73.2

29.8

●
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正
答
率
　

%
)

ioo

(図1)学 年 ご と の 正 答 率 の 変 化

一 問題1・ …問題2 一問 題3

80

so

401

20

0

問題1
問題2

問題3

小5

31.5

24.0

12.9

小6
46.7

30.3

10.8

中1

42.6

39.4

15.5

中2
47.7

42.3

17.4

中3
52.8

49.5

20.4

高1

63.7

59.3

44.5

高2
65.5

66.9

44.4
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3.児 童 ・生徒質 問紙調査の結果 と考察

3.1背 景 に 関 す る質 問項 目

児童 ・生徒 の背景に関 する全29項 目を家庭環境、学校外の学習、教科の成績

及び好嫌、進学 にっ いて、職業につ いて、生涯学習等 の6っ のカテゴリーに分

け、全項 目中のいずれかの20項 目をそれぞれ各学年 の質問項 目と して割 り当て

た。(理 数長期追跡研究 ブ ックレッ ト012、P42参 照)

今回調査 した項 目の うち15項 目は中2・ 高2の2つ の学年に共通の質問項 目

であ った。 また、中2・ 高2は 、3年 前の第1年 次調査の対象学年であ った。

したが って、本稿3.1で は、中2・ 高2の 比較および3年 前の同 じ学年 との

比較を中心 に検討 した。なお、図では第1年 次(1989年)の 調査を学年 の後に

(89)で 、第4年 次(1992年)の 調査を学年の後に(92)で 表 して区別 した。

本文では、 それぞれ前回調査 と今回調査 と区別 して表現す るが、特に断 らない

場合は今回調査の ことを指 している。

(1)家 庭環境 に関 する質問

[家庭 の蔵書数]に ついては、中2、 高2と もほとんど差がない。31～100冊

程度を所有 して いる家庭が最 も多 く30%を 越えている。前回調査 との比較では、

中2で はほ とん ど変化 な く、高2で は蔵書数の11～30冊 の家庭が増 え、101～300

冊の家庭が減少 している。

[家庭学習中の家の人の助け]は 中2の みの質問項 目で、 「だれか らもほと

んど教えて もらわ ない」が今回 やや増え、逆に、 「家の人以外の人 に時々教え

て もらう」が今回やや減少 している。

[家の人の勉強の勧 め]に 関 しては、勉強をするように言われる頻度の違い

はあるが、高2の 約70%の 生徒が家の人に 「勉強をす るよ うに言われている」

とい う結果がでて いる。 この結果 は前回 と変わ らない。

(2)学 校外 の学習に関す る質問

[学習塾 ・進学塾通 い]に ついては、中2で47%が 塾に通 っているが、高2

で14%だ けが塾 に通 っている。前回調査 との比較では、中2・ 高2と も塾 に通

う者 がやや増加傾向 にある。

[学校の補習授業]に つ いては、中2で は59%の 者が学校 の補習授業はない

と答 え、 あって もほとんどの者(34%)が 補習授業 を受 けていない。前回調査 と

の比較 では、補習授業 がない学校 が前回 より約10%減 少 して60%に なっている。

高2で は、約43%の 者が補習授業 を受 けている。 しか し、休 み中の補習授業 に
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集中 して いる。

[学校外の週 当た り学習総時間数]に つ いては、2つ の学年でやや異なる。

短時間(1週 間 に2時 間以下)学 習す る者の割合 が中2で 高2よ り低 いことと、

長時間(1週 間 に5時 間以上)学 習す る者の割合 が中2で 高2よ り高 いとい う

違いがある。全体的 にみると、中2の 生徒が高2の 生徒よ りよ く学校外で学習

してい ると言 えそ うである。 また、前回調査 との比較では、中2で はほとんど

変化はないが、高2で は学校外でほとん ど学習 しない者が前回 より10%増 える

など全体的 に学校外での学習が減少 している。

[学校外の数学学習の週時間数]に ついては、学校外で数学の学習 を行 って

いない者 の割合 が中2よ り高2の 方が約3倍 大 きい。 また、1週 間に2～5時

間数学 の学習を行 っている者の割合 は、高2よ り中2の 方 が約10%大 きい。全

体的にみると、中2の 生徒が高2の 生徒よ りよ く学校外で数学 を学習 して いる

と言えそ うである。 また、前回調査 との比較では、中2で はほ とん ど変化はな

いが、高2で は学校外でほとん ど数学 を学習 しない者 が前回よ り8%増 えてい

る。

学校外学習の遍当たり時間数(中)

02040 so
(単 位:%)

80100

中2(89)

中2(92)

口

2～ 目
・1日

102
2£

日

2日 髭
、 旨

・10日

・2 .日

2日 芝

27.9
1.
16.
.4

.7
Zs.

2.
i8.
2

27.91
1.3ｰr
16.7ｰ
0.

2
.7%
o.

2.9i

18.3ｰ
2.Oi

箋

藝
学校外学習の週当たり時間数(高)

02040 60
(単 位:%)
80100

高2(92)

高2(89)

・ 日

2・5日
・1日

1・20、 日

2日 陀

2
2～ 日
～10日

・2貝

20日 £

5
ai
13.2
2.2

28.
27.
25.

2.

.6%
.os
21.of
13.2%
22.ｰ

zs.2%
27.5ｰ
25.6

a

2.9
a

馨
/

ノ

/

!
/

慧
1
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[学 校外の理科学習

の週時間数]に つ いて

は、数学 との比較で分

かるよ うに、学校外で

の理科の学習時間数が

数学 に比べて少 ない。

特 に、高2で は61%の

者 が学校外で理科を全

然学習 していないなど

数学 との学校外 での学

習の差がでている。前

回調査 との比較では、

中2で はほ とんど変わ

らないが、高2で は学

校外の理科 の学習時間

がやや減少 して いる。

中2(89)

中2(92)

自己評価による数学の成績

(単位

020406080

:.19.5 37.8

9. .iε.き 、 35.3

%)

100

:::::1:::::::::;:1:::::::;::::〔撮 も良 い

囲 他 教 科 よ り良 い

口 ど ち ら で も な い

面 他 教 科 よ り悪 い

團 最 も 悪 い

i415園 無 答

高2(92)

高2(89)

0

(単位

20906080

鞭 し

厩1

33.9

35.6

:%)

100

口 最 も良い
15・翫2他 教科よ狼 い

'1・醒・'口 どち らで もない

【コ他教科よ り悪 い

團 最 も悪い

:i償3ご3園無答

(3)教 科 の 成績 及 び

好 嫌 につ いて の 質問

[自 己評 価 に よ る数

学 の成績]を み る と、

数 学 の成 績 を 他 の教 科
0と比 べ て良 い と思

って

い る者 は、 中2、 高2中2(8g)

とも約30%で 差 が な い。

また 、他 の教 科 と比 べ

て悪 い と思 って い る者
中2(92)は

、 中2、 高2と も36

%で 同 じで 程 度 で あ る。

前 回調 査 との 比較 で は 、0

中2、 高2と もほ とん
高2(92)ど変 わ らない

。

[自 己評 価 に よ る理

科 の成 績]を み る と、

理科 の成 績 を他 の教科 高2(89)

と比 べて 良 い と思 って

自己評価による理科の成績

(単 位:%)

20406080100

ll鷺
48.4 ia.s

46.? 15.2

口最も良い

匠弛教科より良い

口どちらでもない'
[ヨ他教科より悪い

團 最も悪い'1§撫
答

204060

笏多

//「Fゲ'

43.8

42.6

(単 位:%)

80100.

口 最 も良 い

囮 他教科よ り良 い

口 どちらで もない

日 他教科よ り悪 い

… 團最 も悪い

':闘27・:團 無答
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い る者 は、 中2で30%

強 で あ るが、高2で は

約20%に 減 少 す る。 逆0

に、 他 の教 科 と比 べ て 中2(89)

悪 い と思 って い る者 は、

中2で は20%程 度 で少

ll簸欝 一 塵
中2、 高2と もほ とん

二1縷撫 一 錘
を他の教科 よ り好 きと

数学に対する好き嫌い

(単位:

20406080

32

30.8 1:1:::21.9:1:::13.

%)

ioo

口最も好き

回 也教科より好き

口 どちらでもない

田他教科より嫌い

團最も嫌い

團無答

(単位

ozoQososo

思 って い る者 は・ 中2・ 高2(89)

高2と も約35%で 、数

学 を他 の教 科 よ り嫌 い

と思 って い る者 は、 中

2、 高2と も約35%で 、

好 き嫌 いが ほぼ 同 じ割

合 で あ る。 前 回調 査 と

の比 較 で は、 中2、 高

2と もほ とん ど変 わ ら

な い。 中2(89)

[理 科 に対 す る好 き

灘

29.5;20.2;;15

30.4;iち61遊13.9騨 答

%)

100

[]最 も好き

回他教科より好き

口どちらでもない

面他教科より嫌い

翻最 も嫌い

嫌い]を み ると、理科

を他の教科 よ り好 きと

思 っている者 は、中2

で約50%、 高2で 約30

%と 学校段階が上 に行

くにつれて減少 してい

る傾向がある。逆 に、

上 の結果か ら当然 と思

われるが、理科を他の

教科 よ り嫌 い と思 って

いる者 は、中2で 約15

理科に対する好き嫌い

(単位:%)

020406080100

iz. 蟻嚢

中2(92)
.機 鐵

37。7喜1. 、

35・7i嘉
、,i、

口最 も好き

囲 他教科より好き

口 どちらでもない

日 他教科より嫌い

團 最も嫌い

霞撫 答

高2(92)

高2(89)

(単 位:%)

020406080100

5

9撚

38.3

37.6

〔撮 も好き

囮 他教科より好き

口 どちらでもない

匝1他教科より嫌い

圃 最も嫌い

團 無答
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%、 高2で 約30%で2

倍 に増 加 して い る。 し

か し、数 学 との比 較 で0

は、全 体 的 には 、数 学 中2(8g)

に比 べ て理 科 が嫌 い と

い う割 合 は小 さい。 前

回 調 査 との比 較 で は、

中2、 高2と もほ とん 中2(92)

ど変 わ らな い。

進学計画(希 望)

(単 位:%)

20406080100

35.2 獲
31.4 難

42.1

93.2

0

(単 位:%)

20406080100

□高等学校まで

吻 醐 大学まで

〔扶 学まで

厨大学院まで

圏無答

(4)進 学 につ いて の

質 問 高2(92)

[進 学 計 画(希 望)]

を み る と、高 等 学校 よ

り上 の学校 を希 望 して 高2(89)

い る者 の割 合 は中2で

約70%で あ る。 この値

は前 回 調 査 よ りや や高

17.7

18

13.5 9 57.3

＼

口高等学校まで

E]各種・専修学校

口短期大学まで

田大学まで

圖大学院まで

園無答

くな って いる。高2の 場合、大学以上の学校を希望 している者の割合は約60%

である。 この数字は昨今 の進学状況か らみるとやや高 い値 のようである。前回

調査 との比較 では、中2で はほ とんど変わ らないが、高2で は大学以上の進学

の割合が前 回よ り約5%増 加 している。

[進学動機]を み ると、中2で は成績や興味 によ って進学先を決める者が、

約50%と 多いが、高2で は進学先 と将来の職業 との関連を考慮す る者が約50%

と最 も多 く、成績や興 味によって決 める者 は34%と 低 くなる。前回調査 との比

較では、中2、 高2と もほ とん ど変 わ らない。

[進学 につ いての家の人 との話 し合 い]に ついては、中2で 約75%以 上 の者

が家の人 と進学につ いて話 し合 っているとい う結果がでてい る。

(5)職 業観 に関する質問

[将来希望す る職業の方 向]と して、工業技術者等 の工学関係を希望 してい

る者が中2で14%(前 回15%)、 高2で18%(前 回17%)で 、医学 ・薬学 ・理学関

係 を含めた全理工学関係の職業を希望 している者は、中2で22%(前 回21%)、

高2で26%(前 回25%)で あ る。 これに対 して、理工学関係以外の職業 を希望 し

ている者 は中2で28%(前 回24%)、 高2で38%(前 回35%)で あ りやや多 い。将

来希望す る職業の方 向
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がまだは っきりしない

者は、中2で50%(前

回54%)、 高2で36%

(前回39%)で あ る。前

回調査 との比較では、

それほど変 わ らないが、

将来希望す る職業の方

向がまだはっきりしな

い者が減 った分だけ理

工学関係以外の職業 を

希望 してい る者が増 え

てい る結果 となってい

る。

[将来 の希望職業の

有無]に ついては、中

2の みの質問項 目であ

るが、 「は っきり希望

している職業 がある」

と答えた者は11%で あ

る。 「漠然 とではある

が希望 している職業が

あ る」 と答えた者は52

%で ある。前回調査 と

の比較 では、 まだ希望

している職業のない者

が2%減 った程度:で余

り変 わ らない。

[将来 の職業 につ い

ての家の人 との話 し合

い]に ついては、高2

0

進学動機

204060

(単 位;%)

80100

中2(89)

中2(92)

霧鶉霧
52.4

51.1

[雄 学 しない

囹将来の職業

口成績や興味

団先生や親の勧め

團その他

園無答

0

(単 位:%)

20906080100

高2(92)

高2(89)

12.

12.

、霧霧:蟻霧
34

顎購 36.8

[錐 学しない

囲将来の職業

□成績や興味

田先生や親の勧め

國その他

團無答

0

ク ラ ブ活勤の種類

(単 位:%)

20406080100

中2(89)

中2(92)

二⊇20.乏:,. ss.s

孝多多

嚇
・〃:■/4ぐ〃

73

[3理科関係の部

團文化芸術部

口運動クラブ

日ボランテア活動

圃入っていない

園無答

の みの質 問 項 目で あ る。高2(92)

家 の人 と話 し合 って い

る者 が前 回 の78%か ら

76%に な って い る。

[職 業選 択 の意識]高2(89)

(A)～(D)は 将来

0

(単 位:%)

20aososoioo

[⊃理 科関 係の部

脇協
53.8

ノ

5.1

箋6∫疑
、i務影

44.5

翻文化芸術部

□運動クラブ

回ポランテア活動

團入っていない

園無答
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職業を選 ぶ ときどのよ

うな考えで選ぶかを き

いた ものである。

社会奉仕型 の職業を

選 ぶか 自己充足型の職

業を選ぶかを高2に き

いた質問では、自己充

足型 を求 める者 の割合

が2倍 以上大 きい。 こ

の傾向は前回調査 と変

わ らない。仕事 に打 ち

込 める職業 を選ぶか余

暇 を楽 しむための時間

の持て る職業を選ぶか

をきいた質問で は、後

者 を求 める者 の割合が

大 きい。 この傾向 も前

回 とほぼ同 じである。

0 20

TV視 聴時間数

40 so

(単位:%)

80

中2(89)

中2(92)

28.5 34.`: s.5

26.3 1.

100

□見ない

國1時間以下

ロト2時間

励 一3時間

圏3時間以上

園無答

0 20 40 60

(単 位:%)

高2(92)

高2(89)

io. 35.4

9.8 34.6

80100

口見ないr町

[コ1時間以下

□1・2時間

励 一3時間

團3時 間以上

18摺 團無答

中2に きいた将来の昇進希望型か家庭生活重視型かの質問では、後者 を求め

る者 の割合が2倍 以上大 き く、 この傾向は前回よ り増 している。能力の発揮で

きる職業か安定 した職業か をきいた質問では、前者 を求め る者のがやや多い。

この傾 向 も前回 よ り増 している。

(6)生 涯学習等 に関す る質問

[ク ラブ活動 の種類]を みると、運動 クラブに入 って いる者が圧倒的 に多 く、

中2で73%、 高2で54%で ある。理科関係の クラブに入 っている者はわずかで、

中2で1%、 高2で3%に す ぎない。 この傾向は前回調査 とそれほど変わ らな

い。

[読書本 の種類]に つ いては、高2で は文学 ・小説等 は34%で ある。科学に

関す る本 は2%と 低率であ る。

土曜や 日曜以外の普通の 日の[TV視 聴時間数]は 、中2で は、2時 間以下、

2～3時 間、3時 間以上が3割 位ずつ均等 に分かれてい る。高2で は3時 間以

上テ レビを見る者の割合が小 さくなっているなど、中2に 比べてテ レビゐ視聴

時間 は少 ないよ うであ る。前回調査 との比較では、 ほとんど同 じである。
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3.2.1理 科 の 学 習

理科 の授業で 日常行われている学習 に関する10個 の質問項 目について、 その

頻度を生徒 に尋ねた。回答 は五っの選択肢(毎 時間、週 に1回 、月に1回 、学

期 に1回 、 ほとん どない)か ら選んで もらった。各質問項 目への回答状況 を表

1に 、また過去4年 間 の回答状況の推移 を表2に 示 した。

表1理 科の学習に関す る各質問項 目への回答状況(%)

質問項目

先生は前時の復習

を して くれる

教科書 にあ る内容

だ けの勉強をす る

大部 分の時間は黒

板を ノー トに写 す

先生は生徒の考え

や希望を入れる

先生は興味深 い授

業 を して くれる

生徒実験や観察を

する

演示実験をする

野外での観察活動

をする

コ ン ピュー タを使

用 す る

科学と生活との関

連性を説明する

学年

中2

高2

中2

高2

中2

高2

中2

高2

中2

高2

中2

高2

中2

高2

中2

高2

中2

高2

中2

高2

毎時間

33.8

20.1

62.2

61.9

56.9

71.8

21.5

5.1

29.8

15.2

33.3

2.8

14.3

3.0

i.o

0.5

0.7

0.3

3.8

3.0

週1回

32.8

27.9

18.7

i7.o

23.3

10.3

25.8

11.5

27.0

21.1

44.5

10.2

42.7

13.3

1.4

0.9

0.7

0.5

8.2

7.1

月1回

13.3

14.1

8.2

7.6

8.6

4.0

is.o

11.2

16.5

17.3

16.7

36.3

31.0

29.4

5.6

i.2

0.7

i.a

14.5

12.8

学期1回

6.5

6.7

3.9

3.1

3.0

1.8

8.6

9.1

7.2

10.4

2.9

34.4

s.s

29.4

21.5

5.3

i.s

1.9

18.2

14.4

な い

i2.s

31.2

6.1

10.3

7.9

11.4

27.2

62.4

18.7

35.3

1.8

15.5

4.5

24.2

69.6

91.8

95.2

95.9

54.4

61.7

注)無 答 を 除 いて あ るた め、 合計 が100%に な らな い。

(1)各 質問項 目への回答状況

表1か ら次 の ことがいえよう。

① 頻度が高 い項 目、す なわち、 ほとん ど毎時間行 ってい ると回答 した生徒の

割合が高 い項 目と しては、中2お よび高2と もに 「教科書 にある内容 だけの
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勉強」 と 「大部分 の時間は黒板を ノー トに写す」 でいずれ も50%を 超えてい

る。逆 に頻度が低 いの は、やは り中2・ 高2と もに同 じ項 目の 「野外観察活

動」 「コンピュー タの使用」 「科学 と生活 との関連性の説明」で、いずれ も

毎時間 と週1回 の合計が10%未 満 あるいは10%そ こそこである。

② 中 ・高 で差のみ られる項 目としては、 「前時の復習」 「生徒の考 えや希望

の受 け入 れ」 「興味深 い授業」 「生徒実験 ・観察」 「演示実験」が挙 げ られ、

いずれ も毎時間 と週1回 の割合 の合計が、中2の 方 が高2よ りも10%以 上高

い。特 に、 「生徒実験 ・観察」は、中2の 毎時間 と週1回 の合計が78%に 達

するのに対 して、高2は わずか13%に とどま り、逆にほとん ど生徒実験 を し

ない と回答 した生徒が16%も 見 られ る。

(2)過 去4年 間の回答状況の推移

表2に 、今回の第4年 次調査 の結果を含む過 去4年 間の理科の学習 に関する

質問項 目への回答状況 の推移を示 した。表2の 中の数字は、各項 目への回答の

うち、割合 の高 い選択肢の上位二つだ けを抽出 し、順位をっけた ものである。

特 に、1位 の うち50%を 上回 る選択肢 には◎印をつけた。 この表2か らは次の

ことが いえよ う。

小 ・中 ・高 を通 して傾 向が変わ らない項目と、小学校か ら高校へ と学年が上

が るにつれて行 われる頻度 が低 くなる傾向がある項 目とに分 けることがで きる。

小 ・中 ・高を通 して変わ らない項 目も二つの グループに分 けられ、 「教科書 に

ある内容だ けの勉強」 と 「大部分の時間 は黒板 をノー トに写す」の2項 目は、

小 ・中 ・高を通 して毎時間行 われている という回答の割合が多 い。 これに対 し

て、 「野外観察活動」 「コンピュータ使用」 「科学 と生活 との関連性の説明」

の3項 目は、小 ・中 ・高を通 して行われ る頻度が低 いと回答 する児童生徒の割

合が多い。

小学校 か ら高校 にかけて行われる頻 度が低 くな る傾向がある項 目としては、

「前時の復習」 「生徒の考えや希望の受 け入れ」 「興味深い授業」 「生徒実験 ・

観察」 「演示実験」の5項 目が挙 げ られ る。特 に、中学校 と高校 との間 に転換

点があるかの ごとく、小 ・中で毎時間あ るいは週1回 行われていた生徒実験 ・

観察や演示実験 が高校 になると月1回 あるかないかにな って しまい、小 ・中で

は興味深か った授業 も高校 では退屈 な ものに変わ ってい く傾向が見受 けられ る。
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表2過 去4年 間の回答状況の推移(そ の1)

質問項目
削 の

こ に る

容だけの勉強

写す
ノ ー トに

の えや

望の受け入れ

_い

学年
ノへ

中2
高2
ノへ

小6
中1

中2
中3
高1

高2
高3
ノへ

小6
中1
中2

中3
高1
高2

高3
ノへ

小6

中1
中2

中3
高1
高2

高3
ノへ

小6
中1
中2
中3

高1
高2

高3

毎 週 月 学 無

12

12
12

◎2

12
02
@2

12
21

2 1

12
12
12

毎 週 月 学 無

12
2 1

12
02
02
@2

12
02
02
@ 2

21
21

20
22◎

12
12

2
2

1
1

毎 週 月 学 無

2 1

12
0 2

0
0

2

2

2
2

0
0

2
21
1

の はL・'の 、 不 、O

ことを示 す。 また、毎:毎 時間、週:

1回 、無:ほ とん どない、 をそれ ぞれ示 す。

注2)を 施 した もの は、今回 の調査結果 であ る。

は 、かつ5%え て いる

週1回 、 月:月1回 、学:学 期
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表2過 去4年 間の回答状況の推移(そ の2)

質問項目

示

コ ンピ ュ ー タの

使用

こ子

関連性の説明

の

学年
ノ　

小6
中1

中2
中3
高1

高2
高3
ノ　

小6
中1
中2

中3
高1
高2

高3
ノへ

小6

中1
中2
中3

高1
高2

高3
ノへ

小6

中1
中2
中3
高1
高2

高3
ノへ

小6
中1

中2

中3

高1

高2

高3

毎 週 月 学 無

12
12
21

21
21
12

12
21
2◎

0

20
220
2◎

21

21

2◎

毎 週 月 学 無

21
21

12
12

12
12
12
11

20
2
20
2@

20
220
20
2@

21

21

2

2◎

毎 週 月 学 無

12

21

12

21

20
20

20
20

220

20
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3.2.2数 学 の 学 習

数学 の学 習 に関 す る調査 は、生徒 質問紙1の 項 目番号(21)か ら(30)の10項 目

で構成 され て い る。調 査の回答 形式 は、質 問項 目それぞれ に5段 階 の評定 尺度

(ア:ほ とん ど毎時 間、 イ:週 に一 度 くらい、 ウ:月 に一 度 くらい、エ:学 期

に一 度 く らい、オ=ほ とん どな い)で 、生徒 が答 え る もので あ る。

また、上記10項 目を、 その内容 に したが って、 次の4つ に分 類 して お く。

A・ 授業 のすす め方

B数 学 の問題解 決

C数 学 にお け る実験 及 び応 用

D電 卓 とコ ン ピュー タの使 用

(2!!.(22)

(23)、(24)、(25)、(26)

(27),(28)

(29),(30)

なお、A～Dの 用語 は、一 般的 な意味 で はな く、 質問項 目に限定 した意 味で

使 う。調 査結果 の処理 を 、次 の二 っの方 法で示 す。

①評定 尺度 に5点 か ら1点 の重 み付 け(ア ー5、 イ ー4、 ウー3、 エ ー2、

オ=1)を し、各項 目の平均 値 を計算 した。

② 中学 校 、高等学 校別 に、各 項 目番 号 にっいて アか らオ及 び無答 、複 数回答

の割合 を百分 率計算 した。

A～Dの 項 目群 を、方 法①,② に基づ いて考察 して い く。 また、89年 度 に も

中学 校2年 、高等 学校2年 で 調査 されて い るので、 その結 果 と も比 較 しなが ら

考察 す る。

A授 業 のすす め方 に関 す る質 問項 目群

今回 の調査 で は、 これ までの調 査 と同様 、図表 の項 目番 号(21)、(22)の 評 定

貞

5

4

3

z

1

臼

4・鴨 一4
.63

授業のすすめ方

21

4.
4.89

盟

項目番号
圓 中学 閣 高校
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項目番号21

大部分の時間は,先 生の説明を闘いたり,

・・85・ 由
.6

0.30.2

8'68 ・
1.6,.、,。 、.93.66、9

■ オ 複数回答

1臼9

se

8臼

70

60

田

ae

働

田

旧

0

4.

項目番号22

例、問い、綬習同題

TI.S

0.30.1

無答 ア イ

.is.s

3・2"2・7臼
.90β9.1231.3"巳0

囲 中掌 圓 高校

無答 ア イ

翅 中学 圓 甜交

エ オ 複数回答

尺度 は と もに4.5以 上 とな って い る。 また、項 目番号(21)で は、 中学 校で4.7に

な り、高等 学校 で4.6(一 〇.1ポ イ ン ト)に な って い る。項 目番 号(22)で は、中

学 校で4.7、 高 等学校 で4、9(+0.2ポ イ ン ト)に な って い る。

項 目番号(21)の 回答 か ら、中学 校 か ら高等学 校 への移 行で は、 それほ ど授業

形態 に変化 があ るとは考えて い ないが、前 回の 調査で は、先 生の 説明 を聞 いて

い る とい う意識 が強 く働 いて い たが、今 回の調 査で は、少 し弱 くな ってい る(一

〇.1ポ イ ン トで は あるが)。
'項 目番 号(22)の 回答 か ら

、前 回の調 査 と同様 に授 業 のすす め方で は、例 や問

い、練 習問題 とい う形が 強い傾 向で あ る ことを生 徒 は意 識 してい る。中学 校か

ら高等 学校 への 移行 も、 この形 で あ り、 その傾 向 も更 に強 くな ってい る ことを

示 して い る。

以 上、項 目番 号(21)、(22)か ら中学校 ・高等学 校 では、 教師 が例 や問い 、練

習 問題の 説明 を しなが ら授 業をす す め る方法 が 日常 的で あ り、生 徒 も先生 が授

業 をすす めて い る と意識 して い る。

B数 学 の問題 解決 に関す る質 問項 目群

一 っの 問題を理 解 してい く過程 にお いて 、 どの よ うな授 業が展 開 されて い る

だ ろ うか。

中学校 で は、前回 の調査 同様 に項 目番号(23)の 評 定尺度 が4.2と 高 い値を 示

してい る。 しか し、高等学 校で は前回 の4.2よ り(一 〇.4ポ イ ン ト)低 い評定 尺

度3.8と な ってい る。 これ は 【A.授 業の すす め方 】で 明 らかに した教師主 導

の授業 のす すあ方 の中で 、教 師が その授業 内容 を どの よ うに指 導 して いるかの

違 いが出て い る。 い ろい ろな角度か ら考 え させ る工夫 を教師 が行 って い る傾 向
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点

5

悶囮隈決

4

3

2

1

8

4.2

3.82.

3.08

N

23

3.28

2.4 2.32

24

1.62'''''" 1.66'"

25 26

項目番号

國 中掌 箇 高校

100

se

80

η

se

田

岨

錫

四

io

0

項目番号23
いろいろな鵤き方

45.9

0.30.3

30.8

《:

44.5
39.7

無答

10.9
.ヱ55

i.z2.s

10.9

＼oo

100

9日

働

're

se

se

姻

細

e9

ア イ ウ 工

is

0

先生は,

項目番号24

「誤りがないか自分で見直しなさ

'「

52.1「

23.1
28.8

31.d

0.40.4

1S

撚
オ 複数回答 無答

多-
18.6
'12
・も
.9

多'』3・8.4.' 'f.¥ o

ア イ ウ 工 オ 複数回苔

図 中学 國高校 図 中学 圓 高校

1四

se

w

η

60

se

⑰

細

20

10

e

項目番号25

同じ問題を2時 間にわたって詰 し合いまサ

7ど.9

§

§
45.6:

4.92 .4-rn
,_..

21.319 .5

a.se.a 多繭.多
s.ae5

.8、

}.7、 て・

z
7

%a

勿

§

ミ..
uu

.夏oo

無答 ア イ ウ 工

項目番号26

先生と生徒あるいは生徒どうしで,い ろい

se

80

η

60

田

40

謝

29

1臼 ・

0

T2.3

24
28.9

p.ap.3
4.6

%F
無答

18.2
21

8 8.1

須 『

7.46.7

＼ぐ
o

オ ～隻蔓ワ回琶 ア イ ウ 工 オ 複数回答

図 中学 圓高校 z中 学 圓高校
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が中学 校段 階で は定 着 して い るが 、高等 学校 段階で はまだ試 行錯誤 の状態 か教

材 な どに よ って授 業展 開が かわ って い るので は ないだ ろ うか。

中学 校で は、前 回の 評定尺 度3.3よ り項 目番号(24)は(一 〇.2ポ イ ン ト)の3 .1

とな って い る。項 目番号(26)の 評 定尺度 が前 回 と同 じ値 で3 .3を 示 して い る。

これか ら考察 で きる ことは 月に1回 程度 は解 決 した問題 を振 り返 り、 その見 直

しを した り、先生 に質 問 した り生 徒 どお しで 相談 した り して い る。

高等学 校 では、 前回 の調査 で は項 目番 号(25)、(26)の 評 定尺 度が ほぼ 同 じ値

で1・8を 示 して いたが・ 今回 の調査 で はそれ ぞれ評定 尺度1 .6、1.7を 示 してい

る。 これか ら考察 で きるこ とは学期 に一度 有 るか無 しか く らいの程 度で 、先生

と生徒 、生徒 どお しで 話 し合 いを して い る傾 向が 出て い るこ とで あ る。

中学校 と高 等学 校 と もに項 目番 号(25)の 評定 尺度 の値 がそれ ぞれ2,3、1.6と

小 さい。 二時 間 にわ た って 話 し合 うこ とは、 どの学 校段階 で も年 に一度 あ るか

ないか で あ る。 しか し、中学 校で は、(イ 。週 に1度22%)(ウ .月 に1度20

%)に 対 して 、高 等学 校で は、(イ.週 に1度9%)(ウ .月 に1度10%)で

あ る。特 に、高等 学校段 階で 低 い値 を示 して い る。

前回 同様 、中学 校 と高等学 校で の意識 の違 いが項 目番号(26)で 一 番大 きか っ

た。 中学 校 では評 定尺度3.3に 対 して高等 学校 では1 .7で あ る。 中学 校で は授 業

中の話 し合 いが あ るが 、高等学 校 では あ まり行 われ て いない ことが わか る。

C数 学における実験及び応用に関す る質問項目群

数学における実験や生活との関わりを教師が生徒に考えさせ ることは、前回

の調査 と同様に、中学校 ・高等学校を通 して、日々の授業の中で行われている

とは言い難い。更に、調査対象の生徒は、学年が進むにっれて、教師が数学 と

生活との関わりを説明す ることはあまりないと考えている傾向が見 られる。

翼敗・騨 に於ける実験(項 目番号27)

算数・.数学の応用(項 目番号28)

点

5

4

3

z

1

臼

t.ea

1,11

27

L研

t.ze

28

項目番号
國 中学 騒 高校
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項目番号27
私たちが模型を作って考えます

63.1

19

ユリロれ
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4.6

無答 ア イ

9日
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se
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60

田
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田
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項目番号28

数学がいかに生活と深くかかわっているか

81.8

63.

17.3

10.8P-.10.6
5.6.2

9.49.32・69.8f∫ 含層 00

図 中学 圓 高校

エ オ 複数回答 無答 ア イ ウ エ オ 複数回答

z中 学 国 高校

学 校段 階 において は、比較 的身 の まわ りの物 を取 り入 れて学 習す る傾向 が、

どち らか といえば高 等学 校 より中学校 の方が 強 い ことが評定尺 度 よ りわ か る。

項 目番号(27)、(28)の 調査結 果 は今 回 も類 似 の傾 向 を示 して い る。中 学校 ・

高等学 校 の段 階 にお いて評定 尺度2(学 期 に一度 くらい)以 下 の結果 とな って

い る。 これは、時 間 をか けて 物を作 りなが ら試 行錯誤 を繰 り返 して問題 に対 す

る解 決 を生徒 自身が 見っ けて い くとか 、数学 の内容 を生活 の問 題 と して解 決 し

てい くことの 少 ない ことを示 して い る。

項 目番号(27)の 回答で 、 これ まで の調査 にお いて、各 学校 、各学 年の 評定尺

度を み ると、数学 にお け る実験 や応用 の機会 は 、学 年進 行 とと もに少 な くな っ

て きて いる ことを示 してい る。 しか し、高 等学校 での評 定尺 度 は、 これ までの

調査 同様 、1.1と 変化 がな い。 これ は、高 等学校 で は、 どの学 年で も数学 にお け

る実 験 や応用 はほ とん ど行 われ てい ない ことを示 して い る。

項 目番号(28)の 回答で 、中学 校で は(ウ.月 に1度11%)(エ.学 期 に1度

17%)に 対 して、高 等学 校で は(ウ.月 に1度5%)(エ.学 期 に1度11%)

とな って い る。 中学 校 ・高等学 校で はそれ ぞれ(オ.ほ とん どない63%、82%)

とな って い る。

D電 卓 とコ ンピュー タの使用 に関す る質問項 目群

電卓 ・コ ンピュー タの使 用 にっ いて は、 中学 校 ・高等学 校 を通 して少 ない。

電卓 につ いて は、評 定尺度 中学校 ・高等 学校 と もに1.1と な って い る。 コ ンピ

ュー タにつ いて は、評定 尺度 中学 校1.2、 高 等学校1.1と な って い る。 この値 か

ら、生徒 はほ とん ど毎 日の授業 の 中で使用 して いな い と考 え られ る。
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竃卓の使用(項 目昏号29》

コンピュータの使用(項 目番号30)

貞
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鋤

項目番号
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項目番号29
捜業では,電 卓を使います.
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項目番号30

授業では,コ ンピュー タを使い ます.
96.8.

88.4

0.50.51.30.8
......6.5.

1.8d,』6"!.49.6.8

無答

0.10

ア イ 工 オ 複数回答

図中学 國高校
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3.3態 度 に 関す る項 目

生徒の 自然科学や学習 に対 する見方 を問 う質問項 目であ り、次 に示す五つの

選択肢 より回答 させ た。

アはその見方 に対 して肯定 する回答、 イは どち らか といえば肯定、 ウは否定、

エは どち らか といえば否定、オはどちらともいえない(中 立)と する回答であ

る。また、その質問内容か ら5群 に分け検討 してみた。 なお、以下 で 「肯定 と

す る者」 とはアおよびイと回答 した生徒、 「否定 とす る者」 とは ウおよびエと

回答 した生徒 を指す。

(1)理 数 に対 す る価 値 観 に関 す る項 目群

こ こには、(5)(6)(7)(14)(28)の5項 目が該 当す る。 この うち(5)と(6)

に つ いて は、 科 学 の学 習 に対 す る個 人的 価 値観(生 活 へ の利 用)を 問 うもので

あ り、(7)(14)(28)に つ いて は、 科 学 と世 の 中 の関 係(国 の政策 レベ ル との関

連)に つ いて問 う もので あ る。

(5)と(6)の 科 学 の生 活 へ の利 用 に関 して は 、肯 定 とす る者 の割 合 が 、(5)

で は 中2は45%、 高2は36%と 発 達 段階 が 増 す につ れ て 減少 して きて い る。 ま

た、(6)で は肯 定 とす る者 の割 合 が 中2で54%、 高2で41%と や は り減少 して

い る。 学年 段 階 の進 行 と共 に、 様 々 な生 活 と社会 との 関連 につ い て学 習 す る こ

とに よ り、 「必 ず しも生 活 が豊 か に な った り、 日常 生 活 の問 題 解決 に役立 つば

か りで はな い。 」 とい う見方 が 出て くる もの と思 われ る。

(7)の 国 の発 展 との関 連 にお いて は 、肯 定 とす る者 が 、 中2で61%、 高2で

60%と ほぼ同 じ割 合 で あ る。 また 、(14)

の予算拡充については、中2で は肯定 とす

る者の割合(20%)よ り否定 とする者の割

合(40%)の 方が高 いが、高2で は肯定 と

す る者の割合(30%)と 否定 とする者の割

合(31%)は ほぼ同 じになっている。 また、

(28)の 資金投入 の価値 につ いては、肯定 と

す る者 の割合 が中2で29%な のに対 し、高

2で は44%と 増加 している。 これ らの結果

か らも、科学 の生活への利用 については実

感 としての期待感 はあま りないが、科学の

発展は国 にとって重要 であるとい う見方は

発達段階が増 すにつれて増加 し、現実の状

況 についての見方が深ま って くる様子が見
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明

η

6臼

田
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細
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1日
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(28)資 金投 入の価値

高2
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られ る。

第1年 次 データと比較す ると(5)(6)に つ いては同様の傾向を示 しているが、

(14)(28)の 予算拡充 につ いては特 に高校生 において肯定 とする者 が増加 して い

るところが異 なるといえる。 この3年 間 にお ける国の政策 の予算上 の課題 との

関わ りも考 え られ る。広義の意味での価値観の高揚 につながるとよいであろ う。

(2)理 数 の学 習 に関 す る項 目

こ こに該 当 す る18項 目の うち、 数学 に関 す る もの は(15)(20)(30)(31)(32)

(37)の6項 目、 理科 に関 す る もの は(1)(3)(26)(33)(39)(40)の6項 目、両 者

(理 数)に 関 係 す る もの は(11)(12)(13)(17)(24)(38)の6項 目で あ る。

〈数 学 の面 〉

(15)の 解 き方 の多様 性 につ いて は、 肯定1四
99

とする者の割合が中2も 高2も85%を 示 し、
　

かな り高 い割合 となっている。(20)の 文章 氾

題に対す る好 感度 については、否定 とす るe臼

者の割合が中2も 高2も68%と 過半数の生 珊
43

徒 が敬 遠 して い る傾 向 に あ る。 これ は(30)
お

(31)の 計 算 の 価値 を認 め る割 合 は どの段 階 四

で も70%以 上 を示 して 高 い割 合 で あ るの に、 旧

(32)の お も しろい と感 じる度 合 にお い てはo

肯 定 とす る者 が 中2で44%、 高2で39%と

減 少 して い る こ と との 関連 が見 られ る。 さ

らに、(37)の 学習 内容 の 多 さにつ い て は、

心 心
rr,

tt.

、11'

ミ黙 ・

醸16 .1オ

:::言::ン

携

イ

ア

醸黙
2s.

%
坊'

中2

(37)数 学学習量の多 さ

高2

多 いと感 じる者の割合が中2で49%、 高2で72%と 発達段階 と共 に、著 しく増

大す る傾向を示 している。 これ らの状況か ら、数学の学習内容 について、その

価値は感 じなが らも学年進行 と共 に学習内容量 が増えて負担 とな り、難 しさを

感 じてい る生徒が多 いのが実状であ ろう。

第1年 次 のデータと比較す ると文章問題 について敬遠 する割合が増えている

が、他の質問項 目につ いては、同様の傾 向を示 している。

〈理 科 の面 〉

理 科 の学 習 の楽 しさにつ いて の質 問項 目(3)(33)(40)に つ いて は、(3)の 実

験 が あ る と楽 しい と感 じて い る者 の 割 合 はか な り多 く、 中2で87%、 高2で81

%を 示 して い る。 また、(33)の 野 外 観 察 で は肯定 とす る者 の割合 が 中2で69%、

高2で71%を 示 して い る。 しか し、(40)の お も しろ さで は中2の63%か ら高2

一51一



の44%と い う発達段階 に伴 う減少傾 向が示

されてい る。'

さらに、(1)(26)(39)の 難 しさに関わ る

質問項 目については、(1)の 学習量が多 い

と感 じて いる生徒の割合が中2で 、46%な

あ に対 し、高2で70%と い う高い割合を示

して いる。 また、(26)の 計算が入 ると難 し

い と感 じている者 も、中2で73%、 高2で

85%と 高 い割合で敬遠 されている傾 向があ

る。(39)の 器具の取 り扱いにつ いては、感

じ方が散 らば ってい るのが見 られ る。

総合的には、実験 、野外観察 という活動

的な ものについて好意的 に受 け取 られてい

1四

go
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η

蘭

田

40

細

2S

旧

臼

ミ了§

δ.

1

笏
/.

物'、

..ン

シ

サ

1婦

.t

4.

.4

鏡

中2

(3)理 科実験 の楽 しさ

高2

る面が強 いが、学習量の多 さや計算の扱 いによって、発達段階 と共 に理科学習

が敬遠 されてい く傾向が見 られ ると言えよ う。

これは第1年 次 の回答 と比較す ると、ほぼ同様 の傾 向を示 して いるが、好意

的に感 じられてい る内容 も、敬遠 されてい る内容 も割合が顕著 になって いる。

その中で特 に実験 の楽 しさ(82%)や 野外観察の楽 しさ(71%)が 高2で も高

い割合を示 したのが、前回 と異 なり理科の よさを実感 させてい るよい傾 向とい

え るだろ う。

〈理数 に関係す る面〉

(12)の 工作、(17)の 数学 の作図 、(38)の

読 み物、科学番組 への興味 では、(12)で 好

きだ と回答 して いる者が中2で73%、 高2

で70%と い う高 い割合を示 している。 それ

に対 して、(17)で は中2で は選択が散 らば

ってお り、高2で は否定 とす る者の割合の

方が43%を 示 して高い。(38)で は好 きでは

ないと否定 とす る者の割合が中2で は41%、

高2で は50%を 示 し、好 きだと肯定 する者

の割合を上回 っている。図をかいて考 える

ことや理数関連の読物や テ レビの科学番組

が敬遠 され る傾向が伺 える。

(11)の 理数 の必要性 に対す る疑問は、必

要性 がわか らない とす る生徒が中2の34%
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(24)学 習 と才能 との関連
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か ら高2の53%と 増加の傾向を示 している。(13)の 概算 、概測の価値につ いて

は、中2で は52%、 高2で は60%の 生徒が認めている。(24)の 学習 と才能 との

関連 については否定 している者 の割合がかなり高 いが、中2で63%な のに対 し、

高2で は48%と な り発達段階 と共 に認めている者 もい くぶん増えている。

第1年 次のデー タと比較す ると、工作が好 きであるとい う高校生 の割合が前

回(43%)よ りも増加 しているが、全体的には同様 の傾向を示 している。

(3)科 学 の害 の面 に関 す る項 目群

こ こに は、(2)(9)(16)(21)(25)の5項 目が該 当す る。 いず れ も、科 学 の進

歩 が 人間 や社 会 の発 展 に対 して害 を 与 えて い る と感 じて い るか ど うか につ いて

質 問 して い る。

(16)の 科学のために世界が破壊 されてい

くことについて は、肯定 とす る者 の割合が

中2で52%、 高2で50%と 過半数 を示 して

い る。(2)の 世の中の複雑 化 との関連 、(21)

の人間 の思考 の減退 について、及び(25)の

困 った問題の原因 につ いては、中2、 高2

とも回答 のば らっ きが見 られ、見方 の傾向

はとらえに くい。

この中では(21)の 中2の 回答で、人間 の

思考の減退 を予想 している者 が43%と 比較

的高 い割合 を示 しているのが注 目で きる。

(9)の 科学的 な発見 と害 との関連 について

も、回答のば らつ きが見 られ るが中2で も

1四
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細
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(21)科 学の発見と

人間 の思考 の減退

高2で も肯定 が30%、 否定 も30%、 中立は40%と 同様 な傾向を示 してい る。

これ らの状況か ら 「科学の害の面」 については、間接的な知識や情報 などで、

知 っている ものの、実感 して いる面が少 ない という状況があるだ ろう。 「害」

の実態 とい うもの も把握 できて いないということも考 え られる。

これ も第1年 次 の回答結果 と同様 の傾向を示 してい る。

(4)情 報 化 社 会 と理 数 に関 す る項 目群

ここに は、 そ ろば ん の利 用 に関 す る質 問 が(22)(23)(29)の3項 目、電 卓 の利

用 に関 す る質 問 が(4)(18)(27)の3項 目、 両者 につ いて の質 問 が(35)の 計7項 ・

目が あ る。

(22)の そ ろばん に よ る計 算 能力 を否定 とす る者 は、 中2で59%、 高2で60%

とか な り高 い割 合 が 示 されて い る。(23)の そ ろば ん の利 用 に よ る楽 しさの増 大
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について は、否定 とす る者の割合が中2で48%、 高2で55%あ り、 そろばんと

数学 の問題解答 とは結び付かない意識 が増大 している傾向があ る。(29)の そろ

ばんの利用 による数の仕組みの理解 については、否定 とする者の割合が中2で

は33%で あるが、高2で は39%と 増加 し、 しか も肯定 とする者の割合を上 まわ

っている傾向がある。 これ らの ことか ら、現代の生徒の実状 においては、そろ

ばんを使 い こなせ る者の割合は少 な く、数学学習上 の価値 もあまり意識 されて

はいないという傾向が強ま ってい ると言えよ う。

(4)の 電卓の学習への利用 による価値に

つ いては、中2で は否定 とす る者 の割合が

45%で 最 も高 く、高2で は肯定 ・否定 ・中

立 がほぼ同 じ割合 を示 している。(18)の 電

卓 の利用 と数学学習 の楽 しさとの関連 にお

いては、否定 とする者の割合が中2で48%、

高2で42%を 占め関連性の価値 を感 じて い

ない生徒が多 い。(27)の 電卓 の利用による

複雑 なデー タの活用につ いては、肯定 とす

る者 の割 合が中2で39%、 高2で53%を 占

め、一番高 い傾向を示 した。 日常生活 の中

ではよ く活用されている電卓 ではあるが、

中学生では電卓利用の学習への価値感が低

1四
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(4)電 卓の活 用と理数学習の関連

く、数学学習 との関連 では高校生 と もにあまり期待 されていない ことが伺 われ

る。 ただ し、自分は使わな くて も何ができそ うか ということについては(27)の

状況 か ら気づいて いる傾向がある。

また、(35)の そろばん、電卓 の利用による計算 の しかたの学習の削除 につい

ては、 ウの否定 が中2で60%、 高2で57%も 占あている。 「計算の仕方」につ

いての学習(考 え方)は 必要であるとい う見方が浸透 しているようである。

第1年 次での回答 と比較す ると、 そろばんの利用及 び電卓 の利用 ともその活

用 に対 する意識 は似た傾 向を示 しているが(4)(18)の 回答で否定 とす る者が増

加 している状況がある。数学学 習上 にお ける電卓の活用 についての課題があ る

と言えよ う。

(5)社 会 環 境 に対 す る態 度 に関 す る項 目群

ここに は、(8)(10)(19)(34)(36)の5項 目が該 当 す る。 この 中 で(8)(10)の

2項 目は神 秘 さ と科 学 との関 連 、戦 争 にっ い て の見方 を質 問 して い る もので あ

り、(19)(34)(36)の3項 目は人 間 の人 生 観 に 関 わ る質 問 で あ る。

(8)の 神 秘 的 な もの の科 学 で の 解決 は、 段階 が上 が るにっ れ て肯 定 とす る者
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の割合が中2で44%、 高2で39%と 減少 し

てい る。 これ も、科学万能 ではない とい う

見方 が高学年程感 じて いることの表れであ

ろ う。

(10)の 戦争廃止の不可能 さにつ いては ウ

の否定 とする者の割合 が中2で62%、 高2

で46%と 多 い ものの、上 の段階 になるにっ

れて割合が減少 してい る。現実 の社会を見

た場合の厳 しさを感 じている状況 が見 られ

る。

(19)の 国政への影響は、段階が上 がるに

つれて肯定 とす る者の割合が中2で49%、

高2で59%と 増加 して いる。 これは、社会

t臼臼

se

開
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(19)市 民が国政 に与え る影響

への客観的 な見方 の高 まりと同時 に、批判的な ものの見方 も増 し、政治への関

心 の深ま りもあるか らで あろう。(34)の 努力 と成功 との結 び付 きにっ いては、

どの段階 も肯定 とす る者 の割合が中2で80%、 高2で72%を 示 してかなり高 い

が、上の段階 に上が るにつれてその割合が減少 して きて いる。 これは努力する

ことの価値は認 めなが らも必ず しも成功 とは結 び付 かないとい う見方 が経験 の

深 ま りによって増 して くるのであろ う。(36)の 成功 と運 との関連は、否定 とす

る者 の割合が中2で57%、 高2で43%と 一番多 いが、上の段階 ほど減少 してい

る。学年が高 くなるにつれて、 自分 の努力よ りも運の影響 も認 めざるを得 ない

とい う感覚が強 くなる傾向にある。

第1年 次 にお ける回答 と比較 してみ ると、ほぼ同様の傾向を示 し、発達段階

が上が るにつれて現実的な ものの見方が強 まっている。 しか し、基本的には戦

争 をな くす ことや人生 にお いて一生懸命に努力 してい くことが大切で あり、一

般市民 と して も国政に関心を持 って いこうという姿勢は伺 える。
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4.基 礎調査の結果と考察

4.1読 み調査

読解調査の問題の構成は、(1)漢 字の読み、(2)同 類の単語、(3)同 類の2語 関係、(4)

数学および理科の用語の意味 ・概念理解の4っ の領域か らなっている。 この中で、 「同類

の単語」と 「同類の2語 関係」の問題全部と、 「漢字の読み」の八つ(整 える、勧める、

硫黄、恒星、中枢、概数、既約分数、双曲線)は 、中 ・高全 く同じ問題を用いている。

以下、各領域ごとに調査の結果を検討す る。

(1)漢 字の読みについて

出題された漢字は、(a)一 般的な、(b)理 科の用語、(c)数 学の用語の三つに大別され

る。表1が 、その回答結果である。

この表から、次のことが言える。

①三つの例外を除き、いずれの場合 も正答に対する回答率が高 くなっている。

例外:「 勧める」 「既約分数」(中 学)、 「堕落」(高 校)

②漢字の読みの正答率は、必ず しも配当学年 とは関係 しない。とくに、熟語の場合は組み

合わせによって難易度が変化 して くる。 「堕」 と3年 で習う 「落」の組み合わせ、 「既」

と小4・ 小2・ 小2で 習った 「約分数」の組み合わせによって、正答率が極端に低 くな

っている。

③一般的には、漢語に比べると和語の方がより基本的であると言えるが、なじみの薄い和

語の正答率は意外に低い。例えば、 「練 る」 「勧ある」など。

④誤答のパ ターンについては、い くつかの特徴が見 られる。

1)類似 した字形の漢字 との混同。例えば、 「勧める」を 「ット;勤 」、 「堕落」を 「ッ

イラク;墜 落」、 「練る」を 「コオル;凍 る」、 「硫」を 「リュウ;流 」、 「概数」

を 「キ;既 」である。特に、つ くりの部分を共通する漢字で、 「へん」の区別がつか

ず、混乱が起きている。

2)正答に類似 した誤答の選択肢 との錯誤。例えば、 「整える」の正答は第5番 目に出て

くるが、第2番 目の選択肢 として 「とと」があるために錯誤 したと考えられる。昭和

63年 度調査から、前々回、そ して前回も、さらに今回 も20%以 上が、ここで ミス

が見 られる。

3)既習の読みの類推。例えば、理科で 「恒星」を 「ワク;惑 星」、 「中枢」を 「スイ;

中垂」、数学で 「概数」を 「キ;既 約分数」、 「既約分数」を 「ガイ;概 数」または

「コウ;公 約数」としている。

(2)同 類の単語について

表2が 、その回答結果である。 この表から、次のことが指摘できる。

① 「ダム、 トンネル」については、正答 「運河」が最高回答率 となり、自然物(湖 、ぬま、

海、小川)と 人工的なものの区別がなされている。

② 「百発百中」 「五分五分」については、学年段階が進むにつれて顕著に正答率が高 くな

っている。 しかし、中学段階では誤答の 「三三五五」が最高回答率 となっている。数字
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表1漢 字の読み

問題 学校 正答 誤答1誤 答2誤 答3誤 答4無 答 複数回答

練 る ね こお か ね ね ば しば

4中65.6*16.07.77.62 .90.20.0

整 え る とと の と と そ ろ そ な か ぞ

3中67.2*27.53.81.20 .30.00.0

高74.7*23.02.00.20.10.00.0

携 帯 け い す い ほ う じ ゅ う て い

一4高80
.2*6.45.45.22.80 .00.0

敬 う うや ま した が お ぎな と うと たか

6中74.9*10.77.16.20.90 。20.0

勧 め る す す っ と み と お さ たか

6中31.763.7*2.70.90.80.20 .0

高68.9*30.10.70.20.00.00.0

堕 落 だ っ い だ っ ず い ぼっ

一3高38
,750.3*6.82.51.70 .00.0

硫 黄 い り ゅ う り ょ う ち ゅ う し ゅ う

一2中89
.9*9.00.50.20.20.00 .1

高92.6*7.20.10.00.10.00.0

恒 星 こ う わ く か ん か い た ん

一2中71
.8*12.76.55.23.70.10.0

高94.0*2.61.11.30.90.10.0

中 枢 す う す い か く く お う

1一 中72,2*14.37.34.22.00.10.0

高82.0*15.61.70.30.30.10.0

概 数 が い き た い ぐ う せ い

一2中82
.0*8.15.63.21.00.20 .0

高95.0*3.11.50.20.10.10.0

既 約 分 数 き こ う が い そ く ぐ う

一422中19
.234.0*24.619.52.50.20.0

高62.0*7.820.78.80.50.20.0

双 曲 線 そ う ふ ふ た に また

一33中84
.8*5.44.83.11.80.10.0

高97.1*0.90.60.70.60.10.0

・出題漢字の下の数字は配当学年を、一は小学校配当漢字外であることを示す。
・表中の数値は回答率を、*は その問題に対する学校段階 ごとの最高回答率を示す。
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表2同 類の単語

問題 学校 正答 誤答1 誤答2誤 答3誤 答4無 答 複数回答

ダム

トンネル

運河

中58.8*

高79.2*

湖

23.5

12.3

ぬ ま

10.0

2.9

海

4.1

3.3

小 川

3.30.10.2

1.90.40.0

百発百中

五分五分

十 中八九

中21.1

高34.2*

三 三 五 五

22.7

26.6

再 三 再 四 千 差 万 別 千 客万 来

20.620.315.00.20.2

16.813.78.50.30.0

・表中の数値は回答率を
、*は その問題に対する学校段階 ごとの最高回答率を示す。

表3同 類の2語 関係

問題 学校 正答 誤答1 誤答2誤 答3 誤答4無 答 複数回答
昆虫

みつばち

は きもの

くつ

中42.1*

高66.8*

花

み つ

32.5

12.3

薬 局

くす り

15.2

11.4

時 計

ふ り こ

7.1

7.8

バ タ ー

チ ー ズ

3.10.0

1.70.1

0.O

o.o

せ まい にぶい

広い す るどい

中48.7*

高79.7*

長 い

小 さい

24.9

7.9

軽 い わ か い 赤 い

大 き い お さ な い 白 い

17.35.13.90.1

5.42.54.40.1

o.o

o.o

積極的

消極的

中

高

具体的

抽象的

46.1

79.3

利 己的

個人的

19.0

4.9

合理 的

実際的

16.3

6.1

楽天的

楽観的

9.9

5.2

生産的

経済的

8.5

4.8

0.2

0.2

o.o

o.o
・表中の数値は回答率を

、*は その問題 に対する学校段階 ごとの最高回答率を示す。

表4数 学および理科の用語の意味理解

問題 中学校 高等学校
概数 67.4C82.0) 82.3(95.0)

既約分数 17.1(19.2) 46.8(62.0)

双曲線 74.9(84.8) 77.4(97.1)

恒星 40.4(71.8) 61.3(94.0)

硫黄 52.9C89.9) 64.5(92.6)
・表中の数値は各用語の意味理解 と漢字の読み(括 弧内)の 正答率を示す

。
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を含んだ四文字熟語は、それぞれの意味理解が不十分で、混乱 した形跡が均等化(20

%)し た誤答率に見られる。

(3)同 類の2語 関係について

表3が 、その回答結果である。 この表から、次のことが指摘できる。

①中学校の正答率は、いずれの場合 も低 く、一番正答率の高 い 「昆虫、みっばち」で も、

42%で ある。

②高校では、 「昆虫、みつばち」といった包含関係型の問題より、 「せまい、ひろい」、
「積極的、消極的」 といった反対語関係の正答率が高 くなっている。

③中学校では、複数の選択肢へ回答が分散する傾向がみられるが、高校段階では正答へ回

答が集中する傾向があり、概念理解が著 しく進んでいくことが確認できる。

④中学校か ら、高校へと20%以 上 も正答率が高 くなっている。このことか ら、学年段階

の上昇に伴い2語 関係の理解が進んでいることが指摘できる。

(4)数 学および理科の用語の意味理解について

表4が 、回答結果である。 この表か ら、次のことが言える。

①中学校 ・高校 ともに、一般的に用語の意味理解の正答率の方が、単なる漢字の読みの正

答率 より低い。つまり、読めるけれども、正確な意味理解ができていないと言 うことで

あろう。

②とくに、中学校 ・高校 ともに 「既約分数」の問題は、意味理解 も読みもともに極めて正

答率カミ{氏い。

③ 「既約分数」の問題は、正答率が低 く、同時に分散 した誤答傾向が確認 され、意味理解

の不徹底さと、混乱の様子が伺える。

④ 「恒星」の問題は、分散 し均等化 した誤答率(15%前 後、中学)が みられ、似通 った

内容の選択肢があると判断できな くなるという意味理解の不徹底 さ、さらには混乱の様

子が伺える。

最後に、学校段階が進むにつれて読みの理解度が着実に高 くなり、特に同類の2語 関係

では質的な学校段階変化がうかがえるように考え られる。
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4.2科 学観 調 査

4.2.1科 学観 調 査(総 合)

(1)項 目構 成
馬項 目数 は

、 中学 校 ・高等 学 校 と もに3問(項 目番 号23,27,32)で 、 各 問 の 内

容 は中学 校 も高等 学 校 も同 じで あ る。 過去4年 間 に、 調 査問 題 は各項 目 と も2

種 類(の べ6問)が 用 い られ て お り、 そ の組 み合 わせ は次 の とお りで あ った。

表1科 学観調査(総 合)の 問題 の組み合わせ

項 目番 号1989199019911992

23

27

32

AABA

AABBA

AABA

各問 の テ ーマ

A:原 子力発電B:ご み問題

A:自 動車利用B:環 境保全 と新技術

A:臓 器移植B:最 新技術

[注]1990年 度 の27番 は、 調 査対 象 学 年 に よ って異 な る もの を使 用 した。

従 って、今回の調査問題 は、1889年 度実施の第1年 次調査問題 と全 く同一問

題であ り、1990年 度の ものとも一部 を除いて共通 であるが、昨年度 の調査問題

とは全 く異 なるものであ る。

(2)回 答率か らみた項 目の類型化

今回の調査結果 は、同一問題を用 いた過去2回 の調査結果 と類似の傾向が見

られた。 すなわち、

① 学校段階が進むにつれて、一っの選択肢に回答が集中 して くる項 目

… … 項 目27(自 動車 の利用)が これに当たる

② 学校段階が進んで も、一っの選択肢 に回答 が集中す るとい う傾向はない

項 目… … 項 目23(原 子力発電)と 項 目32(臓 器移植)と が これ に当たる。

ただ し、ほとん どの回答は2つ の選択肢 に集中 している。

(3)項 目別の分析 ・考察

く項 目番号23>

電力需要の増加 に対す る対策 と、原子力発電の導入 ・開発 についての考 え方

を尋ね る項 目である。

回答率 が高か った選択肢 は、キの 「他のエネルギーで不足する分だけ原子力

発電を許可す る」 と、 クの 「原子力発電所 の数を現状 ぐらいに保つ」の二つで
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あ る。 ただ し、 中学校2年 生 で は キが トップで31%、 クが2位 で30%で あ り、

高 等 学 校2年 生 で はキ .とクの 順序 が 逆 で 、 クが31%、 キが27%と な って い るが 、
い ず れ も1・2位 の 間 に は大 きな差 は ない。 第3位 は中学 校 ・高 校 と もに コ(

原 子 力 発電 は今 後 の エネ ル ギ ー源 の主 力 と して も っ と開発 を急 ぐ)で 、 回答 率

は そ れ ぞれ18%と22%で あ った。

この回 答傾 向 は、 同一 問 題 に よ る過去 の調 査 の結 果 と、 類 似 して い る。

<項 目番号27>

自動車の利用 と、大気汚染や交通事故 の増加 との兼ね合 いについての意見を

求 めた項 目である。

中学校2年 生 で も高校2年 生 で も、最 も回答率 の高か った選択肢 はスの 「高

くつ いて も、技術革新 を急 いで、排気 ガスが少な く安全性 の高い車を作 る」で、

回答率 は、中学生で64%、 高校生で75%で ある。回答率第2位 の選択肢は、中

学生 ではシの 「生活にど うして も必要な車以外 は使わない」で13%、 高校生で

はセの 「現状 くらいがよい」で10%と な っていて、1位 との差 は大 きい。

この項 目につ いては、1989年 には、今回 と同 じ学年 の生徒に加えて、小学校

5年 生で も調査 している。 その結果は、やは り回答が スに集中 し、 しか も、小

学生51%、 中学生59%、 高校生70%と 、学校段階が上 がるにつれて回答の集 中

傾 向が大 きくなってお り、今回 の調 査 と同 じ傾 向であ った。

<項 目番号32>

臓器移植 と脳死の問題 について、意見 を求めた項 目である。

中学生で も高校生 で も、 「臓器移植 はいっさい認めない」 とする選択肢 力は、

回答率が極 めて小 さい。最 も回答率 が高 いのは、 コの 「人工臓器の移植 よりも、

脳死 を認 めて臓器移植を推進 する」で、 ケの 「現状では脳死を認め、臓器移植

も認 めるが、人工臓器 による移植の研究を促進 する」が これに次 ぐ。 しか し、

中学生では、 コが30%で ケが28%と 、ほとん ど同 じであるのに対 して、高校生

ではコが40%、 ケが33%と 、 コの方 に大 き く傾 いている。

1989年 度 と1990年 度の同 じ問題による調査 では、ケ とコの回答率 が高か った

点 は今回 と同 じであるが、高校生で もコの方 に傾 くとい うことはなか った。
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(4)回 答傾向の経年的変化

今回の調査対象の中学校2年 生 と高校2年 生は、1989年 度か ら、毎年同 じ調

査の対象 として きた生徒である。 そこで、同 じ生徒達の回答傾向が、年 ととも

にどのよ うに変わ って きたかをみてみよ う。

次ペー ジの表は、今回の中学校2年 生 と高校3年 生 との、同一問題に対す る

選 択肢 ごとの回答率を、年 を追 って示 した ものである。 この表か ら、次のよう

な傾向を読み取 ることができる。

表2同 一調査対象者の回答率の経年的変化

項 目番号23

(原子力発電)

調査年度 学年

1989ノ 」、5

19906

1992中2

1989中2

19903

1992高2

カ キ ク ケ コ 無答

15.219.928.514.9

14.320.834.211.6

11.930.929.59.6

21.50.6%

18.70.4

18.00.2

12.928.631.89,6

11.032.231.56.9

11.827.131.08.1

16.60.5%

18.10.2

21.70.1

項 目番号27

(自 動車利用)

調査年度 学年

1989ノ 」、5

19906

1992中2

1989中2

1992高2

サ シ ス セ ソ 無答

4.114.651.314.2

2.716.457.511.8

3.213.264.410.7

15.30.5%

11.3..0.3

8.40.1

2.88.358.915.214.30.4%

2.06.775.49.85.90.1

項 目番号32

(臓器移植)

調査年度 学年

1989ノ 」、5

19906

1992中2

1989中2

19903

1992高2

カ キ ク ケ コ 無答

15.016.220.024.9

8.918.420.026.8

7.417.616.328.4

21.52.4%

25.00.8

29.80.5

9.116.819.225.2

6.215.919.729.0

3.010.612.333.3

28.31.4%

28.70.5

40.40.5
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<項 目番号23>

1989年 度当時の小学校5年 生は、回答率の トップは クで、2位 はコであった

の に、6年 生になると、2位 がキに変わ り、中学校2年 生の本年度には、キ と

クとがほぼ同 じになっている。

1989年 度当時の中学校2年 生は、回答率 の トップは クで2位 はキであったが、

次の年 にはキとクとが ほぼ同 じにな り、本年度 は再 び クが1位 に戻 って いる。

しか し、 いずれの年 も、キ とクとの差 はあま り大 きくはない。

全体 としてみ ると、 この項 目は、各選択肢への回答率が比較的分散 してい る

項 目である。 しか し、 それで も、小学校か ら中学校へかけては、回答がキとク

へ集中 してい く傾 向が あるのに対 して、中学校 か ら高校 へか けては、それ以上

に集中が進 む傾向はないようで ある。

<項 目番号27>

1989年 度 当時の小学校5年 生 も、当時の中学校2年 生 も、学年が進むにっれ

て回答が選択肢 スへ集中 してい く傾向が顕著である。 この傾向は、1989年 度の

調査結果で、選択肢 スの回答率が、小5で51%、 中2で59%、 高2で70%と い

うよ うに学校段階が進 むにつれて上昇 してい ることと同 じ傾向で ある。 なお、

本年度は小学生が調査対象にはないが、中学2年 生 と高校2年 生 にっいて、同

じ傾向がみ られる。

〈調査項 目32>

1989年 当時 の小学校5年 生 も、 当時の中学校2年 生 も、本年度 に至 るまで選

択肢 ケとコとを多 く選 んで いる。 そ して、臓器移植や脳死 を認める方向の選択

肢であるケおよびクに対す る回答率は、年齢が進 むにつれて上昇 している。逆

に、脳死を認 めず、臓器移植に反対か消極的 な選択肢(カ ・キ)の 選択率は、

年齢進行 とともに減少 して いる。 この傾 向は、同 じ年度に実施 した、異 なった

学年 における調査の結果 で も、学年が高 い場合ほど臓器移植 に賛成 の傾向がみ

られた こととも一致 していて、注 目すべ きことであろう。
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4.2.2科 学観 調 査(理 科)

本年度実施 された調査項 目は中2,高2と もに7項 目で,い ずれ も1989年 度

に実施 された本調査第1年 次の項 目とま った く同 じである。 したが って,同 一

の生徒集団が小5か ら中2に,ま た,別 の同一 の生徒集団が中2か ら高2に,

そ れぞれ学年が進行する ことによって,同 じ項 目に対する反応がどの ように変

化 したかを検討 することが可能である。

しか し,1989年 度の中2と1992年 度の中2に っいて各選択肢の回答率を比較

すると,ど の項 目において も,わ ずか1～4%の 増減が認 め られ るだけで,回

答の傾向にはほ とん ど違 いがない。一方,1989年 度の高2と1992年 度の高2に

ついて各選択肢 の回答率 を比較すると,5%以 上 の回答率 の増減が認 め られる

のは,項 目番号26(選 択肢 力で6%)と 項 目番号29(選 択肢 ケで5%)の2項

目だけで,他 の項 目では1～4%の 増減 しか認め られない。そ して,中2の 場

合 と同様に,回 答の傾向にはほとんど違 いがない。

したが って,生 徒集団の違 いをほ とんど問題 にす ることな く,小5か ら高2

まで通 しての,学 年の進行による回答 の変動 につ いて考察す ることがで きると

考 え られ る。

<項 目番号21>

科学者以外のアマチュアによる

科学上 の発見が,以 前 よ り減少 し

た原因 を問 う項 目であ る。

現在 の科学的研究 には,専 門的

な勉強や訓練が必要であ る(選 択

肢 シ)と 考 える生徒の割合が小5,

中2,高2を 通 じて最 も高 いが,

小5や 中2で は この回答率 は32%

～35%で あ るのに対 し,高2で は

学年

年度

サ

選 シ

択 ス

肢セ

ソ

小5

1989

24

32

20

9

16

中2

iss2

28

32

17

6

19

中2

1989

26

35

18

6

15

高2

1992

16

47

18

4

15

高2

1989

19

51

17

3

12

[注]数 値は回答率(%),以 下同様.

約50%で ある。学校段階の進行 に伴 い,と りわけ高等学校では,理 科 の学習内

容の専門性 が増大 す ることが,こ のよ うな回答 の一つの原因 とな っていると考

え られ る。次 に回答率が高いのが,科 学 に対する興味の有無(選 択肢サ)で,

小5で は24%,中2で は若干増加 して26～28%と なる。 しか し,高2で は中2

より約10%減 少 し,小5よ りも回答率 が低 くな って いる。 また,高 価 な設備の

必要性(選 択肢 ス),時 間的な余裕の有無(選 択肢 ソ)と いった選択肢を回答

している生徒の割合は,学 年の進行 に伴 ってあまり大 き く変動 していない。科

学的研究 に必要 な条件が多面的に とらえ られてい る傾向が,ど の学年 において

一64一



も うか が え る。

<項 目番号24>

理科の学習ででて くる理論 と法

則につ いて,何 が大切かを問 う項

目である。

いわゆる 「～ の理論」や 「～の

法則」 とい うものは,小 学校では

学習 しない し,中 学校 で も質量保

存の法則,慣 性 の法則,オ ームの

法則 など 「～の法則」 とい う名称

学年

年度

サ

選 シ

択 ス

肢 セ

ソ

小5

1989

17

30

25

9

18

中2

1992

10

37

27

6

20

中2

1989

10

38

28

6

18

高2

1992

6

31

33

4

27

高2

1989

4

34

31

3

29

と共 に学習す るものはわずかである。高等学校 では科 目によるが,中 学校 より

は多 い。 この様 な学習状況の中で,「 理論や法則を使 ってた くさんの問題 を解

き,理 論や法則 になれ る」(選 択肢 シ)と い う,理 論や法則 に対 する応用的 ・

実践的なと らえ方 に対する回答率 は,小5で30%,中2で37%～38%で,い ず

れ もその学年で最 も高い回答率 となっている。 この次に,回 答率が高いのは,

「それぞれの理論や法則が ど うや って出てきたのか,理 由を知 ること」(選 択

肢 ス)で,小5で25%,中2で27%～28%で あ る。 しか し,高2で は,中2に

比べて,選 択肢 シの回答率がわずか に減少 し,そ れに対 して選択肢 スの回答率

はわずかに増加 している。 その結果,両 者 の回答率が ほぼ同 じになっている。

「理論 や法則 を忘れて も,自 分で導 き出せ るよ うにす ること」(選 択肢 ソ)

の回答率 は小5～ 中2で20%弱 だが,高2で は約10%増 加 し。選択肢 シとスに

次 いで高 い回答率 となっている。また,「 理論や法則をで きるだけた くさん覚

えること」(選 択肢サ)の 回答率 は小5で17%で あるのに対 し,中2で は10%,

高2で は約5%に まで減少 してい る。 さ らに,「 理論や法則 を忘れて も,ど こ

を調べればよいかを知 っていること」(選 択肢 セ)の 回答率 は,各 学年 とも低

いが,こ れは,文 献 などで理論や法則 を調べて知 るという学習がほ とん ど行わ

れて いない ことに起因 していると考 え られ る。

<項 目番号26>

金星 に植物が生えている証拠を発見 した とい う天文学者の報告が,科 学者 に

よって認め られ るための条件 を問 う項 目である。 この項 目は,小6と 中3を 対

象 として,1990年 度 に も調査 されている。

小5～ 小6で は,「 発見者 が植物 の種類や存在理 由を明確 に示 して いる」 と

いう選択肢 キの回答率 と 「金星 に酸素 が存在 することがわか った」(選 択肢ケ)

とい う植物生存上の間接的条件の回答率が もっとも高 く,い ずれ も約27%で あ
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る。 次 に回答 率 が高

いの は,「 発 見 者 以

外 の第 三 者 が同 じこ

とを確 認 す る」 とい

う選 択 肢 力で,小5

で22%,小6で25%

で あ る。 しか し,中

2～ 中3で は,選 択

学年

年度

カ

選キ

択 ク

肢ケ

コ

小5

1989

22

27

17

26

8

小6

1990

25

27

16

27

4

中2

1992

28

34

14

22

3

中2

1989

27

34

15

20

4

中3

1990

34

33

13

18

3

高2

1992

39

35

10

14

2

高2

1989

45

31

11

12

1

肢キの回答率が33%～34%に まで増加 して最 も高 くな り,選 択肢 力 も増加 して

27%～34%と なっている。それに反 して,選 択肢ケは22%～18%に まで減少す

る。高2(1992年 度)で は,選 択肢 力の回答率が中3よ りさらに増加 して39%

になる(1989年 度では45%)の に対 し,選 択肢 キは35%(1989年 度では31%)

で,中2～ 中3と ほ とん ど同 じで ある。 また,選 択肢ケはさらに減少 して14%

となる。

「天文学会の保証 」 という選択肢 クの回答率 は,小5の17%か ら学年 の進行

とともに減少 し,高2で は約10%と な る。

小学校 と中学校の生徒では,植 物の生存 と酸素の存在 との関係づ けが高等学

校の生徒に比 べて比較的強 く印象づ けられてい るが,学 年の進 行にともなって,

実験 ・観察の追試や検証 とい うものの重要性 を重視 した考 え方 になっ くると思

われる。 しか し,発 見 した ことが科学者 に認め られ るための条件は,小5・6

と中2・3で はかな り多面的にと らえ られてお り,高2で は小5・6や 中2・

3と 比べれば,若 干 回答 の傾向が固 まって くるが,そ れで も回答の多様化 の傾

向は認 め られ る。

<項 目番号29>

科学研究の主要 な目的 を問 う項 目である。 この項 目は4回 の本調査すべてで

調査 されて いる。

学年

年度

カ

選 キ

択 ク

肢 ケ

コ

小5

1989

11

9

21

39

20

小6

1990

16

8

22

39

15

中1

issi

15

10

26

38

11

中2

1992

12

12

26

37

12

中2

1989

14

12

25

36

13

中3

1990

10

11

31

36

11

高1

1991

8

10

32

37

12

高2

1992

9

8

30

40

13

高2

1989

10

7

28

45

10
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「よ り幸福 な生活のための手段 の提供」(選 択肢ケ)の 回答率は,36%～45

%の 間で増減 しているが,各 学年 を通 じて最 も高 く,学 年の進行 とともわずか

に減少 し,そ の後わずかに増加す る傾向が うかがえ る。次に回答率 が高 いのが

「事実 の発見,収 集,分 析」(選 択肢 ク)で,小5～ 小6で は21%～22%,中

1～ 中2で は25%～26%,中3～ 高2で は28%～32%と,学 年の進行 にともな

ってわずかずつ増加 している。小5～ 高2を 通 じて,こ れ ら二つの選択肢が,

科学研究 の目的 につ いての主要な とらえ方 となってい ると言える。

「世界 をより技術的 に進歩 させ る」 という選択肢 コの回答率 は小5で20%と

高 いが,小6で は15%,中1～ 高2で は10%～13%に とどまっている。 「自然

界における絶対 的な真理 を見出だす こと」(選 択肢 力)の 回答率 は約10%～15

%の 間で増減 し,「 自然現象 を原理 や理論を使 って考察 した り説明 した りす る

こと」(選 択肢 キ)の 回答率 は,10%前 後で増減 している。 この項 目に対す る

回答は,学 年の進行 にかかわ らず、かな り固定的であ ると言え る。

〈項 目番号30>

理科の学習の理 由

を問 う項 目であ る。

この項 目は,小6と

中3を 対象 に して,

1990年 度に も調査 さ

ている。

小5で は 「科学は,

社会のいろいろな面

で役 に立 っか ら」

学年

年度

サ

選 シ

択 ス

肢 セ

ソ

小5

1989

33

37

17

6

5

小6

1990

44

35

12

5

4

中2

1992

39

31

12・

8

10

中2

1989

39

34

11

7

9

中3

1990

45

27

10

8

11

高2

1992

30

26

7

12

26

高2

1989
'32

27

7

11

23

(選 択肢 シ)の 回答 率 が37%で 最 も高 いが,小6～ 高2で は

「科 学 の考 え方 を知 る ことが大 切 だ か ら」(選 択 肢 サ)の 回 答率 が最 も高 くな

って い る。 しか し,選 択肢 サ の回 答率 は小6で44%,中2で39%,中3で45%,

高2で30%～32%の よ うに,若 干,増 減 して い る。 「考 え る力 が つ くか ら」(選

択肢 ス)は 小5で17%だ が,そ の後,学 年 の進 行 に と もな って次 第 に減 少 し,'

高2で は7%と な る。 「理 科 の授 業 が あ るか ら」(選 択 肢 ソ)は 小5～ 小6で

は5%前 後,中2～ 中3で は10%前 後 だ が,高2で は23%～26%に も達 して い

る。 高2で の この数 値 は,興 味 や関心 の多 様化 した高校 生 の 特徴 をあ らわ して

い ると考 え られ る。

<項 目番号33>

理科の実験で 目新 しい実験器具 を使 うことにつ いての考 えを問 う項 目である。

新 しい実験器具 に興味があ る生徒(選 択肢サ,シ,ス の合計)は,、 小5,中
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2,高2で,と もに約80%で あ り,

全体的に高い割合 となってい る。

その うちの大部分が 「進んで使 っ

てみ る」(選 択肢サ)ま たは 「友

達が実験す るのを見てか ら自分で

使 ってみる」(選 択肢 シ)の いず

れかである。また,新 しい実験器

具 に対 する興味 は特別 ないが自分

学年

年度

サ

選 シ

択 ス

肢 セ

ソ

小5

1989

43

30

5

15

5

中2

1992

47

28

6

13

6

中2

1989

44

31

6

13

5

高2

1992

42

28

5

17

8

高2

1989

39

32

6

16

7

で も使 ってみ る(選 択肢 セ)と 考えている生徒が,各 学年で15%前 後 となって

いる。

全体的 に,ど の選択肢 に対する回答率 にっいて も,小5,中2,高2と 学年

が変化 して も,あ まり変化 してお らず,こ の項 目に対 する回答 の しかたには,

学年の進行による影響が ほとんど認め られない。

〈項 目番号35>

現代の科学者 が昔の科学

者 よりも複雑 な問題を解明

できる理由を間 う項 目であ

る。 この項 目は,申1を 対

象 と しで,1991年 度に も調

査 されている。

科学的研究が積み上 げに

よるものである(選 択肢 ク)

学年

年度

カ

選 キ

択 ク

肢 ケ

コ

小5

1989

11'

16

39

15

17

中1

1991

7

14

53

12

13

中2

1992

8

15

49

11

18

中2

1989

7

14

50

9

19

高2

1992

4

6

72

4

14

高2

1989

4

4

74

3

15

と考 える生徒は,小5で は約40%,中1～ 中2で は50%前 後,高2で は72%～

74%と,学 年が進行す るのにともなって増加 している。特に高等学校では,4

分の3近 くの生徒が この選択肢を回答 している。 このことは,小 学校や中学校

に比べて高等学校 の理科 では,科 学史的な内容(事 実,理 論,法 則 などの発見

過程 や発見者な ど)が 増加 している ことだけで なく,理 科の教師自身の,科 学

的研究が積 み上げによるとい う科学観が,教 授 ・学習の過程 で反映 されている

ことによるのではないか と考え ることがで きる。

一方,昔 の科学者 の考えの多 くが誤 りであることを現代の科学者 が知 ってい

る(選 択肢 力),現 代の科学者の想像力の豊か さ(選 択肢キ),現 代 の科学者

の理解力の優秀 さ(選 択肢ケ)を 回答 した生徒 は,学 年の進行 にともな って減

少 している。

しか し,科 学者が受 けて きた教育 の良 さ(選 択肢 コ)に 対する回答率 は,15

%前 後で,高 くはないが,学 年の進行 に伴 ってあまり増減 していない。
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4.2.3科 学観調 査(数 学)

生徒 質 問紙 皿の設 問[5]の 中で、数 学 に対 す る考え 方や態 度 を調査す る も

のは5っ あ る。 各項 目ご とに生徒 の反応 にっいて述 べ る。

(22)数 学 を何の ため に勉 強 して い るの だ と思 い ます か。

ア.数 学 の大 切 な考え方 を身 につ け るため。

イ.数 学 は入試 に役 に立 っか ら。

ウ。数 学 は社会 のい ろいろ な面で役 に立っ か ら。

エ.数 学 の授業 が学校 にあ るか ら。

オ.そ の他 。

反応率(%)

ア

イ

ウ

工

オ

無答

中2

17.8

7.9

58.9

9.1

6.1

o.i

高2

22.0

14.1

27.1

23.7

12.9

0.1

考 察:上 の設 問(22)で は、生徒 が数学 を勉 強す る 目的 を どの よ うに捉えて い

るかを調 べ よ うと して い る。中学2年 では 、反 応率 が高 いの は、 ウの 「社会 的

役割」(実 用 性)で あ り、続 いて、 アの 「考 え方 を身 にっ け るため 」 とな って

い る。 こ うした傾 向 は、89年 度 の小学5年 の結果 と類似 して い る。 高校2年 で

は、 ウの反 応率が 低 くな り、他 の項 目(特 にエ 「学校 で授業 が あ るか ら」)の

反応 率が高 くな る。

(25)次 の数学 の問題 を、 自由 な方 法で解 い て よい と言 われ ま した。 あ なたは、

どん な方 法で解 きますか。 「4つ の コ ップが あ り、 それ ぞれ0.85リ ッ トル、0.

97リ ッ トル 、1.15リ ッ トル、0.91リ ッ トル の水が入 って い る。4っ の コ ップの

水 を 、4リ ッ トル入 の ヤカ ンに入れ る ことはで き るか。 」

ア.筆 算で 計算 をす る。

イ.暗 算で 計算 をす る。

ウ.電 卓 で計算 をす る。

エ.そ ろばん で計算 をす る。

オ.お よその数 で考 え る。

反応率(%)

ア

イ

ウ

工

中2

54.9

16.2

14.4

2.4

高2

46.0

24.9

13.8
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オ

無答

11.9

o.2

14.6

o.z

考察:上 の設 問(25)で は、 「自由 な方 法で解 いて よ い」 と記 され て い るが、

お よそ半数 の生 徒が 「筆算 で計算 をす る」 と して い る。 数学 の授業 で は筆 算 に

よる正確 な計算 をす ることが大切 で あ るとす る見方 が 、生 徒 の間 に浸透 して い

るよ うに思 わ れ る。 オの 「お よその数 で考 え る」 を選択 した生徒 の中 には、 見

積 りを行 った者 もい ると思 われ る。

(28)友 人が 黒板で 図形 の証明 問題 を解 きま した。 途 中 まで は あ って い ま した

が、最後 の と ころで まちが って しまい ま した。 あな たは この解答 につ いて どう

思 い ますか。

ア.非 常 にお しい解答 だ。考 え方 は あ って い るの だか ら90点 くらいだ と思 う。

イ.途 中 まで はあ って い るので、70点 くらいだ と思 う。

ウ.途 中 まで はあ って い るので、50点 く らいだ と思 う。

エ.途 中 まで はあ って い るので 、30点 く らいだ と思 う。

オ.証 明 問題 はた とえ1か 所で もまちが った ら0点 だ と思 う。

反応率(%)
ア

イ

ウ

工

オ

無答

中2

33.5

23.3

12.2

4.2

26.7

0.1

高2

36.5

34.1

16.0

4.7

8.7

0.1

考察:上 の設 問(28)で は、問題 を解 く際 の方法 や考 え方 につ いての見 方 を調

べ よ う と して い る。 ア、 イ または ウを選択 した生 徒(50点 また はそれ以 上 を与

えて もよい とす る者)は 、 中学2年 で 約70%、 高 校2年 で約85%で あ る。 これ

は、結 果だ けでは な く、問題 を解 くための方 法 や考え 方 も大 切で あ る とす る生

徒 が少 な くない ことを示 して い る。オ を選 択 した生徒(0点 とす る者)は 、中

学2年 で比較 的多 く、高校2年 で比較 的少 な い。

(31)A店 で 販売 して いた宝 く じで 、 これ まで1回 だけ1等 が で ま した。B店

で販 売 して いた宝 く じは、 まだ1度 も1等 がで た こ とが あ りません。 もしあ な

たが宝 く じを 買 うと した ら、 あな たの考 えに最 も近 いの は どれ です か。

ア.1度 あ る ことは またあ ると考え られ るので 、A店 で買 う。

イ.B店 で はまだ1度 も1等 が でて い ないので 、B店 で は買わ な い。

ウ.A店 は1回 でB店 は0回 で 、違 いは ほ とん どな いので 、 どち らで買 っ

て もよい。
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エ.A店 は1回 でB店 は0回 で 、1回 確 か に違 うので、A店 で買 う。

オ.な ん と もい えな い。

反応率(%)

ア

イ

ウ

工

オ

無答

中2

23.5

4.6

35.8

5.6

30.4

0.2

高2

26.1

2.7

29.9

6.8

34.3

0.2

考察:上 の 設問(31)で は 、確率 の考 え方を調 べ よ う と して い る。数 学 の問題

と して 考え れば、 どち らの店 で宝 く じを買 って も、 当 た る確率 は同 じで あ る。
しか し、中 、高 と もに、ア のrA店 で買 う」 の反応 率が比 較 的高 い。89年 度の

小学5年 に対す る調査 での 、アの反 応率(17%)よ り も、今 回の中学2年 での

反応率(24%)の 方が 高 くな って い る。

(34)こ れ か らの 社会で は 、 コ ンピュー タが さらに広 く使 われ るよ うにな ると

言われ てい ます。 コ ンピュー タと数学 の勉 強 との関係 につ いて どう思 い ますか。

ア.計 算 力が 落 ちるか ら、 コ ンピュー タは使 わ ない方が よい。

イ.ど ん な問題 を解 くと きに も、 コ ン ピュー タを使 った方が よ い。
ウ.複 雑 な問題 を解 くと きに、 ときど きは コ ンピュー タを使 った方 が よい。
エ.複 雑 な問題 を解 くと きに、 どん どん コ ン ピュー タを使 った方 が よい

。

オ.数 学 の勉 強 とコ ン ピュー タは関係 が ない。

反応率(%)

ア

イ

ウ

工

オ

無答

中2

13.1

6.0

48.7

15.6

is.5

0.1

高2

4.7

4.5

40.4

31.1

18.9

0.4

考察:上 の設 問(34)で は、 コ ン ピュー タと数学 の勉強 の関 係 にっ いて の見方

を調べ よ うと して い る。 コ ン ピュー タを使 うと計算 力が 落 ち ると心 配す る生徒

(ア を選択 した者)が 、89年 度の 調査(小 学5年 を 対象)で は25%で あ った。

今回の調査(中 学2年 を対象)で は アを選 択 した者 は13%で あ り、 半減 して い

る。複雑 な問題で は コン ピュー タを使 った方 がよ い とす る生徒(ウ また はエを

選 択 した者)は 、中学2年 で は64%、 高 校2年 では72%と な ってい る。数学 の

勉強 とコ ン ピュー タとは関係 が ない とす る生徒 は、 中学2年 と高 校2年 で共 に

2割 弱で あ り、大 きな違 い は見 られな い。
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5.学 校質問紙 の結果

今回の調査 において、学校質問紙 に回答 した学校数 は、次の通 りである。

中学校:15

高等学校:8

学校質問紙には、14の 大項 目があったが、生徒数や時間数 などの実際の数値

を聞 く項 目については後 日集計 することとし、今回 の集計 にお いては、項 目に

「はい、 いいえ」 などの選択肢が設 けられている項 目だ けに限定 した。

なお、回答数は各学校段階で50校 未満ではあるが、以下 に、割合(百 分率)

でその回答傾向を示す ことにす る。 また、無答は欠損値 として、集計か ら除 い

た。

「6.あ なたの学校 のPTA(父 母 と教師の会 など)は 、次 の項 目のよ うな活

動 を していますか。」 に対 して、 「はい」 と回答 した学校の割合 は次の通 りで

あ る。

中学校 高等学校

(1)地 域社会活動

(2)社 会文化的活動

(3)学 校運営への資金的 な援助

(4)特 定の教科内容などについての討論

(5)学 校の一般的な方針 についての討論

(6)父 母のための広報活動

73%

87

67

0

20

93

0%

63

ioo

O

38

63

「7.あ なたの学校の授業形態は、次の どれに当た りますか。ただ し、体育等

は除 きます。」に対 して、それぞれの選択 肢に回答 した割合は次の通 りであ る。

中学校 高等学校
ア.男 女 同 じカ リキ ュ ラムで 共 学 で あ る

イ.男 女 同 じカ リキ ュ ラムだが 、 男女

別学 で あ る

ウ.男 女 は別 々の カ リキ ュ ラムで あ る

エ.そ の他(男 子 校 ま たは女 子 校)

100

0

0

0

iooss

O

a

O

「8.あ なたの学校では、必修教科 において、習熟度別、適性別、興味関心別

等 によるコース別編成 を行 っていますか。」 に対 して 「している」 と回答 した

学校の割合 は、次 の通 りである。

中学校

76%

高等学校

25%
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「10.あ な たの学 校 に は、次 の よ うな特 別 教室 が あ りますか 。 」 に対 して 「あ

る」 と回 答 した学 校 は の割合 は、 次 の通 りで あ る。

中学校 高等学校

(1)

(2)

(3)

(4)

算数 ・数学科教室

理科教室

視聴覚教室

コ ンピュータ教室

oss

ioo

67

33

0%

100

100

75

「11.あ なた の学 校 で は、 マイ ク ロ コ ン ピュー タ(パ ー ソ ナル コ ン ピュー タ)

を備 えて い ます か。 」 に対 して 、 「備 えて い る」 と回 答 した学 校 の割 合 は、次

の通 りで あ る。

中学校 高等学校

学校事務用

授業用

80%

27

87%

75

「12。あなたの学校 では、現在、校内暴力、い じめ、非行 などの生徒指導上の

問題が どの程度 あると感 じていますか。」 に対 して、それぞれの選択肢 に回答

した学校の割合 は、次 の通 りである。

中学校 高等学校

ア.

イ.

ウ.

エ

オ.

非常 に問題であ る

かな り問題であ る

やや問題 である

あまり問題ではない

全 く問題 ない

0%

0

20

67

13

o%

a

13

63

25

「14.あ なたの学校では、 クラブ ・部活動 は月曜か ら金曜 までは普通毎 日何時

間 ぐらい行 って よい ことにな っていますか。」 に対 して、それぞれの選択肢に

回答 した学校の割合 は、次の通 りである。

中学校 高等学校

ア.

イ.

ウ.

工.

オ.

1時 間未満

1時 間以上2時 間未満

2時 間以上3時 間未満

3時 間以上(制 限 ある)

制限はない

0%

67

33

0

0

o%

13

75

0

13
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6.教 師 質 問紙 の結 果

今回の調査 にお いて、教 師質問紙に回答 した教師数は、次の通 りであ る。

中 学校2年.50名(数 学:26名 、 理 科:24名)

高 等学 校2年58名(数 学:25名 、 理科:33名)

教師質問紙 においては、11の 大項 目があったが、その うち、教職年数 や指導

時間数な どの実 際の数値を聞 く項 目にっ いては後 日集計す ることと し、今回の

集計においては、項 目に 「はい、いいえ」などの選択肢が設け られている項 目

だ けに限定 した。 なお、回答数は学校段階によっては50名 未満 ではあるが、以

下 に、割合(百 分率)で その回答傾向 を示す ことにする。 また、無答は欠損値

と して、集計 か ら除 いた。

「2.あ なたは、中等教育終了後、大学教育(旧 制高校等 を含む)を 何年受 け

ま したか。」に対 して、それぞれの選択肢 に回答 した教師の割合は、次の通 り

であ る。

中数 中理 高数 高理
ア.大 学 教 育 を受 けな い

イ.1年 間

ウ.2年 間(短 大相 当)

エ .3年 間

オ.4年 間(4年 制 大 学相 当)

カ.5年 間 以 上(大 学 院 相 当)

0%0%3%0%

0000

000a

OOOO

92929291

8889

「4.あ なたは、数学教育 または理科教育や教育一般に関 する学会誌や定期刊

行物を、 どの程度読 んで いますか。」に対 して、それぞれの選択肢 に回答 した

教師の割合 は、次の通 りであ る。

中数 中理 高数 高理

ア.か な りひん ぱん に読 む

イ.と きど き読 む

ウ.ほ とん ど読 ま な い

4%4%0%9%

81757273

15212818

一74一



「5.あ なたは、過去1年 間 に、数学教育 または理科教育 に関する研 修に何 日

間参加 しま したか。数学教育 または理科教育 につ いての会議や会合 も含めて く

だ さい。」 に対 して、 それぞれの選択肢 に回答 した教師の割合は、次の通 りで

ある。

中数 中理 高数 高理

ア.全 く受 け て い な い

イ.1日 未 満

ウ。1～2日

エ.3～5日

オ.6日 以 上

15%8%20%16%

00129

1944031

31581631

35291213

「6.あ なたは、数学 または理科の授業 に際 して、次の指導法をどの程度使い

ますか。 」に対 して、使 う(「 しば しば使 う」、 「ときどき使 う」を合 わせた)

と回答 した教師の割合 は、次 の通 りである。

中数 中理 高数 高理

(1)教 師の発問 と児童 ・生 徒の応答を

中心 とする指導

(2)児 童 ・生徒の疑問 を重視 し指導

(3)教 科書 の例題や考 え方に沿 った講

義中心 の指導

(4)全 員 に同 じ課題を与 え、解決 させ

る指導

(5)グ ループ別 に課題が異 なる指導

100%100%88%

778376

816396

100

31

91

54

92

0

88%

67

94

82

33

(6)個 別指導

(7)視 聴覚教材 を用 いる指導

(8)ク ラス全員を対象 とする野外で

の指導 ・

(9)実 験 ・観察のために実験室 を用

い る指導

(10)電 卓を用 いる指導

(11)コ ンピュータを用 いる指導

85

42

0

a

28

8

63

88

50

96

13

4

56

0

0

0

4

8

91

76

13

94

15

9

一75一



「7.あ なたは、数学 または理科 で、次の教材を どれ ぐらいの頻度で使います

か。」 に対 して、使用す る(「 いっ もまたは しば しば使用する」、 「ときどき

使用する」を合わせ た)と 回答 した教師の割合 は、次 の通 りである。

中数 中理 高数 高理

(1)教 科書

(2)市 販 の ワー ク ブ ッ クまた は問題 集

(3)市 販 の テ ス ト

(4)市 販 の コ ン ピュー タ ・ソ フ ト

(5)自 作 の教 材

(6)自 作 テ ス ト

(7)自 作 の コ ンピュ ー タ ・ソ フ ト

100

88

69

8

92

ioo

15

96%100%100%

7510088

633233

8412

968085

1009294

089

「8.あ なたは、数学 または理科 の学習 の辞価をす る時、次の評価方法 をどれ

く らい使 い ます か。 」 に対 して、 使 う(「 よ く使 う」 、 「とき ど き使 う」 を合

わせ た)と 回 答 した教 師 の割 合 は 、次 の通 りで あ る。

中数 中理 高数 高理

(1)市 販 テス ト

(2)教 師作成の記述形式テ ス ト

(3)教 師作成 の客観 テス ト

(4)宿 題

(5)実 験 ・観察 などの研究 レポー ト

(6)授 業中の児童 ・生徒 の態度 の観察

35%

96

89

85

27

85

30%

91

87

79

92

ioo

8%

ioo

72

68

8

40

24%

73

84

59

91

73

一76一



「9.あ なたは、調査対象の学年の数学科の指導 にあた って、次 の項 目をどの

程度強調 しますか。」 に対 して、強調 す る(「 とくに強調 して指導す る」、 「や

や強調 して指導す る」 を合わせた)と 回答 した教師の割合 は、次 の通 りである。

中数 高数

(1)数 学 の論理的構造を理解 させ る

(2)証 明の性質を理解 させ る

(3)数 学 に興味を もたせ るよ うにす る

(4)数 学的事実、原理や アル ゴリズムを知 らせ る

(5)問 題解決の態度 を身につけさせ る

89%96%

9292

10096

8988

96100

(6)日 常生活での数学の重要性を認識 させ る

(7)速 く、正確 に計算 させ る

(8)基 礎科学や応用科学 における数学 の重要性 を

認識 させ る

(10)判 断 ・意志決定 に関す る態度を身につ けさせ る

(11)入 試問題の解 き方を身につ けさせ る

(12)数 学 の文化的な意義を知 らせ る

85

96

69

69

83

65

ss

84

72

7s

84

56

「10.あ なたは、調査対象の学年 の理科 の指導 にあた って、次の項 目をどの程

度強調 しますか。」 に対 して、強調す る(「 とくに強調 して指導す る」、 「や

や強調 して指導す る」を合わせた)と 回答 した教師 の割合 は、次 の通 りである。

中理 高理

(1)科 学的概念を系統的に理解 させ る

(2)科 学的思考能力を持たせ る

(3)科 学に興味 をもたせ るようにす る

(4)科 学的事実や原理 を知 らせ る

(5)問 題解決の方法を身 につけさせ る

91%94%

10097

100100

9697

91100

(6)日 常生活での科学の重要性 を認識 させ る

(7)正 確に多 くの知識 を記憶 させ る

(8)他 の学問 における科学の重要性 を認識 させ る

(10)判 断 ・意志決定に関す る態度を身につ けさせ る

(11)入 試問題 の解 き方 を身 につけさせ る

(12)科 学の文化的 な意義を知 らせ る

91

54

67

91

59

63

91

70

76

55

79

79

_77_



「11.次 の こ とにっ い て、 あ な た ご 自身 の意 見 を お尋 ね い た します。 」 に対 し

て 、肯 定 的'C夢 そ うだ と思 う」、 「ど ち らか とい えば そ うだ と思 う」 を合 わせ

た)に 回 答 した教 師 の割 合 は 、次 の通 りで あ る。

中数 中理 高数 高理

(1)海 の成功不成功 は運 しだいである

(2)数 学(算 数)は 、学習す る内容が多す ぎる

(3)自 然科学(数 学 や科学)は 、日常生活の問

題を解決す るのに役立つ

(4)一 所懸命 に努力 すればだれで も成功で きる

(5)女 子 も男子 も同 じ程度 に、科学に興味 を

持 っている

36%29%25%38%

68457568

80887585

83756470

56614292

(6)男 子 は女子 より生 れつ き数学的科学的能力

を持 っている

(7)理 科は、学習す る内容が多 すぎる

(8)こ れか らは、だれで もコ ンピュータにつ い

て、なん らかの勉強が必要 になるであろう

(9)数 学 や科学をよ く身 につければ、一層生活

が豊 かになる

(10)女 子 も男子 も同 じ程度に専門的な職業 につ

く必要 がある

493836

30633276

92969288

72715461

60636770

(11)男 子 は女子 よりもより多 く自然科学(数 学

や理科)に ついて知 っている必要 がある

(12)こ れか らは、 どの職業に も、数学 や科学の

知識が必要 とな るであろう

(13)そ ろばんを使 うと、数の しくみがよ くわか

るよ うになる

(14)科 学関係 にお金を使 うことは、十分 に価値

が ある

(15)一 般市民 で も、国の政治に影響を与 えるこ

とがで きる

1242112

80757979

44384136

80929279

60637182

一78



中数 中理 高数 高理

(16)字 が きれ い な こ とは、 就職 す る と きに有 利

で あ る

(17)科 学 的 な発 見 は、 益 よ り害 を多 く もた らす

(18)職 業 につ くに は、 数学 や科学 を よ く知 って

い る ことが大 切 で あ る

(19)電 卓 を使 え ば、 実 際 の複 雑 なデ ー タを使 っ

た勉 強 もす る こ とが で き る

(20)コ ンピュ ー タは ほ とん どすべ て の問 題 を

人 間 が や る よ り も上 手 に解 決 す る

84929691

4449

36505452

56334641

36171718

(21)こ の世か ら戦争 をな くす ことは不可能で

ある

(22)国 は、科学関係の研究 にもっとお金 をか け

るべ きである

(23)科 学の発明 は、世 の中をあま りに も複雑 に

して きた

(24)数 学や科学 は、国の発展 にとって非常 に

重要 なものである

(25)男 子 は女子 よ りも科学者や技術者 にむいて

い る

36464249

76838888

16293927

8488929?

8254239

(26)学 校 でよい教育 を受けてお くことは、大切

だ と思 う

(27)世 の中の問題 の多 くは、科学 と技術が原因

とな っている

(28)こ の世 の中の神秘的な ことが らも、 いっか

は科学 がその秘密 を解 き明かすであろ う

87969697

21171318

40654661

一79一



皿.調 査用紙 および反応率一覧

1.中 学 校 生 徒 調 査

理 科 問 題 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

数 学 問 題 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

生 徒 質 問 紙1・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

生 徒 質 問 紙H・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

生 徒 質 問 紙 皿 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

2.高 等 学 校 生 徒 調 査

理 科 問 題 ・ ・ ・ ・ …'● σ.'"● ● ●'

数 学 問 題 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

生 徒 質 問 紙1・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

生 徒 質 問 紙H・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

生 徒 質 問 紙 皿 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

3.学 校 質 問 紙 お よ び 教 師 質 問 紙

学 校 質 問 紙 ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

教 師 質 問 紙 ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

82

88

92

97

100

106

112

116

121

129

131

134

一81一



1.中 学 校 生 徒調 査

中学校生徒に対す る調査項 目および項 目ごとの反応率 を次 に示す。

調査B [弱=簸]
SA凹 一SCi

理 科 問 題

一中学校2年 生用一

国立教育研究所

困
① 印 刷 が は っ き り し な くて 読 み に く ㌧・と こ ろ が あ っ た ら 、 だ ま っ

て 手 を あ げ な さ い 。

② 答 え は 、 ア ～ オ(カ ～ コ ま た は サ ～ ソ)の 中 か ら 一 つ を選 ん で 、

紫 色 の マ ー ク カ ー
、ドの う らの 問 題 の(1)か ら(20)の ア ～ オ(カ ～

コ ま た は サ ～ ソ)を ぬ りつ ぶ し な さ い 。

2年 組 番(男 ・女)

氏名

複 製 を禁 ずる

82_
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(1)チ ャ イ ム を 作 ろ う と 思 っ て 、 長 い 全 属 管 か ら 、 下 の 図 の よ う に 、 長 さ

の 異 な る 管 を4つ 切 り取 り、 つ り下 げ た1,こ れ らの 管 を た た く と 、 ど'れ

が 最 も低 い 音 を 出 す か。

.413

ア.A

イ.B

ウ.上 の 方 を た た く とA、 下 の 方 を た た く とB

エ .上 の 方 を た た く とB、 下 の 方 を た た く とA

オ.ど れ も弱 く た た く と 低 く鳴 る。

物 理 知 識 ア71.7イ20.4ウ4.1エ2.9オ0,8無0.0

(2)亜 鉛 の 粉2gと 硫 黄lgを ま ぜ て、 酸 素 に ふ れ な い よ う に し て 加 熱 し

た ら硫 化 亜 鉛 が で き て 、 亜 鉛 や 硫 黄 は 残 ら な か っ た。

も し亜 鉛 の 粉2gと 硫 黄2gを ま ぜ て 、 酸 素 に ふ れ な い よ う に し て加

熱 した ら ど う な る か 。

カ.約2倍 の硫黄 をふ くん だ硫化 亜鉛 が で きる。

キ.約1鰐 の硫黄 が反 応 しない で残 る。

ク.約lgの 亜鉛 が反 応 しない で残 る。

ケ.ど ち らも約igず つが反 応 しない で残 る。

コ 。反 応 が おこ らない。

化 学 知 識 力20.1キ55.4ク11.5ケ6.0コ6.8無0.2

し　よ 　

(3)次 の各 文 はいず れ も生殖 の過程 に つい て述べ た もの であ ろ。 これ らの

中の どれ が起 こ った場 合 に、 受精 が確 かに行 わ れ た といえ るか。

ぬ ア 　 め ず

サ.雄 が 相 手 と な る雌 を 見 つ け る こ と,,

シ.生 殖 器 官 が 作 られ ち こ と,,
けい ぐう し

ス.雄 性 配偶 子の核 が雌 姓配 偶子 の核 と結 合す るこ と。

セ.精 子 が卵 細胞 に達 す るこ と、,
けリ

ソ.雌 性 配 偶 子 の 貯 蔵 養 分 が 胚 に供 給 され る こ と。

生 物 知 識 サ4.6シ4.9ス36.4セ51 .3ソ2.7無0,0

-1一

(4)天 気 図 に は い ろ い ろ な 記 号 か 用 い られ て い ろ。 下 の 記 号 が 示 す 風 向 、

風 力 を正 し く渋 して い るの は ど れ か 。

北

…

i
脚

西 一 一 一 一 ・ 一 一 ・ 一 一 ・ ・ 一 一 束

i

i

あ

ア.南 茜 の 願」、 遡」カ は5

イ.北 東 の 風 、 風 力 は5

ウ.南 西 の 風 、 風 力 は4

エ .北 東 の 風 、 風 力 は4

オ.南 西 の 風 、 風 力 は8

地 学 知 識 ア2.0イ12.3ウ12.3エ71.3オ2.0無0.1

(5)も し同 じ服 装 な ら、人 間は 地球上 で よ り も月でのほ うが 高 くとび上 が

れ るはず であ る。 その理 由 と して最 もよい のは どれか。

カ.月 では その人 の賀 量 が小 さ くなるか ら。

キ.月 の重 力は地 球 の重力 よ り小 さいか ら。

ク.月 に い る人 は地球 か ら遠 く躍れ てい るか ら。

ケ.月 に は抵抗 を生 じる空気 がない か ら。

コ.月 で は ニュー トンの運 勤 の法則 が成 り立 た ないか ら。

物 理 理 解 力8,4キ72.8ク3.3ケ9,2コ6.2無0.1

(6)鉄 の 表面 にペ ンキ をぬ る と鉄 が さびに く くな る。 その理 由 は、 次の 中

の どれ か。

らつ

サ.窒 素 が鉄 とふれ るの をふ せ ぐか ら。

シ.ペ ンキ が鉄 とむす びつい て、 ちが った物 に な るか ら。

ス.二 酸 化炭 素が鉄 とふ れ るの をふせ ぐか ら。

セ.鉄 の 表面 をなめ らかにす るか ら。

ソ.酸 素 や水分 が鉄 とふ れ るの をふせ ぐか ら。

化学 理解 サ11.2シ5.9ス8.7セ3.3ソ70.6無0・1

一z一
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中理 科

(7)牛 乳 を冷蔵 庫 にλ れ てお くと、 す っぱ くな りに くいのは なぜ か。 その

理由 を次 の中 か ら選 べ。

ア.牛 乳 の 中 の 水 が 氷 に な る か ら。

イ.牛 乳 の 中 の ク リー ム が 分 か れ て く る か ら。

ウ.細 菌 の は た ら き が 弱 ま るか ら。

エ.ハ エ が、 は い り こ ま な い か ら。

オ.表 面 に ま くが で き るか ら。

生 物 理 解 ア2.4イ7.4ウ81.3エ1.2オ7.6無0.0

(8)あ る ところ で1日 中 よ く晴れ た風 の ない 日に、 気温 と太陽 の 高 さの 変

わ り方 を調 べ た。 その結 果 をグ ラ フに表す とどの よ うにな るか。

力 "C

気

温[5

is

5

a

太隅 の

高さ

イ1

乙.へ[矯
ド

レil＼ 、..1「 」
0

3口1221

(午 前)(午 後)

時 こ く

度 太

30の高

さ20

1C

キ
'C

is

is

s

a

Xit
し,一!一 、.

8101224

庇

19

20

田

C

ク 'C

is

is

5

G

　

レ ・
し 　

/1
、

ケ 'C

is

is

s

o

度

as

2a

70

a

コ
'C

is

is

s

C

8且01224

度

JO

za

且O

a

「

1/

F'層 、

、

8!0122q BiO122q

地 学 理 解 力4.6キ39.5ク44。5ケ2.9コ8.4無0.O

度

as

2a

is

a

一3一

(9)二 人 の 子 が、 そ れ ぞ れ 同 じ種 類 の ゴ ム ま り を 買 っ た。 そ の う ち の 一 人

は 「わ た しの ゴ ム ま りの ほ うが 、 あ な た の よ り よ くは ず む わ よ。」と 言 っ

た 。 も う 一 人 は 「ほ ん とに そ う か ど う か 、 試 し て み ま し ょ う。」と答 え た。

そ の 調 べ 方 は 、 次 の 中 で ど れ が 最 も よ い か.

サ,二 つの ゴム まりを同時 に同 じ高 さか ら落 として、 どち らが 高

くは ね上 が るか を調 べ る。

シ.二 つの ゴム まりを同時 に、 ちが った 高 さか ら落 と して、 どち

らが 高 くはね上 が るか を調べ る。

ス.二 つの ゴム まりを壁 にぶつ け て、 どち らが、壁 か ら遠 くまで

はね か えるか を調べ る。

セ.床 に ゴム ま りを投 げ つけ て、 どち らが高 くは ね上 が るか を調

べ る。

ソ.ゴ ム ま りを手で さわ って、 どち らが か たいか を調 べ る。

物理 応 用 サ84.0シ3.2ス3.0セ3.8ソ5.9無0,1

(10)下 の表 に示 した物 質 の中 で、 空気 中で加 熱 して も質量 が 変わ らない の

は どれか。

物貿 融点 沸点 空 気 中で加 熱 した と き

l
A97℃ 」

i…… 　 1… 一一一一 「へ.

RI113ｰC

c

n
司

889'C

444'C

燃 えて一 つの 酸化 物 をつ くり、

この酸化 物 は水 に溶 けて アル

カ リ性 を示す。
.`1-泰深「ぞ二;5あ 西桑マε1

物 をつ くり、

この酸化 物 は水 に溶 けて酸 性

隔 肘 。

8。℃ † 轍 鴛 靴 炭素,水 になる。

800'C

　 　 　 　　　り　

1413℃i継 解 す るが新 しい物 質は つ く

iら な い 。

ア.物 質A

エ.物 質D

化 学 応 用 ア6.1

イ,物 質Bウ.物 質C

オ.ど れ も貿 量 が 変 わ る。

イ12.4ウ19.8エ48.4オ13.1無0.2

-4一
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(ID南 アメ リカの ア ンデス山脈 の 高地 に住 ん で い る人 た ちは、 低地 に住 ん

で い る人た ちに 比べ て、血 液中の 赤血球 の 数 が およ そ2倍 に なってい る。

この現 象 を説 明 す るのに、 最 もよい と思 うもの を、 次 の中 か ら選 べ。

カ.高 地 では、 血管 には た ら く気圧 が低 い ので、 新 しい 赤血球.がよ り

は や くで きるか ら。

キ.高 地 の大 気中 には酸 素の 量が 少 ないの で、1回 の呼吸 で 肺に入 る

酸素 の総 量 を増す ため に、 住 民 はよ り深 く呼吸 す るか ら,,

ク.高 地 では、1回 の呼吸 で肺 に入 る酸 素 の量 が少 ない ので 、入 っ て

くろ酸素 をで きるだ け とりいれ るよ うに す るには 、赤血 球 の数 が 多

くなけれ ば な らない か ら。

ケ.高 地 では、 呼吸 す る空気 に含 まれ る酸 素の 割合 が小 さい ので、 血

管 を通 っ て酸 素 を運ぶ には、 赤血球 の数 が 多 くなければ な らないか

ら。

コ.高 地 では、 気圧 が低 いた め血液 の循 環 が悪 くなるの で、酸 素 を運

ぶ のに よけ いに 赤血球 がい るか ら。

生 物 応用 力6.7キ17.0ク35.8ケ25,0コ15.3無0.1

(12)下 の 図は、 山 を越 えて吹 く風 の方 向 と、 山 の両側 で の異 な った高 さに

お け る平 均気 温 を示 してい る。.

風 下 の山の ふ もと(地 点X)で は、 次 の どれが 見 られ るか。

(13)次 の 図の よ うな装置 で、温 度20℃ の水100gを タト側 の容 器Pに 入 れ、

温度80℃ の水100gを 内側 の容 器Qに 入れ て、 二つ の容器 の渥 度 を一 定

時 間 ご とに測 定 した、,

下 のグ ラ フの中 で、 二つの 容器 の水温 の 変化 を最 もよ く表 してい る

の は どれかり

f劉匙計B'昌 度計A

湯

水

!,、
『1r

1・!

1
断独樗

QF

三三 ヨ,

ao

・c

一一一一一彪度計Aの 示す戯贋

温度計Bの 示す岨屡

ユo

、＼ ア50

_'C
一一一一一一ズ 20

時 醐

鳥ゆ 工
。`＼

:o

、

、

、
、

イ

時川

a

●C

BO

。c

20

ウ

:a

時間

＼ オ

時周

ll'川1

サ.雨 の 多い森 林

シ.ジ ャ ングル

ス.氷 河

セ.大 きな湖

ソ.乾 燥地 域

＼
服 上 震 降雨

風 ⇒ ∠2'c♂75k爾7・ 。℃

猫,'`.・=一ll'o}r∵.14c

読'⊂ … …'『1'5k繭 一.を ■

臨6'c1.』..1・ …1ρk彌
.1..
.・・.・losk閏

洞水面

:＼ 。.

瓢
X4 う ℃

物 理 高 次 ア12.5イ45.5ウ12,6エ19.1オ10.0無03

(14)水8g中 に食塩2gを 溶 か した食塩 水 のλ って い る容 器 を 日のあ た る

場所 に置い た。 しば ら くす ると、 この容器 中 の5gが 蒸発 した。 残 った

5gは 次 の 中の どれ に なるか。

Ok鴨

{西)

地 学 応 用 サ10 .4シ9 .8ス3.7セ10 ,9ソ65.1無0.1

〔則
カ.2gの 食 塩 と3gの ボ

キ.1.5g以 上 の 食 塩 と3.5gの 水

ク.Igの 食 塩 と4gの 水

ケ.0.5g以 下 の 食 塩 と4.5gの 水

コ.5gの 水 だ け

化 学 高 次 力42.2キ10.7ク29.9ケ8,2コ8.6無0・3

一5一 一b一
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中理 科

(15)ニ ワ トリの かか るあ る伝 染病 の予 防接種 の 効 果 を判 定す るの に、最 も

よ い実験 方法 は どれ か。

サ.そ の病 気 にか かっ た ことの ない50羽 の ニ ワ トリを選 び、 これ

らに この病原 菌 を うえつけ、 その上 で全 部に 予防接 種 をす る。

シ.そ の病 気 にかか った ことの ない50羽 の ニ ワ トリを選び、 その

うち25羽 に 予防 接種 を した上 で、 全部 に病 原 菌 を うえつ け る。

ス.そ の病 気 にかか った こ との ない50羽 の ニ ワ トリに予防接 種 を

した上 で全 部 に病原 菌 を うえつ ける。

セ.そ の病 気に かか った こ との あ るな しに かかわ らず、50羽 の ニ

ワ トIjを 選 び、 その うちの25羽 に 予防接 種 をした上 で50羽 全部

に病原 菌 を うえつけ る。

ソ.そ の病気 に かか った ことの あ るな しにか かわ らず、50羽 の ニ

ワ トリを選 び、全 部 に予防 接種 を した上 で、 その うちの25羽 に

病 原 菌 をうえつ け ろ。

生 物 高 次 サ9.7.∠53.1ス15.7セ11.2ソ10,0無0.3

(16)現 在の大洋 に住ん でい る貝(海 産 型の 貝)と 大 変 よ く似 た形 の化石 が、

高 い山 の岩石 の 中で 見つ か るこ とが あ る。 この こ との説 明 として、最 も

よい もの を、 次 の中 か ら選 べ。

ア.あ ろ種 の 貝は、灘 中 に も地 上 に も住 む ことがで きる,,

イ.海 産 型の 貝は、 かつ て空 気呼吸 をす る ことので きる器 官 を

持 って いた。

ウ。海 産 型の 貝は、 あ る場 合 には、 陸上 へ 移住 す る。

エ.海 産型 の 貝は、陸 上型 の 貝か ら進化 した もので あ る。

オ,こ の化石 が 見つ か った岩石 は、 漣 中で作 られ た もの であ る。

地学 高 次 ア4,2イ8.1ウ7.0エ7,8オ72,3無0,6

(17)フ ラ スコ に水 を入れ て、湯 の中 に入れ た。 ガ ラス管 の先 か ら水 が最 も

い きおい よ くとび出す のは、次 の どれが、,

r昌

方

.菱3

キ

/

ク

li≒・

・覧1.㌦

ケ

=:雪

コ

物 理 実 験 力33.5キ22.1ク7.5ケ32.3コ4.1無0.5

(18)砂 の ま ざった砂 糖水 が ビーカー の中 に入 っ てい る。砂 穂 水 だけ を と り

出す と きに必要 な器具 は、 ろ うと、 ろ うと台、 ろ紙 のほ か、次 の うちの

どれ か。 最 も適 当 なもの を還 ぺ。

サ.メ ス シ リ ン ダ ー 、 ビ ー カ ー

シ.メ ス シ リ ン ダ ー 、 ガ ラ ス ぼ う

ス.試 験 管 、 水 そ う

セ.ビ ー カ ー 、 ガ ラス ぼ う

ソ.水 そ う、 ガ ラ ス ぼ う

化学 実験 サ7.1シ10.3ス5.9セ73.3ソ2.9無0.4



中理 科

(19)次 の図 は、 動物 の呼吸 で二 酸化 炭素 が 出 るこ とを調 べ るた めの 装置 を

示 した もので あ る。

(20)あ る 哨 れ た 日 に 、 図1の よ う な観 測 用 具 を 佼 い 、 ぼ うの か げ の 方 向 と

長 さ を は か っ て記 録 し た と こ ろ 、 図2の よ う に な っ た。

藪。織
はい るA

　 へ
1灘 ζプ

D C n

ぞ

図1

e

ぽう

1

図2

1

00
V

l

Aの 部 分 には 空気 か ら二酸化 炭素 をと りの ぞ く物質 がλ って お り、B

とDの 容器 には、 二酸 化炭 素 が通 った場合 に 目で 見 える変化 が起 こる液

体 が入 って い る。

勤 物 を入れ る容 器Cが 、 次の どの よ うな場合 で あ ると きに最 も早 く結

果が わか るか。

ア.容 器 が 小 さ い と き,,

イ.容 器 が 大 き い と き。

ウ.容 器 を明 る い 光 の 下 に お い た と き。

エ .容 器 を黒 い 布 で お お っ た と き。

オ.容 器 の 中 に ぬ れ た 綿 をλ れ て 中 の 空 気 を 湿 らせ て お い た と き。

かげ の記 録 が図2の ① の と き、 太陽 は どの方向 に見え るか。

カ.西 キ.南 西 ク.南 ケ.南 東 コ.東

地 学 実 験 力7.9キ53.3ク9.4ケ16,8コ12.0無0 .5

生 物 実験Z .6L7イ7.5ウ10.5エ9.6オ10.2無0,6

一9一 一io一
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数 学 問 題

一中学 校2年 生 用 一

国立教育研究所

回
① 印 刷 が は っ き り し な くて 読 み に くい と こ ろ が あ っ た ら 、 だ ま っ

て手 をあげなさい。

② 答 え は 、 ア ～ オ(カ ～ コ ま た は サ ～ ソ)の 中 か ら 一 つ を 選 ん で 、

緑 色 の マ ー ク カ ー ドの う ら の 問 題 の(1)か ら(20}の ア ～ オ(カ

～ コ ま た は サ ～ ソ)を ぬ り っ ぶ し な さ い
。

2年 組 番(男 ・女)

氏名

複製を禁ず る

_88_



中数学

(1)

A

B

ノ
ノ
'
み 一 一一

C

3㎝

3㎝

3㎝

左 の図 の 立方 体 を図の 中の3点

A,B,Cを 通 る平 面 で切 った と き

で きる切 り口は 、 どの よ うな図形 か,

i

OO
o

i

C2)

ア.三 角 形 イ.四 角 形 ウ.五 角 形 工.六 角 形

オ.ア か ら エ の ど れ で も 塚 い

幾 何 応 用 ア40.4イ50.9ウ3.9エ1.1オ3.4無0.3

第1列

第2列

第3列

第4列

第5列

i

i-i

i-i十i

i-i十i-i

l-1十1-1十1

と 続 い て い る。

第50列 の 和 は 、 い く ら と考 え ら れ る か 。

●

(4) つ ぎ の 証 明 の 中 に 、

の は ど こか 。

(証 明)1>0

だ か ら2>1

だ か ら2×(一D>lx(一1)

よ っ て 一2>一1

答 え は 、 つ ぎの 中 か らえ ら べ 。

まちが いが あ るとす る な らば 、最 初 に まちが えた

(1}

(21

(31

141

ア.(1}行 目 イ,{2)行 目 ウ。{3)行 目 工.〔4}行 目

オ.ア ～ エ の ど れ で もな い 。 こ の 証 明 に は ま ち が い は な い 。

代 数 分 析 ア3.9イ19.1ウ49.7エ20.5オ6.4無0.4

(5)プ ラス チ ックで作 られ てい る1辺 正㎝ の 固体 の立 方体 の 重 さが1"で

あ った。 同 じ材料 で作 うた1辺2〔 珊の固 体 の立方 体 の貢 さは、 つ ぎの ど

れ か。

カ.8"キ.4"ク.3gケ.2¢ コ.1"

幾 何 理 解 力26.0キ24.7ク4.3ケ44.0コ0.7無0.3

(6)30は ど の 数 の75%か 。

カ.0キ,1ク.2ケ.25コ.30

解 析 分 析 互46.3キ32.4ク5.8ヶ12.6コ2.7無0.2

(3)っ ぎの サ か らソの 文の 中で 、2っ の ことが らが起 こる割合 が 等 しいの

は どれ か。

サ,40シ.90ス.105セ.225ソ,2250

解 析 計 算 サ38.4シ9.2ス18.0セ21,0ソ12.9無0.6

(7)っ ぎの ア～ オの うちで、左 の図 形 を線 対称 に移 動 した ら右 の図 形 にな

った の はどれ か。

サ,2枚 の 硬 貨 を 同 時 に 投 げ た と き、2枚 と も 表 が で る こ と と 、1枚 は

表 で1枚 は 裏 が で る こ と 。

シ,画 び ょ うを 投.げ た と き 、 針 が 上 を 向 く こ と と 、 針 が 下 を 向 く こ と。

ス.さ い こ ろ を 投 げ た と き 、 偶 数 の 目 が で る こ と と 、1の 目 が で る こ と 。

セ,一 組 の ト ラ ン プ を よ く切 って1枚 を ひ い た と き 、 ダ イ ヤ の カ ー ドが

で る こ と と 、 ス ペ ー.ド の カ ー ドが で る こ と 。

ソ,9月 の 天 気 で 、 雨 が 降 る こ と と 、 晴 れ る こ と 。

確 統 応 用 サ28,9シ23.5ス19.2セ17.7ソ9.0無1.6

ア「 「

エ「 」

イ

オ

「L下 『

Fだ
幾 何 計算 ア14.3イ2,3ウ69.4エ12.2オ1.7無0.2

一2一
一i



中数学

(8)直 線ABが 直線ACを 軸 と して 、30。 の角 を保 ちなが ら回 転す る とき

で きる空 間図 形は 、つ ぎの どれ か。

(12)
A

soｰ

D

eoｰ
6

30'

B

l

o
O

I

A C

カ,円 す い 面

キ.円 柱 面

ク.ら せ ん

ケ 、 円

コ.球 面

幾 何 分 析 互3&0キ12.1ク10.2ケ32.7コ6 .4無0,6

(9)■ ン 這1で あ っ て 、 ■ は0よ り大 き い 。 こ の と き
、 っ ぎ の ど れ が 正 し

い か 。

サ.;が1よ り 大 き い と き 、yは 負 で あ る 。

シ,Xが1よ り 大 き い と き、yは1よ り大 きい 。

ス.零 が1よ り 小 さ い と き、yは1よ り 小 さ い
。

セ.潔 が 増 加 す る に した が うて 、yも 増 加 す る 。

ソ.π が 増 加 す る に し た が って 、yは 減 少 す る
。

解 析 理 解 サ16・2シ15・0ス16・6セ20 .4ソ31 .2無0,5

51ｰ

CBEF

上 の2つ の 三 角 形 は 合 同 で 、 ∠A二 ∠D=80。,∠C署51。,

AB零DFで あ る 。 こ の と き,っ ぎの ど れ が 正 し い か 。

サ.∠F・ 鴇49。,ED=6シ,∠F=49。

ス.∠F=49。,EF=6セ.∠F=51。

'ノ
.∠F=510,FD=6

幾 何 理 解 サ61.2シ14.7ス11.7セ

FD=6,

,ED翠6,

6.9ソ5.1無0.4

(13)山 のふ もとの 温度 は31度 で、 頂上 の温 度 は 一7度 であ る。 ふ もと は頂

上 よ り何 度 高 いか。

ア.

工,

代数 応用

一38度 イ .一24度

24度 オ.38度

ア48イ6,6ウ5.6

ウ.7度

エ33.6オ48.9無0.4

(10)SX+3Y+2x-4Y=

ア.7;+7yイ.8κ 一2y

工.了 ズ ーyオ .7π+ン

代 数 計 算 ア3.0イ3.5ウ2.6

ウ,6xy

(14>

A
1/2

(1正)

乏83.7オ7.0無0.2

C

4/3

6/5

B

D

左 の 図 で 、 直 線AB、

CDは 平 行 で あ る 。2つ の.

角 の 和 が180。 に な る の を 、

っ ぎ の 申 か らえ らべ 。

上 の 図 で 、 小 さ な 正 方 形 は す べ て 同 じ 大 き さ で あ る 。 艮 方 形 全 体 の 面

積 を1と す る と 、 斜 線 の 部 分 の 面 稜 は い く ら に な る か 。

21231

か 鳶 キ ・ 丁 ク ・ 亨 ケ ・ 可 コ・ τ

代 数 理 解 力6,1キ9,9ク73,1ケ6.1コ4,3無0,5
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カ,∠1と ∠3

ケ.∠2と ∠7

His

キ,∠4と ∠6

コ.∠1と ∠8

ク.∠2と ∠5

幾 何 理 解 力8.2キ61.5ク10,0ケ9.8コ9.8無0.8

a
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中数学

(15)ソ ー ダ 水 は1本 α円 で 、 そ の あ き び ん を 返 す と1本 に っ きb円 も らえ

る。A君 は 塞本 買 い 、 あ き び ん ン 本 を 返 した 。A君 は い く ら(単 位 は 円)

払 わ な け れ ば な ら な い か 。 答 え は 、 つ ぎ の 中 か ら え ら べ 。

サ.α=+byシ.α 兀 一byス.(a-b)エ

セ,(己 十z)一(り 十y)ソ.サ ～ セ の ど れ で もな い

代 数 応 用 サ10,3シ57。3ス9.0セ15.1ソ7.5無0.7

(16)太 郎 の3つ の テ ス トの 成 績 は 、78点 、76点 、74点 で 、 花 子 の 同 じ テ ス

トの 成 績 は 、72点 、82点 、 了4点 で あ っ た 。 太 郎 と 花 子 の こ の3っ の テ ス

トの 平 均 点 を 比 べ る と 、 そ の 関 係 は ど う な る か.答 え は 、 つ ぎ の 中 か ら

え ら べ 。

(17)

ア.太 郎 の ほ うが1点 高 い 。

ウ.2人 の 平 均 点 は 等 し い 。

オ.太 郎 の ほ うが2点 低 い 。

イ,太 郎 の ほ うが1点 低 い 。

エ .太 郎 の ほ う が2点 高 い 。

確 統 応 用 ア4.0イ4.7ウ76.5エ5.7オ7.9無L2

車の敬

0～1

2～3

4^一5

6～7

度数

z

7

3

9

8

度

牧4

GO～12～34～56～7

車 の 救

上 の表 と グラ フは同 じ資料 を もとに して い る。表 の 中の 潔の 値 は、っ ぎ

の どれ か。

カ.2 キ..3 ク,4 ケ.5 コ.6

確 統 理 解 力2.3キ5,4ク7,3ケ79.0コ4,6無1.4

一5一

q8)

毛

羊

デ
ト

を

5

4

3

z

「

1

12345678910111213

6墨.

上 の グ ラ フ は 、 あ る 場 所 の13週 間 の 降 水 量 を あ らわ した もの で あ る 。

こ の 期 間 の 週 あ た り平 均 降 水 量 を 機 算 す る と 、 つ ぎ の う ち ど れ に な る と

い っ た らよ い か.

サ.1㎝

確統 分折

C19)a一]5

ア.

シ.2α 旦 ス.3(皿 セ.4c皿

サ7.2シ61 .6ス19.5セ6.1

う

石一 と 等 し い 式 を 、 っ ぎの 中 か らえ らべ 。

a-36
イ,
5a-156

ソ,5㎝

ソ3.7無1.8

ウ.
a-6

15 15 io

・.穿 ・・アーエのどれで・な・

代 数 計 算 ア68,7イ10,8ウ6.7エ5。8オ6.1無2,0

(20)ボ ー リ ン グ の 球 が 毎 秒4メ ー トル の 速 さ で 動 い て い る 。 と 秒 間 に 動 く

距 離dメ ー トル は 、d菖4tで あ ら わ さ れ る 。 下 の 表 の κの 値 は い く つ

か 。 答 え は 、 っ ぎの 中 か らえ らべ 。

t

O

i

2

3

4

ゴ

0

4

8

16

カ,6キ,10ク,12ケ.14

コ,カ ～ ケ の ど れ で も な い

解 析 計 算 力2.6キ3,2ク83.1ケ5.2コ3.9無2.0

-6一



調査A 匝 三」逡⊥]
SAY-STU,UES

生 徒 質 問 紙1

一中学校2年 生用一

国立教育研究所

注 意

① こ の 調 査 で は 、 あ な た の 数 学 や 理 科 の 勉 強 な ど の こ と に つ い て

きい て い ます が 、 答 え が 正 し い と か 、 ま ち が っ て い る と か を 調 べ

る も の で は あ り ま せ ん 。

② こ の 調 査 は 、 大 き く二 つ に 分 か れ て い ま す 。 景 初 は あ な た の こ

と を き ぐ質 問 で 、 次 は 数 学 や 理 科 の 学 習 に つ い て の 質 問 で す 。

③ 印 刷 が は っ き り し な くて 読 み に くい と こ ろ が あ っ た り、 意 味 の

よ くわ か ら な い と こ ろ が あ っ た ら、 だ ま っ て 手 を あ げ な さ い 。

④ 答 え は 、 ア ～ オ(カ ～ コ ま た は サ ～ ソ)の 中 か ら 一 つ を選 ん で 、

錘 色 の マ ー ク カ ー ドの お も て の ア ～ オ(カ ～ コ ま た は サ ～ ソ)を

ぬ りつ げ罫 しな さ いo

2年 組 番(男 ・女)

氏名

複製 を禁ず る

_92_



中背 景

(1)あ な たの累 には、 およ そ どれ くらいの本 が あ ります か。

ません。)

(マ ンガ本 や雑 誌は入 れ

ア.lo冊 以 下o

イ.昏1～30冊 く ら、、o

ウ.31～100穏 く ら い(本 箱 一 つ が100冊 く らい)。

エ .巳01～300冊 く ら い 。

オ.お よ そ300冊 以 上 。

ア12.5イ32.2ウ33.1エ14.7オ7.4無0.O

(2)あ な た は 家 で 勉 強 す る と き、 家 の 人 や 家 庭 教 師 な どに ど れ く らい 教 え て も らい ま

す か 。

カ.だ れか らもほ とん ど教 え て もらわ ない。

キ.家 の人 に ときど き教 えて も らう。

ク.家 の人 にひんば ん に教 え て もらう。

ケ.家 の人以外 の人(家 庭 教 師 など)に ときど き教 えて も らう。1

コ.家 の人以外 の人(家 庭 教 師な ど)に ひんば んに教 え て もらう。o

ω カ39
.9キ50.2ク2.5ケ5.6コ1.8無0.Ol

じゆく

(3)あ なた は学 習塾 。遣学 塾に行 ってい ます か。(ピ ア ノ、 絵画、 習字 、 そろばん塾

な どは入れ ません。)

(5)あ なたは、 学校 以外 でふつ う上魍 に どれ くらいの 時間勉 強 を してい ますか。

(す べ ての教 科 を含 わせて答 え なさい。 また、 学 習塾 ・進学 塾 などでの勉 強時間 も

入れ な さい。)

カ.2時 間 く ら い まて㌔

キ.2時 間 よ り 多い が5時 間 く らい ま で。

ク.5時 間 よ り 多い が10時 間 く ら い ま で。

ケ.rO時 間 よ り 多い が20時 闇 く らい まで 。

コ.20時 間 よ ワ 多い 。

カ19.7キ26,9ク32.9ケ18.3コ2.0無0.2

(6)あ な た は 、 学 校 以 外 で ふ つ う1週 間 に ど れ く らい の 時 間 を、 数 学 の 勉 強 に 使 っ て

い ま す か.(学 習 塾 な ど で の 数 学 の勉 強 時 間 も入 れ な さ い。)

サ.0時 蘭 。

シ.2時 間 く らい まで 。

ス.2時 間 よ り 多い が5時 間 く らい ま で。

セ.5時 間 よ り 多い が10時 閏 く ら い ま で 。

ソ 、10時 間 よ り 多い 。

サ11.1シ55.1ス29.7セ3.8ソ0.3無0.0

(7)あ な た は 、 学 校 以 タトで ふ つ う1週 間 に どれ く らい の 時 間 を、 墾 の 勉 強 に使 っ て

い ま す か 。(学 習 塾 な ど で の 理 科 の勉 強 時 間 も入 れ な さ い。)

サ.行 っ て い ない 。

シ.}週 間 に1回 行 っ て い る。

ス 。1遇 間 に2回 行 って い る。

セ.1遍 関 尋二3回 行 っ て い るo

ソ 。1週 闇 に4回 以 上 行 っ て い る。

サ53.3シ8.4ス21.2セ14.0ソ3』 無0,0

(4)あ な た は 、 学 校 の 補 習 捜 業 ま た は 課 タト投 業 な ど を ど れ く らい 受 け ま した か 。

ア.0時 間。

イ.2時 間 く らい ま で。

ウ.2時 間 よ り 多い が5時 閥 く らい ま で。

エ.5時 間 よ り 多い が10時 聞 く ら い ま で 。

オ.io時 間 よ り 多い 。

ア16.4イ61.0ウ20.6エ1.9オ0.1無0.0

(8)あ な た の 教 学 の 成 績 は、 他 の 敏 科 と 比 べ て ど うで す か 。

ア.学 校 で は 補 習投 案 は な い。

イ.夏 休 み 、 冬 体 み を の ぞ い て ほ とん ど奄 週 受 け た 。

ウ.夏 休 み 、 冬 休 み だ け 受 け た 。

エ 。 夏 休 み 、 冬 休 み を入 れ て ほ とん ど毎 週 受 け た。

オ.補 習投 業 は ほ とん ど受 け なか っ た。

ア59.2イ1.8ウ3.8エ0.9オ33.9無0.3

-1一

カ.最 も良 い 。

キ.他 の 教 科 よ り良 い 方 だ。

ク.他 の 敬 科 に 比 べ て、 良 い と も悉 い と も い え な い。

ケ.他 の 教 科 よ り愚 い 方 だ。

;.贈 ぎ.1。,ク,,・ ケ21,9・1・ ・ 無 ・ ・
一2一



中 背 景

(9)あ な た の 理 科 の 成 績 は、 他 の 教 科 と 比 べ て ど う で す か 。

サ.最 も 良 い。

シ.他 の 教 科 よ り良 い 方 だ 。

ス.他 の 教 科 に 比 ぺ て 、 良い と も悉 い と もい え な い 。

セ.他 の 教 科 よ り悪 い 方 だo

ソ.量 も、電 いo

サ7.4シ25.6ス46.7.セ15.2ソ5.0無0,0

(10)他 の 教 科 と比 べ て 、 数 学 は 好 きで す か。

ア.盈 も好 きだ 。

イ.他 の 教 科 よ り好 き な 方 だ 。

ウ.他 の 教 科 に 比 べ て 、 好 き と も き らい と もい え な い 。

エ.他 の 教 科 よ りき らい な 方 だ 。

オ.最 も き らい だ。

ア8.5イ24.9ウ30.8エ21.9オ13。9無0.0

(ll)他 の 教 科 と比 べ て 、 珪 科 は 好 きで す か 。

カ.量 も好 き だ 。

1キ.他 の 教 科 よ り好 きな 方 だ 。

㊤ ク 。 他 の 教 科 に 比 ぺ て、 好 き と も き らい と もい え な い 。
串L.}一 『

1ケ ・ 他 の 教 科 よ 殖 」琶 三妨 だ・

コ.量 も き ら い だ 。

カ13.0キ33.7ク35.7ケ12,9コ4.7無0.0

(12)あ な た は 、 ど こ まで 学 校 を統 け るつ も りで す か 。

サ.中 学 校 ま で。

シ.高 等 学 校 ま で 。

ス.高 等 専 門 学 校 、 ま た は 短 期 大 学 ま で 。

セ.大 学 ま で 。

ソ.大 学 院 まで 。

サ0.8シ30.6ス23.8セ43.2ソL6無0.0

(13)あ な た は 、 自分 の 進 学 す る 学 校 を決 め る と きに 、 どん な こ と を ま ず 第 一 に 考 え ま

す か。

ア.進 学 す るつ も りは な い 。

イ.将 来 つ きた い 職 業 の こ と を考 え て決 め る。

ウ.自 分 の威 綾 や 興 味 に よ っ て決 め る。

エ.親 や 先 生 の す す め に 従 っ て決 め る。

オ.そ の 他 の こ と を考 え て 決 め る。

ア0.7イ39.9ウ51.0エL9オ6.4無0.0・

一3一

(14)あ な た は 、 将 来 の 進 学 の 希 望 な どに つ い て 、 家 の 人 と話 し合 う こ とが あ り ま す か 。

カ.話 し含 う こ とは ほ とん ど な い。

キ.と き ど き話 し合 う。,

ク.ひ ん ぱ ん に話 し合 う。

ケ.家 の 人 以 外 の 人(家 庭 教 師 な ど)と 話 し合 う。

コ.よ くわ か ら な い 。

カ19.6キ66.1ク7,3ヶ0.7コ6.3無0.0

(15)あ な た は 、 あ な た の 将 来 の 職 業 と し てζ どの 方 面 に 進 み た い で す か 。

サ.工 学 関 係(工 業 技 術 者 な ど)。

シ.医 学 、 薬 学 関 係(医 師 、 薬 剤 師 な ど)。

ス.他 の 理 科 ・工 学 関保(科 学 ・数 学 研 究者 、理 科 ・数 学 教 師 な ど)。

セ.珪 科 ・工 学 関 係 以 外 。

ソ.わ か ら な い、 ま た は ま だ は っ き り し な い 。

サ11.2ン7.5ス3,1セ27.6ソ50.4無0.1

(16)あ な た は 、 あ な た の 将 来 の 職 粟 に つ い て希 望 して い る職 業 が あ り ます か。

ア.ま だ 希 望 し て い る職 業 は な い。

イ.だ い た い 希 望 し て い る職 案 が あ り、 で きれ ば そ の 職 業 に つ き た い と思 う。

ウ.だ い た い 希 望 し て い る職 業 が あ る が 、 た ぶ ん そ の 職 業 に は つ け な い だ ろ う

と 思 う。

エ.は っ き り希 望 し て い る職 業:が あ る。

オ.よ くわ か ら な い 。

ア24.9イ41.7ウ10.0ヱ10.9オ12.5無0.1

次 の(17)、(18)の 質 問 は 、 あ な た が 将 来 職 業 を選 ぶ と き.ど の よ う な考 え で 自 分 の

職 業 を選 び た い と思 っ て い る か を た ず ね る もの で す 。 あ な た の 考 え は 下 の ① ② の ど ち らに

近 い と思 い ます か。 あ て は ま る も の を選 び な さい 。

(17)

① 〔若い時 にす こ しは苦労 して も、将来 高い地位 に つけ る職 業 につ きたい。]

②[将 来 高い地位 につけ る職 業 よ り も、平凡 で も幸福 な家庭 をつ くれ る職 業 につ きたい。]

カ.① の よ うに 考 え て い る。

キ.ど ち らか と い えば 、 ① の考 え に近 い 。

ク.ど ち ら と も い え な い 。 ま た は 、 よ くわ か ら な い 。

ケ.ど ち らか と い え ぱ 、 ② の 考 え に近 い 。

コ,② の よ うに 考 え て い る。

ヵ11.4キ14.3ク17,2ケ39.1コ18,0無0.0
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(IS)

①[安 定 した職 業 で な くて も、自分 の能 力 を十分 に発揮 で きる職業 につ きた い。]

②[自 分 の能 力は た とえ十分 に発揮で きな くて も、安定 した職業 につ きたい。]

サ.① の よ う に 考 え て い る。

シ 。 ど ち ら か とい え ば 、 ① の考 え に 近 い 。

ス.ど ち ら と もい え な い 。 ま た は 、 よ く わ か ら な い 。

セ.ど ち ら か とい えば 、 ② の考 え に近 い 。

ソ.② の よ うに 考 え て い ろ。

サ22.0シ22.7ス2L6セ23.4ソ10.1無O.1

(19)学 校 で は 、 何 の ク ラ ブ 活 勤 あ る い は 部 活 動 に 入 っ て い ま す か 。 最 も よ く活 勤 して

い る もの を1つ 選 び な さい 。

ア.理 科 、 数 学 、 マ イ コ ンな どの ク ラ ブ また は部 。

イ.文 化 、 芸 術 な ど の ク ラ ブ ま た は 部 。

ウ.運 勤 ク ラ ブ ま た は 部 。

エ .ボ ラ ン テ ィ ア活 動 な ど の ク ラ ブ また は 部 。

オ.入 っ て い ない 。 ま た は、 ほ と ん ど活 勤 し て い な い。

ア1.0イ18.7ウ73.0エ1.2オ5.9無0.2

(20)あ な た は、 普 通 の 日(土 曜 や 日曜 以 タトの 日)に テ レ ビ を何 時 間 ぐ ら い 見 ます か。

カ.ほ とん ど見 な い。

キ.1時 閥 以 下 。

ク.1時 間 よ り 多い が2時 間 以 下 。

ケ.2時 間 よ り 多い が3時 間以 下 。

コ.3時 間 よ り 多い 。

'カ2
.2キ6..1ク26.3ケ33.3コ31.9無0.2

一5一

この べ 一 ジ と 次 の べ 一 ジ の 質 問 に 対 す る 答 え は 、 マ ー ク カ ー ドの

婁3も て の(21)か ら(40)の と こ ろ に 記 入 し な さ い
。

次 の(21)か ら(40)ま で は 、 数 学 や 理 科 の 学 習 に つ い て 書 い て あ り ま す 。

そ れ ぞ れ 詐 い て あ る こ と に つ い て
、[答 え の らん の]

・ほ と ん ど毎 時 閏 な ら ば ア(ま 柑 力
、 サ)

。週 に 一 度 く ら い あ る な ら ば イ(ま たは キ
、 シ)

・ 月 に 一 度 く ら い あ る な ら ば ウ(熱 ロ ク
、 ス)

・学 期 に 一 度 く ら い あ る な らば エ(ま たは ケ
、 セ)

●ほ と ん ど な
.擾 な ら ば オ(ま 韻 コ、 ソ)

を ぬ つつ ぶ し な さ い 。

〔答 え の ら ん は]

(21)数 学 の 授 業:中 、の 大 部 分 の 時 間 は 、 先 生 の 説 明 を 聞 い た り、 ノ ー ト

を と っ た り し て い ま す 。 サ 行

サ85,6シ8.6ス1 .6セO.3ソ3.6無0.3

(22)数 学 の 授 業 で は 、 例 、 問 い 、 練 習 問 題 と い う 形 で 授 業 が 遵 め られ

て い き ま す 。 ア 行

ア77。5イ16 .9ウ2.7エ0 .3オ2.3無0.3

(23)数 学 の 授 業 で は 、 先 生 は 一 つ の 問 題`・ つ い て 、 い ろ い ろ な 解 き 方

を 教 え て くれ ま す 。 力 行

力45.9キ39.7ク7 .5ケ1.7コ5 .0無0,3

(2の 解 の 授 業 で は 、 練 習 問 題 を 解 ・・た あ と`=
、 先 生 は 「誤 り が な い

か 自 分 で 見 直 し な さ い 」 と 言 い ま す 。 サ 行

サ23.1シ28 .8ス12.6セ3.8ソ31.4無0.4

(25)数 学 の 授 業 で は 、 同 じ問 題 を2時 間 に わ た っ て 話 し合 い ま す
。

ア4.9イ21 .3ウ19.5エ8.0オ45.6無0 .6、

(26)致 学 の 授 業 て'は 、 先 生 と 生 徒 あ る い は 生 徒 ど う しで 、 い ろ い ろ な

考 え 方 や 問 題 点 に つ い て 話 し 合 い ま す・。

カ24.0キ28.9ク18 .2ケ7.4コ21.0無0 .4

(27)数 学 の 授 業 で は 、 私 た ち が 模 型 を作 っ て 考 え ま す 。

サ2.3シ48ス10.4セ19.0ソ63.1無0 .4

(28)先 生 は 、 致 学 が い か に 生 活 と深 くか か わ っ て い る か を説 明 し て く

れ ま す 。

ア2.6イ5.6ウ10,8エ17.3オ63.2無0.4

-b一

ア行

力撞

サ 行

ア行
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(29)数 学 の 捜 業 で は、電 卓 を使 い ます。

カ0・7キ0・ ヱ ク0・7ケ1・9'95 ・6無 ρ・4

(30)赦 学 の 投 業 で は 、 コ シ ビ ュ ー タ を使 い ま す 。
層サ1

,3シ1.8ス1.4セ6.5ソ88.4無0.6

(3量) .先 生 は 理 科 の 投 業 の 始 め に 、 前 の 時 間 の 復 習 を して く れ ま す 。

ア33.8イ32.8ウ13.3エ6.5オ12.9無0.7

(32)理 科 の 投 業 で は 、 教 鵜 書 に .あ る 内 容 だ け を勉 強 し ま す 。

カ62.2キ1&7ク8.2ケ3.9コ6.1無0.8

(33)理 科 の 投 業 中 の 大 部 分 の 時 間 は 、 先 生 が 黒 板 に 書 い た こ と を、 ノ

ー トに 写 し ま す
。

サ56.9シ23.3ス8.6セ3.0ソ7.4無0.9

(34)先 生 は 、 珪 科 の 投 業 で 、 生 徒 の 考 え や 希 望 を 入 れ て くれ ま す 。

ア21.5イ25.8ウ16.0エ8.6オ27.2無0.9

(35)先 生 は 、 興 味 深 い 坦 科 の 授 業 を し て くれ ま す 。

カ29.8キ27.0ク16.5ケ7.2コ18.7無0.9

(36)珪 科 の 授 業 で は 、 わ た し た ち に 実 験 ・観 寮 を や ら せ て く れ ま す。

サ33.3シ445ス16.7セ2.9ソ1.8無0.9

(37)理 科 の 授 業 で は 、 先 生 が 実 験 を 見 せ て く れ ま す 。

ア14.3イ42.7ウ31.0エ6.6オ45無0.8

(38)理 科 の 投 業 で は 、 野 外 で の 観 察 活 勤 を や り ま す 。

カ1.0キ1.4ク5.6ケ21.5コ69.6無0.9

(39)理 科 の 投 業 で は 、 コ ン ピ ュ ー タ を佼 い ま す 。

サ0.7シ0.7ス0.7セ1.6ソ95.2無1.0

(40)理 科 の 授 業 で 、 先 生 は 科 学 が い か に 生 活 と深 くか か わ っ て い る か

を説 明 して くれ ま す 。

ア3.8イ8.2ウ14.5エ18.2オ54.4無0.9

力 行

サ 行

ア 行

力 行

サ 行

ア行

力 行

サ 行

ア 行

力 行

サ 斤

ア 斤
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注 意

① こ の 調 査 で は 、 あ な た の 学 校 の こ と や 数 学 や 理 科 の 授 業 の こ と

に つ い'て き い て い ます が 、 答 え が 正 しい と か 、 ま ち が っ て い る と

か を調 べ る も の で は あ り ま せ ん 。

② 印 刷 が は っ き り し な ぐ て 読 み に ぐい と こ ろ が あ っ た り、 意 味 の

よ くわ か ら な い と こ ろ が あ っ た ら、 だ ま っ て 手 を あ げ な さ い 。

③ 答 え は 、 ア ～ オ(カ ～ コ ま た は サ ～ ソ)の 中 か ら 一 つ を選 ん で 、

生 魚 の マ ー ク カ ー ドの 楚 圭 二 の ア ～ オ(カ ～ コ ま た は サ ～ ソ)を

ぬ り つ ぶ し な さ い 。

2年 組 番(男 ・女)

氏名

複製 を禁ず る

一97一



中 態 度

次 の(1)か ら(40)ま で は 、 敦 学 ・理 科 の 授 業 な ど い ろ い ろ な こ と に つ い

て 書 い て あ り ます 。 そ れ ぞ れ 書 い て あ る こ と に つ い て 、

あ な た が も し 〔回 答 欄 の]

・ そ う だ と思 う と き は 。 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …(賛 成)… ア(ま たは カ、サ)

・ ど ち ら か と い え ば そ う思 う と き は ・ ・ …(や や 賛 成)・ イ(ま 超 キ 、シ)

・ そ う で は な い と 思 う と き は ・ … 。 …(反 対)… ウ(ま たは ク、ス)

・
、ど ち ら か と い え は'そ う で は な一」こと 思 う と き は(や や 反 対)・ エ(ま 醐 ケ 、セ)

・ ど ち ら と もい え な い と き は 。 。 ・ … 。 ・(中 立)。 ・ ・ オ(ま た圓 コ 、ソ)

を そ れ ぞ れ ぬ りつ ぶ し な さ い 。

[回 答 欄 は]

(1)理 科 は 学 ぶ 内 容 が 多 す ぎ ま す 。

ア17.2イ29.2ウ149エ10 ,5オ28.2無0 .0

(2)科 学 の 発 明 は 、 世 の 中 を あ ま り に も 複 雑 に して き ま し た 。

カ12.3ギ20.6ク22.8ケ144コ29 .8無0.2

(3)理 科 で 、 実 験 が あ る と 楽 しい で す 。

サ69.0シ18.0ス3.5セ2 .3ソ7.0無0.3

i(4)電 卓 を使 え ば 、 も っ と た く さ ん の 致 学 や 理 科 の 内 容 を 勉 強 す る

紹 こ と が で き ま す 。

iア9.2イ12.8ウ29,8エ15.6オ32.1無0.5

(5)数 学 や 科 学 を よ く 身 に つ け れ ば 、 一 届 生 活 が 豊 か に な り ま す 。

カ15.3キ29.4ク10.2ケ10.3コ34.1無0.6

(6)自 然 科 学(敦 学 や 科 学)は 、 日 常 生 活 の 問 題 を 解 決 す る の に 役

立 ち ま す 。

サ19.正 シ348ス7.8セ8.5ソ29.6無0.4

(7)数 学 や 科 学 は 、 国 の 発 展 に と っ て 非 常 に 重 要 な も の で す,、

ア26.4イ35.0ウ6.7エ6.6オ249無0.4

(8)こ の 世 の 中 の 神 秘 的 な こ と が ら も、 い つ か は 科 学 が そ の 秘 密 を

解 き 明 か す で し ょ う。

カ20,0キ23.5ク15.5ケ10.7コ29.9無0.4

(9)科 学 的 な 発 見 は 、 益 よ り害 を 多 く もた ら し ま す 。

サ10.9シ18.5ス16.6セ13.8ソ39,9無0.2

(10)こ の 世 か ら戦 争 を な くす こ と は 不 可 能 で す 、,

ア9.6イ11.正 ウ47.4エ14.2オ17,1無0.5

一1一

ア 行

力 行

サ 斤

ア 行

力 行

サ 行

ア行

力 行

サ 行

ア行

<ii)

(12)

(13)

(14)

(is)

(16)

(17)

(is)

(i9)

(zo)

(zi)

(zz)

(23)

(24)

(25)

い ま 数 学 や 理 科 で 学 ん で い る こ と が 、

せ ん 。

カ141キ19.6ク21.5ケ20.3'コ24.1無0.5

工 作 を す る(何 か を 作 ろ)こ
、と が 好 き で す ・

サ47.8シ25.2ス8.2セ7.0ソ11,5無0.2

概 算 ・慨 測 す る こ と は 、 大 切 な 敦 学 的 科 学 的 能 力 の 一 つ で す 。

ア20.0イ32.0ウ6,3エ6.3オ35.0無0,3

国 は 、 科 学 関 係 の 研 究 に も っ と お 金 を か け る べ き で す 。

カ9.4キ11.0ク21.9ケ18.4コ39.0無0.3

ほ と ん ど の 数 学 の 問 題 に は 、 い ろ い ろ な解 き 方 が あ り ま す 。

サ50.6シ34.0ス3.0セ2.3ソ9.9無0.2

科 学 の た め に 、 世 界 が だ ん だ ん 破 壌 さ れ て い き ま す 。

ア26.5イ25.6ウ12.8エ9.5オ25.2無0.4

教 学 で 、 図 を か い て 考 え る こ と が 好 き で す 。

カ15.4キ22.4ク20.0ケ16.6コ25.1無0.6

電 卓 を使 え ば 、 教 学 の 問 題 を 解 く こ と が も っ と 楽 し く な り ま す 。

サ1L9シ12.2ス31.9セ16.4ソ27.4無0.2

一 般 市 民 で も、 国 の 政 策 に 影 響 を与 え る こ と が で き ま す 。

ア25.8イ23.4ウ8.7エ4.5オ37.4無0.2

数 学 で は 、 計 算 問 題 よ り 文 章 題 を解 く方 が 好 き で す 。

カ8.1キ6.6ク50.6ケ17.6コ16.5無0.6

科 学 上 の 発 見 が 統 い て い く と 、 し ま い に は 人 間 は 自 分 で もの を

考 え な い よ う に な る で し よ う。

サ20.1シ22.7ス18.4セ9.7ソ28,8無0.3

そ ろ ば ん に よ る 計 算 は 上 手 な 方 で す 。

ア12.1イ13.9ウ47.8エ11.5オ14。4無0.3

そ ろ ば ん を使 え れ ば 、 数 学 の 問 題 を解 く こ と が も っ と 楽 し く な

り ま す 。

カ9.正 キ148ク33.0ケ15.2コ27.8無0.1

敦 学 や 科 学 を学 ん で い く こ と の で き る の は 、 特 に 才 能 の あ る 人

に 限 ら れ て い ます 。

サ6.6シ11.1ス46.3セ16.7ソ19.2無0.1

世 の 中 の 問 題 の 多 くは 、 科 学 と 技 術 が 原 因 と な っ て い ま す 。

ア15.1イ20.2ウ13.9エ10 .4オ39.9無0.5
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[回 答 欄 は]

なぜ必 要 なの かわ か りま

力 行

サ 行

ア 行

力 行

サ 行

ア 斤

力 行

サ 膏

ア 行

力 行

サ 行

ア 行

力 行

サ 行

ア行
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[回 啓 欄 は]

(26)理 科 は 計 算 が λ る と む ず か しい で す 。 ●力行

力43.6キ29.7ク9.2ケ7.3コ9.6無O.6

(27)電 卓 を使 え ぱ 、 実 際 の 複 雑 な デ ー タ を 使 っ た 勉 強 も す る こ と が

で き ま す 。 サ 行

サ15,4シ23.5ス18.0セ11.1ソ31 .6無0.4

(28)科 学 関 係 に お 金 を 使 う こ と は 、 十 分 に 価 値 の あ る こ と で す 。 ア 行

ア12.0イ17.0ウ17.3エ16.2オ37 .0無0.5

(29)そ ろ ば ん を佼 う と 、 数 の し く み が よ く わ か る よ う に な り ま す 。 力 行

力12.8キ20.1ク20.6ケ12.4コ33.6無0.5

(30)計 算 が 速 く で き る こ と は 大 切 な こ と で す 。 サ 膏

サ42.2シ30.1ス7.3セ6.4ソ13 .5無0.4

(31)計 算 が で き る と、 日 常 生 活 で 大 い に 役 立 ち ま す 。 ア 行

ア46.6イ32.2ウ43エ3.9オ12.6無0.3

(32)数 学 は お も し ろ い と 思 い ま す 。 力 行

力19・9キ23・9ク19・5ケ13・7・22 ・6無0β

(33)屋 外 で 生 物 を観 察 す る こ と や 地 形 を 観 察 す る こ と は 楽 しい で す 。 サ 行

サ39.8シ29,2ス7.7セ6.9ソ16.2無0.2

(34)一 所 懸 命 に 努 力 す れ ば だ れ で も成 功 で き ます 。 ア 行

ア56.7イ23.5ウ5.2エ43オ9.8無0.5

(35)そ ろ ば ん や 電 卓 を佼 え る な ら、 計 算 の しか た を 勉 強 し な く て も

よ い で す 。 力行

力.5.2キ5.1ク60.0ケ14.8コ14.4無0.4

(36)人 の 成 功 不 成 功 は 運 しだ い で す 。 サ 行

サ7.7シ11.3ス41.6セ15.3ソ23.7無0.5

(37)数 学 は 学 ぶ 内 容 が 多 す ぎ ま す 。 ア 行

ア25.5イ23.5ウ11.8エ11.3オ27.5無0.4

(38)科 学 や 赦 学 の 続 み 物 や テ レ ビ の 科 学 番 組 が 好 き で す 。 力 行

力1L5キ16.5ク25.1ケ17.6コ29.0無0.3

(39)理 科 は 器 具 の 取 り扱 い が あ る と む ず か し い で す 。 サ 行

サ10.5シ25.0ス20,7セ20.3ソ23.1無0.4

(40)理 科 は お も し ろ い と 思 い ま す 。 ア行

ア34.0イ28.6ウ9.6エ7.2オ20,2無0.5

■
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生 徒 質 問 紙H【

一中学校2年 生用一

国立教育研究所

國
① こ の 調 査 は 、 読 解 調 査 と科 学 観 調 査 の 二 つ の 部 分 に 分 か れ て い

ま す 。

② 印 刷 が は っ き り し な くて 読 み に く い と こ ろ が あ っ た り、 意 味 の

よ くわ か ら な い と こ ろ が あ っ た ら、 だ ま っ て 手 を あ げ な さ い 。

③ 答 え は 、 ア ～ オ(カ ～ コ ま た は サ ～ ソ)の 中 か ら一 つ を 選 ん で 、

垂 色 の マ ー ク カ ー ドの 塾⊥ 玉 の ア ～ オ(カ ～ コ ま た は サ ～ ソ)を

ぬ りつ ヴ鑓 し な さ いo

2年 組 番(男 ・女)

氏名

複製 を禁ず る

一ioo一



中 読 み

こ の べ 一 ジ の 問 題 に 対 す る 答 え は、 マ ー ク カ ー ドの お も て の(1)

か ら(10)の と こ ろ に 記 入 し な さ い。

}
一
〇
ら

9

[1]次 の(1)か ら(10)の 下 練 を ひ い た 漢 字 の 読 み か た を、 そ れ ぞ れ

ア ～ オ(ま た は カ ～ コ 、 サ ～ ソ)の 中 か ら一 つ 選 び な さ い 、,

(1)樋 る

ア.こ お ア16.0

イ.ね 二L65.6

ウ.か ね ウ7.7

エ.ね ば エ τ6

オ.し ば オ2.9

無0.2

(2)量 え る

カ.そ ろ カ3.8

キ.と と キ27.5

ク.か ぞ ク0.3

ケ.そ な ケ1.2

コ.と と の コ67 .2

無0.0

(3)璽 う

サ.と う と サ6.2

シ.し た が シ10.7

ス.お ぎ な ス7.1

セ.う や ま ・セ74.9

ソ.た か ヲ0.9

無0.2

(4)め る趣

ア.つ

イ.み
'ウ
.す

エ.た

オ.お

と ア63.7

と イ2,7

す ウ3L7

か 三'0.8

ざ オ .0.9

無0.2
ゆ り

(5)唾 黄

力.り ゅ う

キ.し ゅ う

ク.ち ゅ う

ケ.り ょ う

コ し、

カ .9.0

キ0.2

ク0.2

ケ0.5

コ89 .9

無0.1-1 一

げ い

(6)恒 星

サ.こ う 二と71.8

シ.か ん シ6.5

ス.た ん ス3,7

セ.わ く セ12.7

ソ.カ 、 ㌧・ ソ5.2

無0.1

ち ゆ う

(7)中 枢

ア.す い ア14.3

イ.お う イ2.0

ウ.す う ウ72.0

エ.か く 王7.3

オ.く オ4.2

無0ユ

(8)返 薮

力.が い 空820

キ.き キ8・1

ク.た い ク5.6

ケ.せ い ケLO

コ.〈 一 う コ3.2

無0.2

ヤ く ニ ん ず う

(9)匙 約 分 数

サ.が い サ24・6

シ.き シ19・2

ス.こ う ス34.0

セ.そ く セ19.5

ソ.ぐ う ソ2.5

無0.2

き ヱ く けゐ

(10)曲 線.丞

ア.ふ

イ.ま

ウ.ふ

エ .そ

オ.に

た ア4.8

た イL8

ウ5.4

う エ84.8

73.1

無0.1.

こ の べ 一 ジ の 問 題 に 対 す る答 え は、 マ ー ク カ ー ドの お も て の(ll)か ら

(15)の と こ ろ に 記 入 し な さ い 。

〔2〕 次 の(IDと(i2)の 問 題 で、 下 線 を ひ い た 二 つ の 言 葉 と 同 じ な か ま

に 入 う もの を ア ～ オ(ま た は カ ～ コ 、 サ ～ ソ)の 中 か ら そ れ ぞ れ 一 つ 選

び な さ い 。

(II)ダ ム 、 ト ン ネ ル

カ.ぬ ま カ ユ0.0

キ.湖 キ23.5

ク.海 ク4.1

ケ.小 川 ケ3.3

コ.運 河 コ58.8

無0.3

(12)百 発 百 中 、 五 分 五分

サ.

シ.

ス.

セ.

ソ.

再 三 再 四.サ20.6

三 三 五 五 シ22.7

千 差 万 別 ス20.3

千 客 万 来 セ15.〇

十 中 八 九 ソ21.1

無0.4

〔3]次 の(13)か ら(15)の 問題 に つ い て、 下線 を ひい た 二つ の語 の 関{系

と同 じ関係 を表 す もの を それ ぞれ ア ～ オ(ま たは カ～ コ、 サ～ ソ)の 中

か ら一組 選 び な さい。

(13)こ ん 虫:み つ ば ち(14)せ ま い:広 い

ア.は き もの:く つ ア42.1カ,長 い:小 さ い カ249

イ.花:み つ イ32.5キ.に ぶ い:す る ど い ±48・7

ウ ・ 時 計:ふ り こ ウ7.1ク.赤 い:白 い ク3.9

エ.薬 局=く す り エ15 .2ケ.わ か い=お さ な い ケ5.1

オ,バ タ ー:チ ー ズ オ3.1コ.軽 い:大 き い コ17.3

無0.0無0.1

(15)積 極 的:5肖 極 的

サ.

シ.

ス.

セ.

ソ.

利己的

楽天的

具体的

合理的

生産的

:個 人 的 サ19.0

:楽 観 的 シ9.9

:抽 象 的 三46.1

:実 際 的 セ16.3

:経 済 的 ソ8・5

無.0.2

一z一



中読み

3べ 一 ジ か ら4べ 一 ジ ま で の 問 題 に 対 す る 答 え は 、 マ ー ク カ ー ドの

鯵!し て の(16)か ら(20)あ と こ ろ に 記 入 し な さ い 。

1
-
O
N
i

〔4]つ ぎ の(16)か ら(20)の 問 題 の 苓 え を 、 そ れ ぞ れ ア ～ オ(ま た は

カ ～ コ、 サ ～ ソ)の 中 か ら 一 つ 選 び な さ い 。

(16)248993を 四 捨 五 入 し て 、 一 万 の 位 ま で の 撹 数 に し な さ い 。

ア.200000 イ.240000 ウ.248000

エ .249000オ.250000

ア7.6イ4.4ウ3.7エ16.8オ67.4無0.1

(17)次 の 数 の う ち 、 既 約 分 数 は ど れ で す か 。

カ.5キ.4ク.20ケ 。9コ.
一1

10041S16

カ10.1キ35.2ク19.5ケ17.8.三17.1

(18)下 の 図 の う ち 、 双 曲 線 は ど れ で す か 。

サ シ γ ス

Y

0

z

3

無0.4

X

Y

X

(19)恒 星 と は 、 ど の よ う な も の か 。

ア.た と え ば 、 地 球 の よ う に 太 陽 の ま わ り を回 っ て い る 天 体

イ.た と え ば 、 月の よ う に 地 球 の ま わ り を 回 っ て い る天 体

ウ.た と え ば 、 金 星 の よ う に 太 陽 の 光 を反 射 し て 光 っ て い る 天 体

工.た と え ば 、 太 陽 の よ う に 自分 か ら 光 を 出 し て い る天 体

オ.た と え ば 、 ア ン ド ロ メ ダ の よ う な た く さ ん の 星 の 集 団

ア16.1イ15.3ウ15.7エ40.4オ12 .3無0.2

(20)硫 黄 は 、 常 温 で は 、 どん な 状 態 か 。

0
X a

カ.気 体

キ.液 体

ク.溶 液

ケ.金 属 固 体

コ.金 属 以 タトの 固 体

力12.5キ8.8ク7.8ケ17.8コ52.9無0・2

セ 7

L
ソ γ

x
0

こ こ ま で 終 わ っ た ら 、 そ の ま ま で 先 生 の 指 示 を 待 っ て い て く だ さ い 。

サ10.8シ3,8ス9.2セ74.9ソ1,3無0.1
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5ペ ー ジ か ら10べ 一 ジ ま で の 問 題 に 対 す る答 え は 、 マ ー ク カ ー ドの

お も て の(21)か ら(35)の と こ ろ に 記 入 し な さ い 。

[5]次 の(21)か ら(35)ま では,自 然 科 学(理 科 、 敦 学 な ど)に 対 す る考

え方 や 態度 をみ る ため の もの で す。 各 問 に対 して適 当 な もの を、 ア ～ オ、

カ～ コ、 サ～ ソの 中 か ら一つ だ け選 び な さい。

(2i)以 前 には 宗教 家 や政 治 家 や 商人 な どアマ チ ュ ア の人 ぴ とが 重要 な科 学

上 の発 見 をす る こと も あ りま した が、 今 日で は そ う した こ とは少 な くな

りま した。 そ の珪 由 と して畏 も適 当 な もの は どれ です か。

サ.他 の職 業 の人 ぴ とは以 前 の よ うに 科 学 に興 味 を もた な くなっ た

か ら。

シ.今 日で は 、科 学 の研 究 に は 多年 に わ た る専 門的 な勉 強 や 訓練 が

必要 だか ら。

ス.重 要 な発 見 には 、 今8で は 科学 者 しか使 え な い よ う な高価 な設

備 を必 要 とす ろか ら。

セ.今 日の重 要 な発 見 に必 要 な能力 は 、 科 学者 しか もっ て い ない か

ら。

ソ.今 日では 、 自分 の仕 事 が 忙 しい の で、 ア マチ ュ ア と して科 学 の

研 究 をす る よ うな暇 が ない か ら。

サ27.5シ31 .9ス17.3セ5.5ソ17 .5無0.4

(22)数 学 を何 の ため に 勉 強 してい る のだ と思 い ます か。

ア,数 学 の 大 切 な考 え方 を身 につ け るた め。

イ.歓 学 は 入 以 に 役 に立 つ か ら。

ウ.数 学 は 社会 の い ろい ろな 面 で 役 に立 つ か ら。
エ ・数 学 の投 粟 が 学 校 に あ るか ら

。

オ.そ の他 。 ・

ア17.8イ7.9ウ58.9エ9.1オ6.1無0.1

一5一

(23)電 力 の 需 要 が ふ え 、 原 子 力 発 電 が 行 わ れ る よ う に な り ま し た が 、 事 故

に よ る 放 射 能 漏 れ や 放 射 性 廃 棄 物 の 処 運 な ど の 問 題 が 表 面 化 して き ま し

た。 当 面 の 対 策 と し て 、 あ な た の 意 見 に 最 も近 い も の は ど れ で す か 。

カ. .原 子 力 発 電 は い っ さ い 禁 止 し、 電 力 は 他 の エ ネ ル ギ ー 源 で まか

な え る 分 だ け と す る。

キ.他 の エ ネ ル ギ ー 源 を総 勤 員 し、 そ れ で も不 足 す る 分 だ け 原 子 力

発 電 を許 可 す る 。

ク.原 子 力 発 電 所 の 数 を現 状 く らい に し て お き、 電 力 需 要 が 増 え て

も 原 子 力 発 電 所 は こ れ 以 上 増 や さ な い 。

ケ.原 子 力 発 電 の 割 合 を 現 状 く ら い に し て お き、 電 力 需 要 が 増 え た

ら 原 子 力 発 電 所 も増 や す 。

コ .火 力 発 電 な ど に よ る環 境 問 題 を大 き く し な い た め に も、 原 子 力

発 電 は 今 後 の エ ネ ル ギ ー 源 の 主 力 と し て も っ と 開 発 を 急 ぐ。

カ11.9キ30,9ク29.5ケ9.6コ18.0無0,2

(24)珪 科 で は い ろ い ろ な 理 論 や 法 則 が 出 て き ま す が 、 この 理 論 や 法 則 に つ

い て 、 あ な た が 最 も 大 切 だ と 思 う も の は どれ で す か 。

サ.理 諭 や 法 則 を で き る だ け た く さ ん 覚 え る こ と 。

シ.珪 諭 や 法 則 を使 っ て た く さ ん の 問 題 を解 き 、 理 治 や 法 則 に な れ

る こ と。

ス.そ れ ぞ れ の 理 塗 や 法 則 が ど う や っ て 出 て き た の か 、 珪 由 を知 る

こ と 。

セ.理 論 や 法 則 を 忘 れ て も、 ど こ を 調 べ れ ば よ い か を 知 っ て い る こ

と。

ソ.運 治 や 法 則 を 忘 れ て も、 自分 で 導 き 出 せ る よ う に す る こ と。

サ9.7シ37.2ス26.9セ6.3ソ19.8無0.1

(25)次 の 数 学.の 問 題 を 、 自 由 な 方 法 で 解 い て よ い と 言 わ れ ま し た。 あ な た

は 、 ど ん な方 法 で 解 き ま す か 。

「4つ の コ ッ プ が あ り、 そ れ ぞ れ0.85リ ッ トル 、0.97リ ッ トル 、IJ5

リ ッ トル 、0.?1リ ッ トル の 水 が 入 っ て い る。4つ の コ ッ プ の 水 を、4

リ ッ トル 入 の ヤ カ ン に 入 れ る こ と は で き る か 。 」

ア.筆 算 で 計 算 を す る。

イ.暗 算 で 計 算 を す る 。

ウ.電 卓 で 計 算 をす る。

エ .そ ろ ば ん で 計 算 を す る。

オ.お よ そ の 数 て 考 え る 。

ア54.9イ16.2ウ144エ2.4オ11.9無0.2
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(26)あ る 天 文学者 が金 星 に植 物 が 生 え てい る証拠 を見つ け た と帳 告 し ま し

た。 科 学者 た ちが この 穀 告 を重 要 な証 拠 と して纒 め る のは どの場 合 で す

か。

カ.そ の人 とは全 く別 に行 な っ た観 寮 で も、 ま た この ことが確 認 さ

れ た とき。

キ.そ の 人 が植 物 の種 類 や植 物 存 在 の理 由 を は っ き り示 してい る と

き。

ク.天 文学 会 が、 そ の観 寮 は正 しい と保 証 した と き。

ケ.金 星 には 酸 素 が あ る とい うこ とがわ か っ た と き。

コ.そ の天 文 学 者 が、 同 時 に著 名 な生 物 学者 で もあ る と き。

カ27.5キ34.2ク13.5ケ21.7コ2.9無0.1

(27)現 在 日本 では 乗 用車 や トラッ ク な ど臼勤 車 が 年 々増 え、 排 気 ガス で 大

気が よ ごれ、 光化 学 ス モ ッグ な どの原 因 に な って い ます 。 また、 年 間1

万 人 の 死 亡者 を 出す 交 通事 故 も問 題 とな っ てい ます。 これ に対 して 、 あ

な たの 慧 見 に景 も近 い と思 う もの は どれ です か。

サ.自 勤 車 な どは い っ さい 使 わ ず、 昔 の生 活 に も どる。

シ.生 活 に ど う して も必 要 な車(救 急 車、 公 共 車、 生 活 物 資運 ば ん

車 等)以 タト仁宝使 わ な㌧、o

ス.現 状 は が まん す るが、 技 術 革新 を急 ぎ、 排 気 ガ ス が少 な く、 事

故 に対 す る安 全 性 の 高 い車 をつ くる。 その こ とに よ っ て車 の値 段

な どが 高 くな るの は や む を えない 。

セ.現 状 く らいが よ い。

ソ.車 は 現代 社 会 の 必 需品 で あ り、 非 常 に人 閥 の 役 に立 っ てい ろ の

で 、 車 が増 え る こ とで、 排 気 ガス で 大 気が よ ごれ、 交 通 事 故 が増

え るの は あ る程度 しかた が な い。

サ3.2シ13,2ス64.4セ10.7ソ8.4無0.1

(28)友 だ ちが 黒板 で図形 の証 明問 題 を解 きま した。

途 中 まで は あ っ てい ま したが、 最 後 の と ころ て ま ちが って しま い ま し

た。 あ なた は この解 答 につ い て ど う思 い ます か。

ア.非 常 に お し い 解 答 だ 。 考 え 方 は.あ っ て い る の だ か ら90点 く ら

い だ と 思 う。

イ.途 中 ま で は あ っ て い る の で 、70点 く ら い だ と 思 δ 。

ウ.途 中 ま で は あ っ て い る の で 、50点 く ら い だ と 思 う 。

エ.途 中 ま で は あ っ て い る の で 、30点 く ら い だ と 思 う 。

オ.証 明 問 題 は た と え1か 所 で も ま ち が っ た ら0点 だ と 思 う 。

ア33.5イ23.3ウ12.2エ4.2オ26.7無0 .1

(29)あ な た の 考 え る 、 科 学 の 研 完 の 主 要 な 目 的 は ど れ で す か 。

カ.自 然 界 に お け る 絶 対 的 な 真 理 を 見 い 出 す こ と 。

キ.自 然 現 象 を 、 原 理 や 珪 沿 を 使 っ て 考 察 し た り説 明 し た りす る こ

と 。

ク.自 然 界 に つ い て 、 で き る だ け 多 く の 事 実 を 発 見 し た り、 収 集 し

た り、 分 析 し た り す る こ と。

ケ.世 界 の 人 び と に 、 よ り幸 福 な 生 活 が で き る よ う な手 段 を 与 え る

こ と。

コ.世 界 を よ り技 術 的 に 進 歩 させ る こ と。

カ12.4キ12.0ク25.7ケ37.3コ12.4無0.1

(30)理 科 を 勉 強 し て い る珪 由 と し て 、 あ な た が 最 も 主 要 だ と考 え て い る も

の を 選 び な さ い 。

サ.科 学 の 考 え方 を知 る こ とが大 切 だ か ら。

シ.科 学 は 、 社会 の い ろい ろ な面 で 役 に立 つ か ら。

ス.理 科 を勉 強 す る と、 考 え るカ が つ くか ら。

セ.理 科 の 学 習 が試 験 に必要 だか ら。

ソ.理 科 の授 業:があ るか ら。

サ39.4シ30.6ス1L6セ7。8ソ10.4無02
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(31)A店 で販 売 してい た 宝 く じて、 これ まで1回 だ け1等 が で ま した。B

店 で販 売 してい た宝 く じは 、 まだ1度 も;等 が で た こ とが あ りませ ん。

もしあ なた が宝 く じを買 うと した ら、 あ な たの 考 え に最 も近 いの は どれ

です か。

ア.1度 あ ろこ とは また あ る と考 え られ るの で 、A店 で 買 う。

イ.B店 は まだ1度 も1等 が で て ない の で、B店 で は買 わ ない。

ウ.A店 は1回 でB店 は0回 で、 違 い は ほ とん ど ないの で 、 どち ら

で買 って もよい 。

エ.A店 は1回 でB店 は0回 で、1回 確 か に違 うの で、A店 で買 う。

オ.な ん と もい え ない。

ア23.5イ4.6ウ35.8エ5.6オ30.4無0.2

(32)臓 器 移 植(欠 陥 の あ る心臓 や肝 臓 な ど を健 康 な もの と取 り替 え る手 術)

はい ま まで 助 か らなか った 人 々 を救 う最終 手 段 と して脚 光 を浴 び て き ま

した。 しか し、 その 多 くの場 合 、心 臓 は 勤 い てい るが 膳死(脳 は死 ん で

い る)状 態 に あ る人 か ら、 臓 器(心 臓 や 肝臓 な ど)を も らわ なけ れば な り

ませ ん(臓 器 をあげ た人 は体 も死 ん で し まい ます)。 日本で も臓 器移 値 と

勝 死 の 問 題 が議 諭 され てい ます が、 あ なた の意 見 は 次 の どれ に 最 も近 い

です か 。'

カ.脳 死 とは 関係 な く、臓 器 移植 は い っ さい誌 め ない。

キ.脳 死 は 認 め ず、 他 人 の死 とは 関係 の ない 腎臓 な どの移 植 の み認

め る。

ク.現 状 で は膳 死 は 誌 めず 、 他人 の 死 とは 関係 の ない移 植 の み認 め

るが 、人 工 臓 器 に よ る移 植 の研 究 を促 進 し、 多額 の研 究 費 を 出す 。

ケ.現 状 で は脳 死 を認 め、臓 器移 植 も認 め るが 、 人工 臓 器 に よ る移
'植 の研 究 を促 進 し

、 多額 の研 究 費 を出す 。

コ.未 解 決 の 問題 が 多い 人工 臓 器 の 移植 よ り も、 脳 死 を認 め て臓 器

移 植 を推 進.して い く。

カ7.4キ17.6ク16 .3ケ28.4.コ29.8無0.5

無一9一

●

(33)理 科 の 実 験 で 、

ら ど う し ま す か 。

目新 しい 実験 器具 を使 うこ とに な りま した。 あ なた な

サ.初 め て 見 る実 験 器 具 に は興 味 が あ るの で 進ん で 使 っ てみ る。

シ.興 味 は あ ろが 佼 い 方 に 自信 が な いの で、 友 達 が 実験 す るの を見

てか ら自分 で佼 っ てみ る。

ス.興 味は あ るが 、 自分 では 使 わ ず友 達 が使 うの を見 てい る。

セ.新 しい実 験 器 具 とい っ て も特 別 興 味 は ない が、 自分 で も使 っ て

み る。

ソ.新 しい 実験 器具 とい って も特 別 興 味 は な く、 友 違 が 実験 す るの

を見 てい る。

サ46.7シ28.1ス6.2セ12.9ソ6.0無0.2

(34)こ れ か らの社 会 では 、 コ ンピ ュー タが さ らに 広 く使 わ れ る よ うに な る

と言 わ れ て い ます 。 コ ン ピュー タ と敦学 の勉 強 との 関係 につ い て ど う思

い ます か。

ア.計 算 力 が 落 ち る か ら 、 コ ン ピ ュ ー タは 佼 わ な い 方 が よ い 。

イ.ど ん な 問 題 を 解 く と き に も 、 コ ン ピ ュ ー タ を 使 っ た 方 が よ い 。

ウ.複 雑 な問 題 を 解 く と き に 、 と き ど き は コ ン ピ ュ ー タ を 使 っ た 方

が よ い 。

エ .複 雑 な 問 題 を 解 く と き に 、 どん ど ん コ ン ピ ュ ー タ を 使 っ た 方 が

よ い 。

オ.数 学 の 勉 強 と コ ン ピ ュ ー タ は 関 係 が な い 。

ア13.1イ6.0ウ48.7エ15.6オ16.5無0 .2

(35)現 代 の 科 学 者 は 、 昔 の 科 学 者 よ り、 も っ と複 雑 な 問 題 を解 明 す る こ と

が で き ま す が 、 そ の 珪 由 と して 最 も適 当 な もの は ど れ で す か
。

カ.現 代 の科 学 者 は 昔 の科 学者 が 考 え た こ との 多 くが 誤 りで あ る こ

と を知 っ てい るか ら。

キ.現 代 の科 学 者 は 昔 の科 学 者 よ り、 もっと想 像 力 に 奮ん で い るか

ら。

ク.現 代 の科 学者 は 昔の 科 学者 の 考 え や発 見 の上 に た っ て仕事 が で

きるか ら。

ケ.現 代 の科 学 者 は 菅 の科 学 者 よ り、 珪 解 力が す ぐれ て い うか ら。

コ.現 代 の 科 学者 は 昔 の科 学 者 よ り、 よ い教 育 を受 け て い るか ら。

カ7.8キ149ク48.7ケ10 .7コ17.6無0.3
-io一



2.高 等学校生徒謂査

高等学校生徒 に対す る調査項 目およ び項 目ごとの反応率 を次 に示す。

調査B 画
sAトsq

理 科 問 題

一高等学校2年 生用一

国立教育研究所

注 窒

① 印 刷 が は っ き り し な く て 読 み に く い と こ ろ が あ っ た ら、 だ ま っ

て 手 を あ げ な さ い 。

② 答 え は 、 ア ～ オ(カ ～ コ ま た`註 サ ～ ソ)の 中 か ら一 つ を選 ん で 、

紫 色 の マ ー ク カ ー ドの う ら の 問 題 の(1)か ら(20)の ア ～ オ(カ ～

コ ま た は サ ～ ソ)を ぬ り つ ぶ し な さ い 。

2年 組 番(男 ・女)

氏名

複 製 を禁 ずる

一20s一



(1)チ ャ イム を作 ろ うと思 って、長 い金 属管 か ら、 下の 図の よ うに、長 さ

の異 なる管 を4つ 切 り敢 り、 つ り下げ た。 これ らあ管 をたた くと、 どれ

が最 も低 い音 を出す か。

A6

(4)宇 宙 船 が地 球 か ら月に着 くまで、 どれ くらい時間 がか か るか。 次 の中

か ら還 べ。

ア.5～6時 間

工.半 年

イ.2～3日

オ.2～3年

ウ.1か 月

地学 知 識 ア18.6イ48.2ウ2Llエ7,9オ4.1無0.1

ア.A

イ.B

ウ.上 の 方 を た た く とA、 下 の 方 を た た くとB

エ.上 の 方 を た た く とB、 下 の 方 をた た くとA

オ 。 どれ も 弱 く た た く と低 く鳴 る。

物 理 知識 ヱ71.3イ21.8ウ3.4エ2.6オ0.9無0.O

(5)次 の図 で、水 は これ以上 びん の 中へ入 ってい かない。 その理 由 は下の

カ～ コの 中の どれか。

水

コ ムせん

l

r
O刈

i

(2)鉄 粉 と硫黄 の混合 物 を加 熱 した とき、 反応 してで き るものは、 次 の中

の どれ か。

カ.一 つ の 元素(単 体)

キ.別 の二 つの元 素(単 体)

ク.溶 液

ケ.合 金

コ.化 合 物

化学 知.識 力5.5キ4.0ク 1」 ケ2.6コ86.5無O.0

(3)生 まれて くる子 が男性 に な るか女 性 にな るか を決 定 す る景初 の ものは、

次 の 中の どれ か。

,

生物 知識

サ.覇 子 の 中のDNA

シ.騨 の中 のDNA

ス.稽 子 の 中のRNA'

セ.卯 の中 のRNA

ソ.稽 子 と卵 の両方 の中のDNAとRNA

サ30.1シ8.2ス8.0セ3.1ソ50.4無O.1

ガラス野 び ん

カ.空 気 が水 よ り強 く押 して い る。

キ.空 気の 方が 水よ り重 い。

ク.水 がλ うに は中の 空気 を追 い出 さ なければ な らない。

ケ.ガ ラス管 が細 す ぎる。 騙

コ.水 の質量 が空 気の質 量 よ り大 きい。

物理 理解 力33.0キ4.0ク55.9ケL2コ5.8無0.1

●

一1一 一z一



高 理科

(6)鉄 の麺 にペ ンキ をぬ る と鉄が さび`・く くな る・ その理 由は・ 次 の中

の どれ か。

サ.窒 素 が鉄 とふれ るの をふ せ ぐか ら。

シ.ベ ンキが鉄 とむす びつい て、 ち がった物 に な るか ら。

ス。二酸化 炭 素が鉄 とふ れ るの をふ せ ぐか ら。

セ.鉄 の表面 を なめ らかにす るか ら。

ソ.酸 素 や水 分が鉄 とふれ るの をふ せ ぐか ら。

化学 理解 サ4.6シ2.4ス6.6セ0.9∠85.4無0.0

(9)小 石 を斜め上 向 き45度 の 角度 に投げ た。 その小 石 が最 高点 に逐 した時、

次の どん な状 態に な ってい るか。

サ.加 速度 が0で あ る。,

シ.加 遷度 は量小 、 ただ し0で`4な い。

ス.全 力 学的 エ ネルギ ーが最 大 であ る。

セ.位 置 エ ネルギ ーが最 小 であ る。 、

ソ.運 動 エ ネルギ ーが量 小 であ る。

物理 応 用 サ23.2シ16.8ス8.6セ10.0ソ41.3無0.2

i

さ
Oo

l

(7)花 に種子 がで きない のは、 一般 に次 の どの船 か・

こん

ア.昆 虫が来 ない と き。

イ。夏で な㌔・ときo

ウ.よ い土 に成 長 してい る植物 で ない とき。

エ.み つ を生 じない と き。

オ.適 当 な花 粉 が柱頭 につ か ない と き。

生 物 理解 ア4.8イLlウ2,2エ22互89.5無0」

(8)岩 石 中 に見 出 され 碑 実 を解釈 す る とき`・は・ どの よ う媛 本 触 仮

定 に基づ いてい るか。 次 の中か ら量 も適 当な もの を選 べ。

カ.大 気 と海 洋 の組成 は、著 し く変化 してい ない。

キ.地 球 の温 度 は、地球 が 蚤初 に形 成 され た ときには今 よ りは る

か に高 かっ た。

ク.過 去 に起 きた物質 的 ・化学的 麦化 の過程 の中 には、 今 目起 こ

らない よ うな もの もあ る。

ケ.岩 石 のつ く りは、今 日それ らが つ く られ てい るの と同 じ過 程

でつ くられ た。

コ.岩 石 のつ く りは、今 日それ らがつ くられ てい るの とは全 く異

なった過程 で つ く られ た。

地学 理解 力6.0キ20.7ク31.1生32.9コ8.6無0.8

-3一

(10)空 気 中で あ る物 質 を燃 やす と、 水 と石灰 水(水 酸 化 カル シウム溶 浸)

を白濁 させ る気体 とがで きる。 この ことか ら、 次 の1、H、 皿の うち ど

れ がい え ろか。

【.炭 素 は この 初質 の成分 元素 で あ る。

n.水 素 は この 物質 の成分 元素 で あ る。

皿.酸 素 は この物 繋 の成分 元 素で あ ろ。

ア.1とHと 皿

イ.1とHだ け

ウ.【 と 皿 だ け

エ.聾 と 皿 だ け

オ.1だ け

化 学:応 用 ア8.0イ22.・1ウ40.8

一4一

エll.8オ16.8無0 .1



高理科

(の 塩化 コバ ル ト紙は 乾燥 状態 で青 色 を示 し、 水鞭 が あ ろと徐 々に ピ ン

ク色 に変わ る。 い ま、 一 辺lcロ の正 方形 の塩化 コバル ト紙3枚 をそれぞ

れ 次 のよ うに処 瑳 した。

1枚 は葉 の上 面 に、 もう 敗 は 葉の下 面 につ けて お き、残 りの 敗 は

空気 中につ る して おい た。標 準 の ピン ク色 に変 わ るまで の時 間 をはか っ

た ら、 葉の上 面の もの で9分 、 葉の下 面 の もの で12分 、 空気 中に つ る し

た ものでは18分 で あ った。

この実験結 果 だけ か ら結 諭で きるのは、 次 の中 の どれ か。

(13)下 の図 のよ うに断熱材 で包 ん だ銅 の棒 の 一端 を熱 し、 他 の端 を冷 や し

てお く。 図 のP、Q、R、Sの とこ ろに・」・さい 穴 をあけ、温 度計 をさ し

こん で、 それ ぞれ の点 での温度 が読 め るよ うに して お く。 ただ し、PQ

間の距 離はLOc厘 で あるo

この棒 の温度 は、 高 いほ うの端 か ら低 いほ うの端 へ一 様 に低 くな って

い くもので あ るが、 この と きの単位 の長 さ当た りの温度降 下(温 反 こ う

ば い)を 測 りたい。 温度 を2か 所 だけ測 るとすれ ば、下 の ア～ オの どの

組 み合 わせが景 もよいか。

温度計

i

O
㊤

1

カ.葉 の下 面 には、よ.面よ り多 くの気孔 が あ る。

キ.葉 の 下面 か らは、水 蒸 気が 出てい ない。

ク.葉 の上面 か らは、下 面 よ り一 定時 間 に 多 くの水 蒸気 が 出 る。

ケ.葉 の上 面か らも下 面 か らも、 同 じ割合 で水 蒸気 が出 る。

コ.葉 の上 面 には気孔 が ない。

生物 応 用 力27.3キ4.8ク57、4ケ{.3コ6.2無0ユ

(12)図iは 、金 星 と地球 が太陽 の まわ りを公転 して い るよ うす を示 した も

の であ る。Aの 位 置 にあ る地 球 か ら金 星 を見 た ら図2の よ うに 見 えた。

この と きの金 星の位 置 は、 サ～ ソの どれか。

蒙

↓

聖 R

冷

水

S

ウ.PとS

銅の捧

断熱材

面 管

シ

も

サ 金星

ゑ 一

ス セ

A

地球

ソ

図2

地 学 応 用 サ4.4シ31.5ス41.9セ2.3ソ19.9無G・1

物理 高次

ア.PとQ

エ.QとS

ア30.9イ

イ.PとR

オ.RとS

lO.6ウ39.9 エ102オ7 .9無O.・1

(14)穀 物 粒 の山は 火 をつけ ると非常 に ゆっ くりと燃 えるが、 空気 中に舞 い

上 が っ た穀 物粉 に火 をつ ける と爆 喬す る こ とが あ る。 その理 由 と して最

も適 当 なものは どれ か。

カ.細 か い粒が燃 えろ ときに出す 熱は 、同 じもので も六 きい粒 が

爆 える と きに 出す熱 よ りも大 きい。

キ.勧 かい 粒ほ ど もってい るエネ ルギ ーが大 き くな る。

ク.澱 物 を粉 にす ると、 その化 学成 分 が麦 わ る。

ケ.量 が同 じであれ ば粒 を細 か くす るほ ど空 気にふ れ る総 表 面積

が大 き くなる。

コ.粉 は 完全 に燃 えるが、粒 の 山は完 全 には燃 え ない。

一5一

化学 高次 力7.Oキ7.1 ク&6ケ69.9コ7.0無0,4

-b一
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高 埋科

(15)い ろい ろな植 物 の器 官 を同体積 の 密封 され た容器 の中 に入れ 、 いろい

ろ な条件 下 で、 これ らの櫨物 器 官が呼 吸す る二 酸化炭 素(CO2)の 量 を

測 定 した とこ ろ、 次の よ うで あっ た。

容器

i

2

3

4

5

6

穣 物 器官 櫨物器官の 光の色 温度 経 過 日数CO2の 吸収

体積(c国3)(℃)(日)量(c93)

テ ンニンカ 葉

テ ンニンカ 葉

テ ンニンカ 茎

カ シ 根

カ シ 葉

カ シ 葉

ioo

ioa

ioa

100

ioO

iaa

赤 色15

赤 色27

青 色21

青 色27

だいだい色27

だいだい色27

z

2

2

3

2

3

iso

zoo

so

O

ioo

l50

[注]他 の実験条件は、すぺ ての容器 について同一 であろ。

このデー タを もとに して、1日 に消費 したCO2の 量 を比較 す る ことが

意味 のあ るのは、 次 の中 の どれ か。

サ.テ ンニ ンカの葉 につ い て、15℃ の場 合 と27℃ の場合 の 比較 。

シ.テ ンニ ンカの 茎の場 合 と葉の場 合 の比較。

ス.テ ンニ ンカの 茎に つい て、赤 い色 の光 の場含 とだい だい色 の

光の場合 の 比較。

セ.カ シの葉 につ い て、 だい だい色の 光の 場合 と青 い色 の光の場

合 の比較 。

ソ.カ シの葉 につ い て、15℃ の場 合 と27℃ の場 合の比 較。

生物 高 次 サ46.8シ15.bス9.5セ20.9ソ6.6無0.7

帰

(16)下 の 図は、 あ る地 域の地 表で の水 系 を表 した図 であ る。 この地域 につ

い ての貴 も可能 性 が高い地 質構 造 と地 衰面 を示 してい るX-Y断 面 は、

次 の中の どれ か。 、

敷6蟹r・.'曹.x
T一 一 一 一 アXY

X

乙ヒ猛

Y
イ X

翼E.

Y

ウ

一一一

.一舅Y

工 其

,襲._、.;

Y

地学 高 次Z48.1イ2L6

オ 瓦.

ウ8.0工IL8オ 1α0無0.6

Y

(17)下 の図 は四 つの塙子P、Q、R、Sを もっ た箱 であ る。 この端子 の間

の 電気抵抗 を測 った ところ、 次 のよ う な結 果 に なった。

結果(1)PQの 間 には、 ある大 きさの抵 抗が あ った。

(2)PRの 閥の抵 抗 は、PQの 間の抵 抗 の2倍 で あっ た。

(3)QSの 間に は抵抗 が なか った。

箱 の申 の回路 は、 右の図 の中 のどれ と考 え られ るか。 ただ し、 図 の中

の それ ぞれ の抵抗 の大 きさはいず れ も等 しい もの とす る。

醜 厘
力

,工 二
キ

:コ〔:
ケ

匡
国

コ

ク.

物 理 実 験 力5.4キ ・5.6ク7.3ケ67.8コ13.1無 〔1.5

_只_



高 理 科

(18)あ る 実 験 で フ ッ 化 ス ズ(H)のo.OlOgo1/2溶 液250超 が 必 要 に な っ た。

フ ッ 化 ス ズ(且)は 水 に 湾 け、 そ の1皿oiは157gで あ る。 利 用 で き ろ 器 具

と し て は、250超 の メス フ ラ ス コ、10自2の ピ ベ ッ ト、 愚 度0.01gの てん

び ん 、400超 の ビ ー カー が あ る 。

必 要 な フ ッ化 ス ズ(D)の 質 量 を正 確 に 測 っ た 後 、 次 の う ち の どん な 操

作 を し た らよ い か 。.

サ.ビ ー カ ー の 中 に フ ッ 化 ス ズ(H)を 人 れ 、 次 に メ ス フ ラ ス コ を

使 っ て 正 確 に 水250超 を加 え る。

シ.ビ ー カ ー の 中 に フ ッ 化 ス ズ(n)を 入 れ 、 次 に 水 を ピ ペ ッ トを

使 っ て 正 確 に10魂 ず つ 、25回 加 え る。

ス.メ ス フ ラ ス コ に フ ッ 化 ス ズ(n)を λ れ 、250認 よ り少 な い 水

で 溶 か し、 次 に250醍 の 目盛 り まで 水 を加 え ろ。

セ.ビ ー カ ー と て ん び ん を用 い て正 確 に 水250gを 測 り、 次 に フ ッ

化 ス ズ(n)を そ の 中 に 加 え る。

ソ.ビ ー カ ー の 中 で、 フ ッ化 ス ズ(H)を250観 以 上 の 水 に ♪・れ て

藩 か す 。 次 に そ の 溶 液 を メ ス フ ラ ス コ の250魂 の 圏盛 り ま で 入

れ る。

化 学 実 験 サ14,7シ.17.9ス39.2セ1・L3「 ソ12.5無L5

(20)あ る哨 れ た 日に、 図1の よ うな観 測 用具 を使 い、棒 のかげ の方 向 と長

さをはか って記 録 した とこ ろ、 図2の よ うにな った。

かげの記 録 が図2の ① の と き、太 陽は どの方向 に見 え るか。

ぞ

図,

e

カ.西 キ.南 西

ぽう

1

図2

ク.南 ケ.南 東 コ.東

地学 実験 力7.1±6&5ク62ケ1L2コ6.6無0.5

1

二
一

1

(19)次 の図 は、勤 物の呼 吸 で二酸 化炭 素が 出 るこ とを調べ るた めの装 置 を

示 した もので あ る。

転が欝
はいるA

・ ●

聖気 ポンプ
につ な ぐ

B C D

Aの 却分 には 空気 か ら二酸 化 炭素 を と りの ぞ く物 質が入 ってお り、B

とDの 容器 に は、二酸 化炭 素 が通 った場合 に 目で見 え る変化が起 こる液

体.が入 ってい る。

動 物 をλ れ ろ容 器Cが 、次 の どの よ うな場合 で あ ると きに最 も早 く結

呆 がわか るか6

ア。容器 が小 さい と き。

イ.容 器 が大 きい と き。

ウ.容 器 を明 るい 光の下 に おい たと き。

エ.容 器 を黒 い布 でお おった とき。

オ.容 器 の中 にぬれ た綿 を入 れ て中の空 気 を湿 らせて おい た とき。

生物 実験 ア65.9イ5 .3ウ8.3エ8.5オU.2撫0.7
一 》一

一10一



調査A 厘 徽 高

SAM-MATH

数 学 問 題

一高等学校2年 生用 一

国立教育研究所

團
① 印 刷 が は っ き り し な くて 読 み に く い と こ ろ が あ っ た ら 、 だ ま っ

て 手 を あ げ な さ い 。

② 答 え は 、 ア ～ オ(カ ～ コ ま た は サ ～ ソ)の 中 か ら … っ を 選 ん で 、

緑 色 の マ ー ク カ ー ドの う ら の 問 題 の(Dか ら(20)の ア ～ オ(カ

～ コ ま た は サ ～ ソ)を ぬ り っ ぶ し な さ い 。

2年 組 番(男 ・女)

氏名

複製を禁ずる

一112一
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高 数 学:

(1)

幾何 応 用

(2)

C

A3

α匹

,L一 噂噂 一
,'
ノ3㎝

B3㎝

ア.三 角 形 イ.四 角 形

オ.ア か らエ の ど れ で もな い

ア25.2イ65.5ウ4.5

左の 図の 立方 体を 図の 中の3点

A,B,Cを 通 る平面 で切 った とき

で きる切 り口 は、 どの よ うな図形 か。

ウ.五 角 形 エ.六 角 形

エL7オ3.G無(1ユ

第1列1

第2列1-1

第3列1-1十1

第4列1-1十1-1

第5ヲ 噂1-1十1-1十1

,ggo● ● ● ● ■ ○ 層 ● ● ●

と続 いて いる。

第50列 の和 は、 い くらと考 え られ るか。

カ.0キ.1ク.2ケ.25コ.30

解 析 分 析 力66.9キ20.5ク2.Qケ9.0コL7無0.0

(3)つ ぎ の サ か ら ソ の 文 の 中 で 、2っ の こ と が らが 起 こ る 割 合 が 等 し い の

は ど れ か 。

サ.2枚 の硬 貨 を同時 に投 げ た とき、2枚 と も表が で る ことと 、1枚 は

表で1枚 は裏が で る こと。

シ.画 び 轟うを投 げ た とき、 針が 上 を向 くこと と、針が 下 を向 くこと。

ス・ さい ころを投 げ たとき 、偶 数 の 目がで るこ とと、1の 目がで るこ と。

セ.一 縄 の ト ラ ンプ を よ く切 っ て1枚 を ひ い た と き 、 ダ イ ヤ の カ ー ドが

で る こ と と 、 ス ペ ー ドの カ ー ドが で る こ と。

ソ.9月 の 天 気 で 、 雨 が 降 る こ と と 、 塀 れ る こ と。

確 統 応,"サ[似 シ28 .7ス4 .5セ44 .4ソL5無1.8

一i一

(4)つ ぎの 証 明 の 中 に、 まち が い が あ る とす るな らば 、最 初 に まち が え た

の は ど こか 。

(証 明)L>0{n

だ か ら2>1②

だ か ら2×(一1)〉 正 ×(一1)(鋤

よ っ て 一2>一1(4)

答 え は,次 の 中 か ら え ら べ 。

ア.(D行 目 イ.〔2)行 目 ウ.{31行 目 工.〔4〕 行 目

オ 、 ア ～ エ の ど れ で も な い 。 こ の 証 明 に ま ち が い は な い 。

代 数 分 析 ア2.1イ 皇9.6皇64.7エ11.9オ .し6無O.1

(5)125の20%は い く ら に な る か 。

カ 。6.25キ.12.50ク.15ケ.25コ.50

解 析 計 算 力7.9キ2.3ク3.9ケ841ゴL6無O.1

(6)駕y31で あ っ て 、xは0よ り大 き い 。 こ の と き 、 つ ぎ の ど れ が 正 し

い か 。

サ.τ が1よ り 大 き い と き,ン は 負 で あ る 。

シ.オ が1よ り 大 き い と き,yは1よ り 大 き い 。

ス.xが1よ り 小 さ い と き.yは1よ り 小 さ い 。

セ.1が 増 加 す る に し た が っ て,yも 増 加 す る 。

ソ.竃 が 増 加 す る に し た が っ て,yは 減 少 す る 。

解 所 理 解 サ5.3シ10、2ス13 .9セ10.4ソ59.8無0.3

一2一
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高 数学

(Dあ る学 校 の 売店 で は牛 乳 や ジ ー ・ な どの 飲 物 を何 種 頬 も売 って い る・

そ の 中の ・ス 。 。シ 副 とい う ジ ・一 ・ カ・い ちば ん 好 か れ て い るか ど つ

か を 知 り た い と思 う。 つ ぎの う ちの ど の 調べ 方 が 一 番 よ い と 思 うか 。

ア.く ず か ご の 中 の 「ス ロ ッ シ ュ 」 の あ き び ん の 数 を 調 べ る 。

イ.先 月 「ス ロ ッ シ ュ 」 を 何 ぽ ん 注 文 し た か を 売 店 の 係 の 人 に た ず ね

る 。

ウ.友 だ ち に 、 「ス ロ ッ シ ュ 」 は も っ と も好 き な 飲 物 と 思 う か ど う か

を き く。

エ,飲 物 を 配 達 す る トラ ッ ク の 運 転 手 に 「ス ロ ッ シ ュ 」 に っ い て き く 。

オ.一 週 間 に わ た っ て 学 校 で の 飲 物 の 売 り あ げ 記 録 を 種 類 ご と に 誕 べ

る 。

確 統 理 解 ア2.0イ7.3ウ3.0エL3ユ86.3無0.1

(8)複 素 数(1+盛)3に 等 し い も の は 、 次 の ど れ か 。

カ.0

ケ.1+葛

代 数 計 算 力8.3

一

(9)ベ ク ト ル α=

サ'(一4
-z)

セ・(1)

代 数 」†算

(10)

ア.

工

代数 理解

キ.2

コ.2+2↓

キ3。1ク70.3ケ

(1)・・施(1

シ.

'ノ
.

14/

(5)

ク,2乞

b.OコIL7無0,1

)・ 差茜 ・・… れか・

ス'e
、)

サ3.2シ64コ ス22,1セ 招'ノ3,9無1・4

謳 は ・ どの 範 囲 に あ るか・

4と5の 間.イ.5と6の 間

7と8の 間 オ,8と9の 間

ア3.0イ23.0ウ10.3エ5,7

ウ.6と7の 間

オ57.8翔 匪U.2

一3一

(11)

・

●

0

y

P
●

E
●

3.

●

X

左 の 図 で 点Pは 原点0を 中 心 と

した 半 径1の 円 周上 を動 くと し、

さ らに0とPを 通 る直 線 を4と す

る 。

(碗,π)(た だ し 飯,孔 は整 数)

の 形 を.した 点 を 格子 点 と呼 ぶ と き,

.っぎの 文 章 の うち で正 しい もの は

ど れ か。

た だ し原点(0,0)は 以 下 の

カ ～ コの 格 子点 に は いれ な い こ と

と す る。

カ,多 はPの 位 置 に関 係 な く少 な くと も1っ の 格 子 点 を通 る。

キ,4が1つ の 格子 点 も通 ら な いPの 位 置 は 高 々 有 限 個 にす ぎ な い。

ク.4がLつ の格 子 点 も還 ら な いPの 位 置 は 無 限 個 あ る。

ケ.ル はPの 位 置 に関 係 な く無 限 個 の 格 子 点 を 通 る。

コ,カ ～ ケ の ど れ も正 しく な い。

代数 応用 力16.8キ13.9ク34.6ケ23」 コ9.8無L5

(12)

・ 、1多 ・

C
6/5
His

D

上 の 図 で 、 直 線AB,CDは 平 行 で あ る 。2つ の 角 の 和 が180。 に な る

の を 、 次 の 中 か ら え ら べ 。

サ.∠1と ∠3シ.∠4と ∠6

セ.∠2と ∠7ソ.∠1と ∠8

幾 何 理 解 サ2.9シ δ4.9ス3.1セ

ス 、 ∠2と ∠5

.・一.1ソ4 .1無0.5

一4一
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高 数 字

(13)Pは π に つ い て の 展 次 の 多 項 式 、Qはxに つ い て の π 次 の 多 項 式

で 、 兀 く 飛 と す る 。 多 項 式P+Qの 次 数 は 、 っ ぎ の ど れ か 。

ア ・ 夙 イ .π ウ.駿 十 π 工 ,履_π

オ.寵 配

代 数 理 解 ヱ29・4イL5ウ3&6エ17 .3オ9.1無Lt

(14)直 交 座 標 に お い て 、 点(0,一5)を 通 り 、 直 線 ッ=2エ+3に 平 行

な 直 線 の 方 程 式 は 、 っ ぎ の ど れ か 。

カ.z+2y+5署0

ク.2κ →一3取 一5

コ.2エ.+y・ ←5=・0

幾 何 応 用 力5.5キ60 .0ク13,5

<15)

キ 。2エ ーy-5=0

ケ,2x-5y一 ト3騙0

ケ1L9コ&3無 ⑪.8

n

一i

一1

1

3

z

5

4

9

上 の 表 につ い て 、履.箆 の関 係 を あ らわ して い る 等式 は 、つ ぎの う

ちの どれ か

サ ・ 配=皿 シ ,π 冨3肌

ス ・ 鷺 富 覗2+1セ
.π 畷2+1

ソ.死=2皿 十1

榊 〒 馴 サL7・3 ・2・5,7セ8 .7.79 .911旧}.8

(16)?ぼ の 中 に5つ の 黒 玉 と1つ の 赤 玉 が は い ・ て い る
.そ の 中 か ら1っ .

の 玉 を か っ て に 取 り だ す と き
、 赤 玉 を 取 る 確 率 は 、 っ ぎ の ど れ か 。

… イ情'・ 忌 .・書 ・一
職 謙 ア 軌8エ83 ・3・12 .3エa、 オL。 無 。

.、

命

一5一

(.け)5回 の ゲ ー ム を 行 っ た 。 あ る チ ー ム は1ゲ ー ム に つ き 平 均3点 の 得 点

を あ げ て い た 。 そ の チ ー ム の5回 の ゲ ー ム で の 総 得 点 は 、 つ ぎ の ど れ か,

・・ 書 点 ・・ 書 ・ … 点 … 点 ・.15点

確 統 計 算 ・5・3キ3
.5・2,7・2 .1三85.8無 。.5

(18)R

0 4

S

上 の 図 に お い て0は 円 の 申 心 で 円周 の 長 さが24、 弧 のRsa)長 さが4

の と き、 中 心 角ROSの 大 き さは、 っ ぎの どれ に な るか 。

サ,24。 シ.

幾 何 計 算 サL6シ

0

(19)

→

了

AB

り 　や
ア.2α+3b

つ リ

エ10α 一15b

30ｰ

7.2ス

一,

c

ス,45。 セ.60。

5.5」 主二82..止 ソ2.9無

　 り や 　 ヤ

OAコ αOB富b,

ソ,90。

0.7

→

C

噂
OC=cと

す る。 点Bが 渡 線AC上 に あ って 、
→

AC竃3ABで あ る と き 、c=

や ゆ
イ.15b-10α

り リ

オ.2α 一3b

ウ

り り

3b-2α

銅 朋 ア15.3イi3 .・1250.8エ6.8オ 【0.9無2 .7

(20)'(z)富3τ6+1の と き 、 ∫(τ)の 導 関 数 は 、 っ ぎ の ど れ か 俘

カ.18竃5

ケ.3・ ×6軍5

キ,3z5+1

コ .36

.榊 〒`1'算 ユ63
.1キ[L2ク10 .1ケ6,9,

.ク,3τ5

7,0∫ 無 正.6

一6一



調査A 匝≡璽]
SAY-STU,DES

生 徒 質 問 紙1.

一高等学校2年 生用一

国立教育研究所

注 意

① こ の 調 査 で は 、 あ な た の 数 学 や 理 科 の 勉 強 な ど の こ と に つ い て

き い て い ます が 、 苓 え が 正 し い と か 、 ま ち が っ て い る と か を 調 べ

る も の で は あ り ま せ ん 。

② こ の 調 査 は 、 大 き く 二 つ に 分 か れ て い ま す 。 最 初 は あ な た の こ

と を き く 質 問 で 、 次 は 数 学 や 理 科 の 学 習 に つ い て の 質 問 で す 。

③ 印 刷 が は っ き り し な くて 読 み に くい と こ ろ が あ っ た り、 意 味 の

よ く わ か ら な い と こ ろ が あ っ た ら、 だ ま っ て 手 を あ げ な さ い 。

④ 答 え は 、 ア ～ オ(カ ～ コ ま た は サ ～ ソ)の 中 か ら 一 つ を選 ん で 、

緑 色 の マ ー ク カ ー ドの お も て の ア ～ オ(カ ～ コ ま た は サ ～ ソ)を

ぬ り つ ぶ し な さ い 。

2年 組 番(男 ・女)

氏名

複製 を禁ず る

一its一



(1)あ な た の 家 に は 、 お よ そ ど れ く らい の 本 が あ り ます か 。

ま せ ん 。)

(マ ンガ本や雑誌 はλ れ

ア.墨0葡 以 下 。

イ.毒6～30看 く ら いo

ウ.31～100穏 く ら い(本 箱 一 つ が100冊 く らい)。

エ.101～300冊 く らい 。

オ.お よ そ300轟 以 上 。

ア13.3イ28.7ウ3【.8エ182オ7,9無0.1

(2)家 の 人 は あ な た に魁 強 す る よ う に言 い ます か。

カ.勉 強 の こ と は ほ と ん ど何 も言 わ な い 。

キ.勉 強 す る よ うに と 月 に2～3回 は 言 う。

ク.勉 強 す ろ よ うに と週 に2～3回 は 盲 う。

ケ.勉 強 す る よ うに と ほ とん ど篭 日 の よ う に 言 う。

コ.よ くわ か らな いo

カ27.0キ33.0ク222ケ14.1コ3.7無0。1

1(3)あ な た は 学 習 塾 ・進 学 塾`・ 行 っ て い ます か
。(ピ ア ノ、 樋 、 習字 、 そ ろlfん 塾

難 などは入繊 せん.)

i

サ.行 っ て い な いo

シ.1遇 間 に1回 行 っ て い る。

ス.1週 間 に2回 行 っ て い る。

セ.1遇 問`二3回 行 っ て い るo

ソ.1週 両 に4回 以 上 行 っ て い る◎

サ85.7シ6.1ス5.8セ2.2ソOj薫0,0

(4)あ な た は 、 学 校 の 縄 習 投 粟 ま た は 課 タト投 叢 な ど を ど れ 《ら い 受 け ま し た か。

ア.学 校 では補 習投 業は ない。

イ.夏 体 み、冬体 み を除 いてほ とん ど毎 週受 け た。

ウ.夏 休 み、冬体 みだ け受 けた。

エ.夏 休 み、冬休 み を入れ てほ とん ど蔓 週 受け た。

オ.補 習投 業はほ とん ど受 け なか った。

ア4.9イL5ウ36」 エ5 .2オ522無0.2
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(5)あ な た は、 学 校 以 外 で ふ つ う⊥ 璽 韮旦に ど れ く らい γノr凹 沼 隅 し い ・a,〃.。u

べ て の 教 科 を合 わ せ て 答 え な さい 。 また 、 学 習 塾 ・進 学 塾 な どて'の 勉 強 時 間 も入 れ

な さ い 。)

カ 、2時 間 く らい まで 。

キ.2時 間 よ り 多い が5時 間 く らい まで 。

ク.5時 間 よ り 多い が10時 間 く ら い ま で。

ケ.10時 間 よ り 多い が20時 間 く らい ま で 。

コ.20時 間 よ り 多い 。

カ38.6キ25.0ク21.0ケ13,2コ2.2無0.1

(6)あ な た は 、 学 校 以 タトでふ つ う1週 閥 に どれ く らい の 時 間 を、 鐙 の 勉 強 に 佼 っ て

い ます か 。(学 習 塾 な ど で の 数 学 の 勉 強 時 間 も入 れ な さ い 。)

サ.0時 間 。

シ.2時 問 く らい ま で。

ス.2時 間 よ り 多 い が5時 間 く ら い ま で。

セ.5時 両 よ り 多 い が10時 間 く らい ま で。

ソ.10時 闘 よ り 多 い。

サ3L2シ43.8ス19.6セ4.5ソ0.8無0.1

(7)あ な た は 、 学 校 以 外 で ふ つ う⊥ 墨 凹 に ど れ く らい の 時 間 を、 墾 の 勉 強 に使 っ て

い ます か。(学 習 塾 な ど で の 理 科 の 勉 強 時 間 も入 れ な さ い 。)

ア.0時 閥 。

イ.2時 間 く らい ま で。

ウ.2哨 聞 よ り 多 い が5時 間 く ら い ま で。

エ.5時 両 よ り 多 い が10時 間 く らい ま で。

オ.10時 間 よ り多 い。

ア6L4イ34.5ウ3.4エ0.・1オ0.2無0 .1

(8)あ な た の 敦 坐 の 成 績 は、 他 の 歌 科 と比 べ て ど うで す か。

カ.景 も 艮 い。

キ.他 の 教 科 よ り 良 い 方 だ。

ク.他 の 教 科 に 比 べ て、 食 い と も愚 い と もい え な い。

ケ.他 の 敬 科 よ り離 い 方 だ 。

コ.景 も忌 い。

カ7.7キ22・6ク33・4ケ2しOコ15.2無0 .1
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(9)あ な た の 理 科 の 成 績 は 、 他 の 教 科 と比 べ て ど う で す か。

サ.最 も 良 い 。

シ.他 の 教 科 よ り良 い 方 だ。

ス.他 の 教 科 に 比べ て 、 良 い と も惑 い と もい え な い。

ゼ.他 の 教 科 よ り愚 い 方 だ。

ソ 。 量 も悪 い 。

サ4.2シ17.0ス43.8セ26.5ソ8.3 .照0」

(10)他 の 教 科 と 比 べ て、 塾 学 は 好 き で す か。

ア.景 も好 きだ 。

イ.他 の 敬 科 よ り好 き な方 だ。

ウ.他 の 敬 科 に 比 べ て 、 好 き と も嫌 い と もい え な い。

エ.他 の 教 科 よ り嫌 い な方 だ。

オ.景 も嫌 い だ 。

ア72イ27.3ウ29.5エ20.2オ15.6無0.1

(ll)他 の 敬 科 と 比 べ て 、 理 科 は 好 き で す か。

カ.最 も好 き だ。

キ.他 の 教 科 よ り好 き な 方 だ。1

ク.他 の 敬 科 に 比 べ て 、 好 き と も嫌 い と もい え な い。二

◎◎ ケ .他 の 教 科 よ り嫌 い な方 だ。

1 コ
.畏 も嫌 い だ 。

カ5.Oキ23.2ク38.3ケ23.0コ10.3無O.1

(12)あ な た は 、 ど こ まで 学 校 を続 け る つ も りで す か。

サ.喬 等 学 校 ま で。

シ.高 等 学 校 卒 業 後 各 種 学 舷iま た は.尋 鋒 学 校 ま で。

ス.短 期 大 学 まで 。

セ.大 学 ま で 。

ソ.大 学 院 ま で 。

サL73シ 【3.5ス9.0セ57.3ソ2.3無0.2

(13)あ な た は 、 自分 の 進 学 す る学 校 を決 め る と き に 、 どん な こ と を まず 第 一 に 考 え ま

す か 。

ア.進 学 す る つ も りは な い。

イ.将 来 つ きた い 犠 業 の こ と を考 え て 決 め る。

ウ.自 分 の成 繍 や婁 味 に よ っ て 決 め る。

エ.親 や 先 生 の す す め に 従 っ て 決 め ろ。

オ.そ の 他 の こ と を考 え て 決 め る。

ア12.7イ48.5ウ34.0エ0.5オ4.1無0 .1
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(14)あ なたはく あなたの将 来の職粟 として、 どの方 面に追 みた いですか。

カ.工 学 関 係(工 案 技 術 者 な ど)。

キ.医 学 、 藁 学 関 係(医 師 、 薬 剤 師 な ど)・ 。

ク.他 の 理 科 ・工 学 関係(科 学 ・数 学珊 究者 、理 科 ・数 学 敬 師 な ど)・

ケ.理 科 ・工 学 闘 係 以 外 。

コ.わ か ら な い 、 ま た は 、 ま だ は っ き り、し な い。

カ12.9キ7,9ク4.8ケ38.4コ35.8無0.2

(15)あ な た は、 あ な た の 将 来 の 職 業 の こ と に づ い て、 家 の 人 と話 し合 う こ と が あ り ま

す か。

サ.話 し含 うことは ほ とん どない。

シ.と きど き話 し合 う。

ス.ひ んば んに話 し合 う。

セ.家 の人 以外の人(家 庭 教師 な ど)と 話 し合 う。

ソ.よ くわ か らないo

サ19.7シ67.6ス8.2セLlソ3.2無0,2

次 の(16)、(17)の 質問は、 あ なたが将来職業 を選 ぷ とき、 どのよ うな考 えで 自分 の

職 案 を選 びた い と悪 ってい るかをたずね るもの です。 あなたの考 えは下 の① ② の どち らに

近い と思 い ます かoあ ては まる もの を選 び なさいo

(ie)

①[経 済的 にめ ぐまれ な くて も、世 の中の ために な る職 業 につ きたい。]

②[世 の中 のため にな るとい うことよ り も、 経済的 に豊か な生活 がで きる職 業につ きた

い。]

ア.① の よ うに 舜 え て い る。

イ 。 ど ら らか とい え ば 、 の の考 え に 近 い 。

ウ.ど ち ら と もい え ない 。 また は、 よ く わ か ら な い。

エ.ど ち らか と い え ば 、 ② の 考 え に 近 い 。

オ.② の よ うに 考 え て い る。

ア6.6イi7.2ウ23.5工40.3オ12.2無04
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(17)

①[忙 し く て ゆ っ く り楽 しむ た め の 時 間 が な くて も、自分 が う ち こめ る職 業`二 つ きた い 。】

②[仕 事 は き ま う た時 閥 内 に 終 わ り、楽 しむ ため の 時 間 を 十 分 に 赫 て る職 業 につ き た い 。]'

カ.① の よ うに 考 え て い る。

キ.ど ち らか とい え ば 、 ① の 考 え に 近 い 。

ク.ど ち ら と もい え な い 。 ま たは 、 よ くわ か ら な い 。

ケ.ど ち らか とい え ぱ 、 ② の 考 え に 近 い。

コ.② の よ う`;考 え て い る。

カ15.1キ22.Oク14.1ケ28.7コ20.0無0.1

([8)学 校 で は 、 何 の ク ラ ブ 活 勤 あ る い は 部 活 動 に 入 っ て い ます か。 最 もよ く活 動 して

い る もの を1つ 選 び な さい 。

i

.一
〇(19)

i

サ.理 科 、 数 学 、 マ イ コ ン な ど の ク ラ ブ また は 部 。

シ.文 化 、 芸術 な どの ク ラ ブ ま た は 部 。

ス.運 動 ク ラ ブ また は 部 。

セ.ボ ラ ン テ ィア 活 勤 な どの ク ラブ また は 部 。

ソ.入 っ て い な い 。 ま た は 、 ほ とん ど活 勤 して い な い。

サ2.6シ 孟7.3ス53.8セ1。1ソ25 .L無0.1

あ な た は どん な種 類 の 本 をよ く読 み ま す か 。 量 も よ く読 む もの を1つ 選 び な さ い。

ア.科 学 に関 す る本 。

イ.文 学 、 小 説 な ど。

ウ.ス ポー ツ な どの 本o

工.そ の他 の 本o

オ.ほ とん ど 読 ま ない 。

ア2.1イ33 .5ウ13.2エ40,2オ10.7無0.1

(20)あ な た は 、 書 通 の 日(土 曜 や 日 曜 以 タトの 日)に テ レビ を・阿暁 閥 ぐ ら い 見 ます か 。

カ.ほ と ん ど 見 な い。

キ.書 磯 闘以 下。 「

ク ・1時 ● よ り 多い カc21磯 間 以 下o

ケ.2暁 闘 よ り 多い が3鴫 間 以 下 。

コ.3時 ● よ り 多いo「

カ4.6キio.4ク35.4ケ28 .iコ2L4無0.1
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こ の べ 一 ジ と次 の べ 一 ジ の 質 問 に 対 す る 答 え は 、 マ ー ク カ ー ドの

お も て の(21)か ら(40)の と こ ろ に 記 入 し な さ い 。

次 の(21)か ら(40)ま て は 、 数 学 や 理 科 の 学 習 に つ い て 書 い て あ り ま す 。

そ れ ぞ れ 書 い て あ る こ と に つ い て 、[答 え の らん の]

・ほ とん ど 毎 時 間 な ら ば ア(ま たロ カ 、 サ)

・週 に 一 度 く らい あ る な らば'イ(ま たロ キ 、 シ)

『・月 に 一 度 く らい あ ろ な ら ば ウ(丑 ロ ク 、 ス)

・学 期 に 一 度 く ら い あ る な ら ば エ(扶 は ケ 、 セ)

・ほ と ん ど皇L三 な らば オ(扶 ロ コ 、 ソ)

を ぬ りつ ぶ し な さ い 。

[答 えの らん は]

(21)数 学 の投 業 中の 大 部分 の 時 間 は、 先生 の 説明 を聞 い た り、 ノー ト

を と っ た り し て い ま す 。

ザ83.6シ8.OスL3セ0 .9ソ6.0無0・2

(22)数 学 の 投 業 で は 、 例 、 問 い 、 練 習 問 題 と い う形 で 授 業 が 進 め られ

て い き ま す 。

ア94.3イ3。2ウ0.9エ0.且 オL3無0 .1

(23)数 学 の 投 業 で は 、 先 生 は 一 つ の 問 題 に つ い て 、 い ろ い ろ な 解 き 方

を 教 え て くれ ま す 。

カ30.8キ44.5ク10.9ケ2.5コ10.9無O.3

(24)数 学 の 投 業 で は 、 線 習 問 瑚 を 解 い た あ と に 、 死 生 は 「誤 り が な い

か 自 分 で 見 直 し な さ い 」 と言 い ま す 。

サ 【5.0シ18,6ス9.9セ4.0ソ52.正 無O,4

(25)数 学 の 投 業 で は 、 同 じ問 題 を2時 間 に わ た っ て 話 し合 い ます 。

ア2.4イ8.7ウ9.8エ5.8オ72.9無0.40

(26)数 学 の 投 粟 で は 、 先 生 と 生 後 あ る い は 生 徒 ど う しで 、 い ろ い ろ な

考 え 方 や 問 題 点 に つ い て 話 し合 い ま す 。

カ46キ8 .0ク8,1ケ6 .7]72.3無0 .3

(27)数 学 の 役 粟 で は 、 私 た ち が 模 型 を 作 っ て 考 え ま す 。

サUシ0.7ス0.8セ2.6ソ94.6無0・3

(28)先 生 は 、 数 学 が い か に 生 活 と 深 く か か わ っ て い る か を 説 明 し て く

れ ま す 。

ア0.8イL2ウ52エ10 .6オ8L8無0.3
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(29)数 学 の 授 業 で は 、 電 卓 を 佼 い ます 。

カ0,5キ0 .6クL8ケ46コ92.1無0.4

(30)数 学 の 校 業 で は 、 コ ン ピ ュ ー タ を使 い ます 。

サ0.8シ0.6ス0.6セ0.8ソ96.8無0 .5

(31)先 生 は 理 科 の 授 業 の 始 め に 、 前 の 時 間 の 復 習 を し て くれ ます 。

ア20.1イ27.4ウ14.1エ6.7オ3L2無0,5

(32)珪 科 の 投 業 で は 、 教 科 書 に あ る 内 容 だ け を勉 強 し ます 。

カ6L4キ17.0ク7 .6ケ3.1コ10.3無0.5

(33)理 科 の 授 業 中 の 大 部 分 の 鴫 問 は 、 先 生 が 黒 板 に 書 い た こ と を、 ノ

ー トに 写 し ます
。

サ7L8シ10.3ス4,0セ1.8ソIL4無0.8

(3る)先 生 は 、 理 科 の 投 業 で 、 生 徒 の 考 え や 希 望 を入 れ て くれ ま す 。

ア5」 イ1L5ウil,2エ9」 オ62 .4無O.7

(35)先 生 は 、 興 味 深 い 理 科 の 授 業 を し て くれ ま す 。

カ15.2キ2L1ク17,3ケla4コ35.3無0.7

(36)理 科 の 投 業 で は 、 わ た し た ち に 実 験 ・観 寮 を や ら せ て くれ ま す 。

サ2.8シ 】0.2ス36.3セ34,4ソ15.5無0.8

(37)理 科 の 投 業 で は 、 先 生 が 実 験 を 見 せ て くれ ま す 。

ア3.0イ13 .3ウ2g..1.エ2g〆1オ24.2無 ⑪・8

(38)理 科 の 授 業 で は 、 野 タトで の 観 察 活 勤 を や り ま す 。

カO.5キ0.4クL2ケ5.3コ9L8撫O.8

(39)珪 科 の 投 業 で は 、 コ ン ピ ュ ー タ を 佼 い ま す 。

サO.3シ0.5スL〔}セL4ソ95 .9無1.0

(40)珪 科 の 投 業 で 、 先 生 は 科 学 が い か に 生 活 と 深 く か か わ っ て い る か

を説 明 して く れ ま す 。

ア3.0イ7,1ウ12.8エ14 .4オ6L7無Ll

力 行
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ア 行

力行
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力行
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SA図 一A↑T

生 徒 質 問 紙H

一高等学校2年 生用一

国立教育研 究所

注 意

q)こ の 調 査 で は 、 あ な た の 学 校 の こ と や 数 学 や 理 科 の 授 業 の こ と

に つ い て き い て い ま す が 、 答 え が 正 し い と か 、 ま ち が っ て い る と

か を 調 べ ろ も の て は あ り ま せ ん 、,

(2)印 刷 が は っ き り し な く て 読 み に くい と こ ろ が あ っ た り、 意 味 の

よ くわ か ら な い と こ ろ が あ っ た ら、 だ ま っ て 手 を あ げ な さ い 。

(3)答 え は 、 ア ～ オ(カ ～ コ ま た は サ ～ ソ)の 中 か ら一 つ を選 ん て 、

茎 負 の マ ー ク カ ー ドの お も て の ア ～ オ(カ ～ コ ま た は サ ～ ソ)を

禰 りつ ぶ し な さ い 、,

2年 組 番(男 ・女)

氏名

複 製 を禁ず る
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次 の(1)か ら(40)ま で は 、 敦 学 ・珪 科 の 授 業 な ど い ろ い ろ な こ と に つ い

て 書 い て あ り ま す 。 それ ぞ れ 書 い て あ る こ と に つ い て 、

あ な た が も し.[回 苔1欄 の]

・ そ う だ と 思 う と きは … 。 ・ ・ ・ ・ …(賛 成)… ア(1腿 力 、サ)

・ ど ち ら か と い え ば そ う 思 う と き は 。 ・ …(や や 賛 成)・ イ(丑 は キ 、シ)

・ そ う で は な い と 思 う と き は ・ ・ … 。 ・ ・(反 対)… ウ(払 は ク、ス)

。 ど ち ら か と い え ば そ う で は な い と 思 う と きは(や や 反 対)・ エ(ま 紺 ケ 、セ)

・ ど ち ら と もい え な い と き は ・ ・ ・ ・ ・ …(中 立)… オ(1韻 コ 、ソ)

を そ れ ぞ れ ぬ りつ ぶ し な さ い 。

[回 答 欄 は]

(i)理 科 は 学 ぶ 内 容 が 多 す ぎ ま す 。

ア38.6イ31.5ウb.5エ5.5オ1&〔,無 【}.O

(2)科 学 の 発 明 は 、 世 の 中 を あ ま り に も複 雑 に し て き ま し た 。

力 百.4キ ・21.3ク2..L1ケ12,9コ24.2薫O,1

(3)理 科 で 、 実 験 が あ る と 楽 し い で す 。

サ56...[シ24,3ス5.[セ2.7・ ノIL1無O..1

(4)電 卓 を使 え ば 、 も っ と た く さん の 数 学 や 理 科 の 内 容 を 勉 強 す る

こ と が で き ま す 。

ア14.7イ2{,.8ウ20.4エ 【2.7オ3L3無O.1

(5)教 学 や 科 学 を よ く身 に つ け れ ば 、 一 層 生 活 が 豊 か に な η ま す 。

カ12.1キ23.5ク 【7.5ケ レL3コ32 ,5無 止{,

(6)自 然 科 学(赦 学 や 科 学)は 、 日 常 生 活 の 問 題 を 解 決 す る の に 役

立 ち ま す 。

サ13.2シ27.8スiL5セ15.1ソ29.[1無IL1

(7)教 学 や 科 学 は 、 国 の 発 展 に と っ て 非 常 に 望 要 な も の で す1,

ア26.1イ34.1ウ8。8エ7.llオ24.o撫U.0

(8)こ の 世 の 中 の 神 秘 的 な こ と が ら も、 い つ か は 科 学 が そ の 秘 密 を

解 き明 か す で し ょ う。

カ17,・.1キ2L8ク23.2ケ12.8コ24.呂 薫1).σ

(9)科 学 的 な 発 見 は 、 益 よ り 害 を 多 く もた ら し ま す,,

サ'i[.iシig .3ス15.1セ13.6ソ40.7無9,2

(10)こ の 世 か ら 戦 争 を な く す こ とは 不 可 能 で す 、,

ア19.6イ15.5ウ34.:;エIL5オi3.9無0.1

一1一

ア 苛

力 行

サ 行

ア 行

力 芽

サ 斤

ア行

力拝

サ 行

ア耳

[回 答 欄 は]

(日)い ま 数 学 や 理 科 で 学 ん で い る こ と が 、 な ぜ 必 要 な の か わ か り ま

せ ん,,力 行

力23.4キ 」29.3ク12.4ケ15.呈 コ 【9.7無0.0

(12)工 作 を す る(何 か を 作 る)こ と が 好 き で す 。 サ 行

サ 川.3シ28 .4ス9.6.セ7.9ソ12.8無1).0

(13)概 算 ・概 測 す る こ と は 、 大 切 な 数 学 的 科 学 的 能 力 の 一 つ で す 。 ア 斤

ア25.⑰ イ35.3ウ7.1エ4.{1オ28.1無1〕.1

(14)国 は 、 科 学 関 係 の 研 究 に も っ と お 金 を か け る べ き で す 。 力 斤

力13.9キ16.2ク17,2ケKl.3コ39。0無 〔,2

(15)ほ と ん ど の 教 学 の 問 題 に は 、 い ろ い ろ な解 き 方 が あ り ま す 。 サ 行

サ.19.0シ36.0ス2渇 セL7ソIO.2無 〔}.2

(16)科 学 の た め に 、 世 界 が だ ん だ ん 破 壊 さ れ て い き ます.ア 行

ア22.Oイ28.3ウ12.3エ9.8オ27..1無0・1

(17)数 学 で 、 図 を か い て 考 え る こ と が 好 き で す 。 力 行

力 【2.7キ ・20.7ク26.4ケ 正6.9コ23.3無0.亀)

(18)電 卓 を使 え ば 、 数 学 の 問 題 を 解 く こ と が も っ と 楽 し く な り ま す 。 サ 行

サILUシ17.{」 ス27∴;セi5.1ソ29,3無!L2

(19)一 般 市 民 で も 、 国 の 政 策 に 影 響 を 与 え る こ と が で き ま す 。 ア 斤

ア33.1イ25.3ウ1L5工7.Sオ22,1無llj

(20)教 学 で は 、 計 算 問 越 よ り文 章 題 を 解 く 方 が 好 き で す 。 力 斤

力5.1キ ・5.3ク5{〕.3ケ17.5コ2Ll薫{}.2

(21)科 学 上 の 発 見 が 続 い て い く と 、 し ま い に は 人 間 は 自 分 で もの を

考 え な い よ う に な る で し ょ う。 サ 行

サ18.7シ2{1.9ス:」Lbセ1乙1ソ23..i無 〔1.【

(22)そ ろ ば ん に よ る計 算 は 上 手 な 方 で す 。 ア 斤

ア12.1イ トL6ウ.19.5エlo∴iオi3.2無 〔〕.2

(23)そ ろばん を使 えれ ば 、 教 物 問 題 耀 に とが も。 と楽 し 縁

り ま す 。 力 斤

力4.9キiL6グ4{Llケ15.0コ28.1無t).〔[

(24)致 学 や 科 学 を 学 ん で い く こ と の で き る の は 、 特 に 才 能 の あ る 人

に 限 ら れ て い ま す 、,サ 行

サ12.3シ19.8ス:;L1セ16.3ソ2{L2無IL〔}

(25)世 の 中 の 問 題 の 多 くは 、 科 学 と 技 術 が 原 因 と な っ て い ま す 。 ア 尋

ア12 .9イ22。3ウlb .3工12.1オ35,8熊ILO

-z一
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高態度

(26)

(27)

(z8

(29)

(30)

(31)

(32)

(33)

(34)

(35)

[回 答 欄 は]

珪 科 は 計 算 が 入 る と む ず か しい で す 。 力 行

力57・4キ27・4ク4 .3ケ4.6コ6 .{〕 無0.2

電 卓 を使 え ば 、 実 際 の 複 赦 な デ ー タ を 使 っ た 勉 強 もす る こ と が

で き ま す 。 サ 行

サlg.llシ33.1ス13.7セ9.0ソ24 .1無0.2

科 学 関 係 に お 金 を佼 う こ と は 、 十 分 に 価 値 の あ る こ と で す 。

ア19.4イ24 .1ウ1L2エ1L5オ33.6無0 .1

そ ろ ば ん を使 う と、 数 の し くみ が よ く わ か る 」:う に な り ま す 。

カ8・7キ14 .2ク25.5ケ13.1コ38 .1無0.3

計 算 が 速 く で き る こ と は 大 切 な こ と で す 印

サ13 ・2シ32 ,5ス6.8セ5 .3ソ11.9無0 .2

計 算 が で き る と 、 日 常 生 活 で 大 い に 役 立 ち ま す 。

ア12.3イ36 .3ウ5.4エ4 .3オU.3無0.4

教 学 は お も しろ い と 思 い ま す 。

ヵ15.5キ23.7ク25 .3ケ1L9コ23 .2無0.3

屋 外 て 生 物 を 鋭 察 す る こ と や 地 形 を 観 察 す る こ と は 楽 しい で す 。

サ39・4シ3L5ス6 .9セ6.8ソ15.2無02

一 所 懸 今 に 努 力 す れ ば だ れ で も成 功 で き ま す
。

ア13 ・1イ282ウ8 .8エ6.2オ13 .1無0.3

そ ろ ば ん や 電 卓 を 使 え る な ら、 計 算 の し か た を 勉 強 し な く て も

よ い で す 。

カ1」 キ3 ・8ク57.0ケ20 .6コ13.9無03

(36)人 の 成 功 不 成 功 は 運 し だ い で す 。

サ12.2シ20.9ス27.7セ15 .3ソ23.5無0 .4

(37)教 学 は 学 ぶ 内 容 が 多す ぎ ま す 。

ア43・3イ28 ・5ウ6,3エ5 .4オ16.1無0 .3

(38)科 学 や 数 学 の 読 み 物 や テ レ ビ の 科 学 番 組 が 好 き で す 。

カio.2キ17 .5ク30.6ケ19 .1コ22.3無0 .3
り

(39)理 科 は 器 具 の 取 り 扱 い が あ る と む ず か しい て す 。

サ10.9シ25 .3ス17.7セ21.4ソ242無0 .5

(40)理 科 は お も し ろ い と 思 い ま す 。
　

ア17,5イ25.6ウ17 .5エ12.7オ26.5無0 .3

ア行

力行

サ 行

ア行

力 行

サ 行

ア 行

力 行

サ 行

ア 行

力 行

サ、行

●

ア行

一3一

軸
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.調査C 92一 高 質 皿

SA駈 一腎K,丁OUS

生 徒 質 問 紙ilI

一高等学校2年 生用一

国立教育研究所

最 後 の ペ ー ジ の 現 在 履 修 し て い る 教 学 お よ び 理 科 の 科 目 に つ

い て の 調 査 に ま ず 回 苓 し て く だ さ い 。 回 答 は 、 茶 色 の マ ー ク カ

ー ドの う ら の 問 題 の(1)～(12)に 記 入 して くだ さ い
。

注 意

① この調査は、読解調査 と科 学観調 査の二つの部分 に分 かれ てい

②

(3;

ま す 、,

印 刷 が は っ き り し な くて 読 み に く い と こ ろ が あ っ た り、 意 味 の

よ くわ か ら な い と こ ろ が あ っ た ら、 だ ま っ て 手 を あ げ な さ い 。

答 え は 、 ア ～ オ(カ ～ コ ま た は サ ～ ソ)の 中 か ら 一 つ を選 ん で 、

茶 色 の マ ー ク カ ー ドの お も て の ア ～ オ(カ ～ コ ま た は サ ～ ソ)を

ぬ つ つ 響罫 し な さ い。

2年 組 番(男 ・女)

氏名

榎製 を禁ず る

一124一
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高続み

こ の ペ ー ジ の 問 題 に 対 す る答 え は 、 マ ー ク カ ー ドの お も て の(1)

か ら(10)の と こ ろ に 記 λ し な さい 。

[1]次 の(1)か ら(10)の 下 線 を ひ い た 漢 字 の 読 み か た を 、 そ れ ぞ れ

ア ～ オ(ま た は カ ～ コ 、 サ ～ ソ)の 中 か ら 一 つ 選 び な さい 。

(D至

ア.そ

イ.と

ウ.か

エ.そ

オ.

え る

う

と

そ

な

と と の

(2)勉 め

カ.つ

キ.み

ク.す

ケ.た

コ.お

ろ

ア2.o

.イ23 ,q

ウ1)ほ

エ ⑪.2

オ7・1.了

無o.o

と カ30.1

と キ・0.7

す ク68.9

か 写Q.⑪

さ コ0.2

無0.0
ない

(3)i墜 帯

サ.じ ゅ う

シ.け い

ス.す い

セ.ほ う

ソ.て い

ら《

(4)旦

ア.ず い

イ.だ つ

ウ,ぼ つ'
工.つ い

オ.だ

ぬう

(5)垂 黄

力.り ゆ う

キ.し ゆ う

ク.ち ゅ う

ケ.り ょ う

コ 。 い

サ5.2

シ 呂G.2

冥6.4

セ5.4

ソ2,S

無o.1

ア2.5

イ6.8

ウL7

エ.50.3

オ3&7

無0.0

カ7.21

.キ0.e

ク0.0:

・ケ{,ユ

コ92.6.

無0.0.
一1一

び もロ

(6)竺 星

サ.こ う

シ.か ん

ス.た ん

セ.わ く

ソ 。 か い

ちゆう

(7)中 整

ア 、 す い

イ.お う

ウ.す う

エ .か く

オ.く

ず う

(8)旦 数

力.が い

キ.き

ク.た い

ケ..せ い

コ.ぐ う

ぐく こん

(9)些 約 分

サ.が い

シ.き

ス.こ.う

セ.そ く

ソ.ぐ う

ざオく じん

(10)丞 曲 線

ア.ふ た

イ.ま た

ウ.ふ

エ.そ う

オ.に

サ9・i.1〕

ワu

スo.9

セ2.6

ソL3

無o■

ア15.6

イ0.3

ウ82.0

王L7

オ0.:.i

無0」

カ95.0

キ3.1

クL5

ケOj

コ02

無0,1

数

サ20.7

シ62.〇

三7.8

セ8.8

ソ0.5

無0.2

ア0.5

イo.6

ウ0.9

エ97.[

オO.7

無0.i

こ の ベ ー ジ の 問 題 に 対 す ろ 答 え は 、 マ ー ク カ ー ドの お も て の(口)か ら

(15)の と こ ろ に 記 入 し な さ い 。

[2]次 の(lI)と(12)の 問 題 で 、 下 線 を ひ い た 二 つ の 言 葉 と 同 じ な か ま

に 入 る もの を ア ～ オ(ま た は カ ～ コ 、 サ ～ ソ)の 中 か ら そ れ ぞ れ 一 つ 選

び な さい 。

(IDダ ム 、

ま

トンネ ル

カ,

キ.

ク.

ケ.

コ.

湖

海

小 川

運 河

カ2.9

キ12.3

ク3,3

ケL9

コ79.2

醸 ⑪.4

(12)百 発 百 中 、 五 分 五 分

サ.

シ.

ス.

セ.

ソ.

再 三 再 四 サ16.8

三 三 五 五 シ26.6

千 差 万 別 ス13.1

千 客 万 来 セ8.5

十 中 ノ＼九 二∠.34.2

無藍o.ll

[3]次 の(13)か ら(15)の 問題 に つ い て、 下線 をひい た二 つ の語 の関 係

と同 じ関係 を表 す もの を それ ぞれ ア ～ オ(ま た は カ～ コ、 サ ー ソ)の 中

か ら一組 選 び な さい。

(13)こ ん 虫:み つ ば ち(14)

ア.は き も の:く づ ア66.8カ.

イ.花:み つ イ12.3キ.

ウ.時 計=ふ り こ ウ7.8ク.

エ.薬 局:く す リ エ1L・1ケ.

オ.バ タ ー:チ ー メ オL了 コ.

●

(15)積 極 的:ゴ 肖極 的

サ.利 己的:個 人的

シ.楽 天的:楽 観的

ス.具 体 的:抽 象的

セ.合 理 的=実 際的

ソ.生 産 的:経 済的

熊Q.1

サ.「L4

シ5.2

ス79.3

セ6■.

ソ`i.8

無{」.2

-z一

せ ま い:広 い

長 い:小 さ い カ7.9

に ぶ い:す る ど い キ79.7

赤 い:白 い ク.L.1

わ か い:お さ な い ケ2.5

軽 、、:大 き 、、 コ5..}

無 ⑪」



高読み

3べ 一 ジか ら4.ペ ー ジ まで の 問題 に対 す る答 えは、 マー クカー ドの

お もて の(16)か ら(20)の と ころ に記 λ しな さい。

1

旨
rn

i

〔4]つ ぎの(16)か ら(20)の 問 題 の答 え を、 そ れ ぞれ ア～ 才(ま たは

カ～ コ 、 サ～ ソ)の 中 か ら一つ 選 び な さ い。

(16)248993を8捻 五 入 して、「一 万 の位 まで の概 数 に しな さい。

ア.200000 イ.260000 ウ.248000

エ.249000オ.250000

ア3.0イ2 .3ウL3エ10.9オ82.3簸0.1

(17)次 の 数 の う ち、 既 約 分 教 は ど れ で す か 。

カ.5キ.4ク.20ケ.9
一 一i

10041516

カ5.1キ18 .7ク12.3ケ16 .3コ46。8

(18)下 の 図 の う ち 、 双 曲 線 は ど れ で す か 。

サ シyス

Y

コ.2

3

無O.8

a
x 0

r

(19)恒 垂 と は 、 ど の よ う な も の か。

ア.た と えば 、 地 球 の よ う に 太 鴎 の ま わ り を 回 っ て い る 天 体

イ.た と え ば 、 月 の よ う に 地 緑 の ま わ り を 回 っ て い る 天 体

ウ.た と え ば 、 金 コ の よ う に 太 陽 の 光 を 反 射 し て 光 っ て い る天 体

工.た と え ば 、 太 陽 の よ う`二 臼 分 か ち 光 を 出 し て い る 天 体

才.た と え ば 、 ア ン ド ロ メ ダ の よ う な た く さ ん の 星 の 集 団

ア11.5イ9。7ウ12.D王61 .3オ5,2無0.2

(20)硫 黄 は 、 常 温 で は 、 ど ん な 状 態 か 。

カ.気 体

キ.液 体

ク.溶 液

ケ.金 属 固 体

コ.金 属 以 外 の 固 体

力8.5キ6,7クL4ケi5 .6三 与4.5無O .2

セ T

1
L

ソy

サ16.6シO.5ス5.1セ77.4ソ0,3無O,1

巨 こまで飾 ・たら・その舘 で舷 明 嘗髄 待・て・てくださ・・

一3一 一4一
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5ペ ー ジ か ら10べ 一 ジ ま で の 閏 題 に 対 す る苓 え は 、 マ ー ク カ ー ドの

お も て の(21)か ら(35)の と こ ろ に 記 λ しな さ い 。

[5]次 の(21)か ら(35)ま て●は,臼 然 科 学(理 科、 数 学 など)に 対 す る考

え方 や鰭 度 をみ るた めの もの で す。 各問 に対 して適 当 な もの を、 ア～ 才、

カ～ コ、 サ ～ ソ の中 か ら一 つ だ け選 び な さい。

(21)以 前 には宗 教 家 や政 治 家 や 商人 な ど アマ チュ ア の人 び とが重 要 な科 学

上 の亮 見 をす る こ と もあ り ま したが 、今 日で は そ う した こ とは 少 な くな

り ま した。 その 理 由 と して最 も適 当 な ものは どれ です か。

サ.他 の喚 粟 の人 び とは 以 曹 の よ うに科 学 に 興味 を もた な くな った

か ら。

シ.今 日では 、科 学 の研 究 に は 多年 に わ た る専 門 的 な魁 強 や訓 線 が

必要 だ か ら。

ス.重 要 な莞 見 に は、 今 日で は科 学 看 しか使 え な いよ うな 高価 な設

備 を必要 とす るか ら。

セ.今8の 豊 要 な亮 見 に必 要 な能 力 は、 科 学 者 しか もっ て い ない か

ら◎

ソ.今 日では 、 自分 の仕 事 が忙 しい の で、 アマ チ ュ ア と して科 学 の

石骨究 をす る よ うな暇 が ない か らo

費
サ1δ.1シ17 .1ス17.9セ3.5ソ15.2熊0.2

(22)数 学 を何 の ため に魁 強 して い るの だ と思 い ます か。

ア.数 学 の大 切 な身 え方 を身 につ け るため◎

イ 。数 学 はλ、試`二役&二立 つ か らゆ

ウ.数 学 は拙 会 の い ろい ろな 面で 樵 に立 つ か ら。

エ.数 学 の樵 粟 が 学校 に あ .るか ら。

オ.そ の他 。

ア22.0イ1・ し1ウ ビ7.1工23 ,7オ12.9無0 .2

一5一
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(23)電 力 の 露要 がふ え、 原 子 力 発 電 力`行わ れ るよ う`・な り ま した が・ 事 故

に よ る放 射 能漏 れ や放射 性廃 棄 粉 の処 理 な どの 問題 が表 面 化 して きま し

た。 当面 の対 策 と して、 あ なた の意 見 に最 も近 い ものは どれ で す か。

カ.原 子 力発 電 は い っ さい 紫 止 し、 電 力 は他 の エ ネル ギ ー 源 で まか

な え る分 だ け とす る。

キ.他 の エ ネ ル ギー 源 を繊 動 員 し、 それ で も不 足 す る分 だ け原 子 力

発 電 を許 可 す る。

ク.原 子 力琵 電所 の 赦 を現 状 くらい に して お き、 電力 需 要 が 増 え て

も原 子 力 発 電 所 は これ以 上 増 や さ ない。

ケ.原 子 力 発 電 の割 含 を現状 くらい に してお き、 電 力需 要 が 増 えた

ら原 子 力 亮 電所 も増 や す。

コ.火 力 発 電 な どに よ る環 境 問 周 を大 き くしない た め に も、 原 子 力

莞 電 は今 後 の エ ネル ギ ー源 の主 力 と して もっ と開循 を急 ぐ・

カiL3キ27.[ク3LOケ&1コ21.7無0・1

(24)理 科 で はい ろい ろな理 愉 や 法 贈`出 て き封 が・ この理 諭 や法 則 につ

い て、 あ な たが 最 も大切 だ と忌 う もの は どれ で す か。

サ.理 諭 や法 則 をで きるだ け た くさん 覚 え る こと。

シ.理 諭 や法 烈 を使 っ て た く さんの 問 題 を解 き、 理 治 や法 則 に なれ

る こ と。

ス.そ れ ぞ れ の理 諭 や法 則 が ど うや って 出 て きた のか 、理 由 を知 る

こ と。

セ.理 諭 や法 則 を忘 れ て も、 ど こを調 べ れば よ い か を知 って い る こ

と。

ソ.理 諭 や法 則 を忘 れ て も、 臼分 で 導 き山せ るよ うに す る こど。

サ5.5シ30.5ス33.【 セ3.7ソ27」 聾k〔}.t

(25)次 の 倣 学 の問 題 を、 臼由 な方 法 で解 い て よい と言 われ ま した。 あ なた

は、 どん な方法 で解 き ます か。

r4つ の コッ プ が あ り、 そ れ ぞれ0.85リ ッ トル 、0.97リ ッ トル～lj5

リッ トル 、0.91リ ッ トル の水 が 入 っ てい ろ.4つ の コ ップ の 水 費、4

リ覧 トル 入 の ヤ カ ンにλ れ る こ とは で きるか。 」

ア.筆 算 で蔚 算 をす る。

イ.疇 算 で計 算 をす る。

ウ.電 卓 で計 算 をす る。

エ.そ ろは'ん で滑 算 をす る。

オ.お よ そ の数 で 考 え る。

ア ・t6.0イ24.4ウL3,8エL1オ14,6無0.2
-〇 一
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(26)あ る天 文鵜 が金 郵 殖 物 が 生 えて い る証鞭 見 つ`†た と報 告 ほ し

た.群 者 た ち が この 報 告 を重 要 嬢 拠 と して勧 るの は どの 場 合 で す

か。

カ.そ の人 とは全 く別 に行 なっ た観 察 で も、 また この こ とが確 罷 さ

れ た と き。

キ.そ の人 が植 物 の 種 類 や植 物存 在 の理 由 をは っ き り示 して い る と

き。

ク.天 文 学会 が、 その撹 察 は正 しい と保 証 した と き。

ケ.金 星に は酸 素 が あ る とい うこ とが わか った と き。

コ.そ の天 文学 者 が 、 同時 に 著 名 な生 物学 者 で もあ る と き。

カ39.4キ34 .6クLG.Lケ14.2コL6無O・L
■

(27)現 在 躰 で は 衆用 車 や トラ ッ クな ど 臼琳 が 年 々増 え・ 排 気 ガス で 大

気 が よ ごれ、 光 化学 ス モ ッグ な どの原 因 に な っ てい ます 。 また 、 年 間1

万人 の 死 亡者 を出 す交 通 事故 も問題 と な って い ます。 これ に対 して、 あ

なたの 意 見に 貴 も近 い と悪 うもの は どれ で すか。

サ.自 動車 な どは い っ さい使 わ ず、 菅 の 生活 に も どる。

シ.生 活 に ど う して も必要 な車(救 悉 車、 公 共 車、 生活 物 資 運ぱ ん

車 等)以 タトは使 わ ない。

ス.現 状は が まん す るが、 技 術 革新 を急 ぎ、 排 気 ガ スが 少 な く、 事

故 に対す る安全 性 の高 い車 をつ くる。 その こ とに よ っ て享 の値 段

な どが 高 くなる の はや む を え ない。

セ.現 状 くらい が よ い。

ソ.車 は現 代 社会 の 必需 品 で あ り、 非常 に 人 間の 役 に 立 っ てい るの

で 、 阜 が増 える こ とで、 排 気ガ ス で大 気 が よ ごれ、 交 通 事 故 が 増

え るの は あ る程 度 しか た が ない。

サ2.1}シ6.7ス75.iセ9.8ソ5.9無Oj
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(28)友 だ ちが 黒板 で 図形 の 謹 明問 周 を解 きま した。

遼 中 まで は あ って い ま した が、 最後 の と こ ろで まちが っ て しまい ま し

た。 あ なた は この 解答 につ い て ど う思 い ま すか。

ア 。 非 常 に お し↓・解 答 だ。 考 え 方 に あ っ て い る の だ か ら90点 く ら

い だ と悪 う 。

イ.途 中 ま で は あ っ て い る の で 、7つ 点 く ら い だ と 忌 う。

ウ.遼 中 ま で は あ っ て い る の で 、 与0点 く ら い だ と 悪 う。

エ .遣 中 ま で は あ っ て い る の で 、30点 く ら い だ と 思 う。

オ.証 朋 問 題 は た と え1か 所 で も ま ち が っ た ら0点 だ と 悪 う 。

ア36.5イ34.1ウ16.0エ4 .7オ&7無0.1

(29)あ なたの 考 え ろ、科 学 の研 宛の 主要 な 目的 は どれ です か。

カ.自 然 界 に おけ る絶 対 的 な真 理 を見 い 出す こ と。

キ.自 黙 現 象 を、原 理 や 理論 を佼 って考 寮 した り説 明 した りす ろ こ

と。

ク.臼 然 界 につ い て、 で きる だけ 多 くの事 爽 を亮 見 した り、 収 集 し

た り、 分 析 した りす る こと。

ケ.世 界 の人 ぴ とに、 よ り幸福 な生活 が で き るよ うな手殴 を与 える

こと。

コ.世 界 を よ り技術 的 に 道 歩 させ るこ と。

カ9.3キ7 .5ク30.Oケ39.8コ13.1無02

(30)理 科 を勉 強 してい る理 由 と して、 あ な たが 景 も主要 だ と考 え てい る も

の を選 び な さい。

サ.科 学 の考 え方 を知 ろ ことが 大 切 だ か ら。

シ.科 学 は、 杜 会 のい ろい ろ な面 で 役 に立 つ か ら。

ス.理 科 を勉 強 す ると、 彦 え るカ が つ くか ら。

セ.理 科 の 学 習が 賦験 に必 要 だか ら。

ソ.理 科 の投 業 が あ るか ら。

サ29,6シ25.5ス7.1セn.9ソ25.5無0.1
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(31)A店 で 販売 してい た宝 く じで 、 これ まで1回 だ け1等 がで ま した。B

店 で販 売 して い た宝 く じは、 まだ1度 も1等 が で た こ とが あ りません 。

も しあ な たが宝 く じを買 うと した ら、 あな たの 考 え に最 も近 いの は どれ

で す か。

ア.1度 あ る こ と は ま た あ る と考 え ら れ る の で 、A店 で 買 う。

イ.B店 は ま だ1度 も1等 が で て な い の で 、B店 で は 買 わ な い 。

ウ.A店 は1回 でB店 は0回 で 、 違 い は ほ とん ど な い の で 、 ど ち ら

て 買 っ て も よ い 。

エ.A店 は1回 でB店 は0回 で 、1回 確 か に 違 う の で 、A店 で 買 う。

オ.な ん と も い え な い 。

ア26段 イ2.7ウ29.9工6,3オ34,3無0.2

(32)臓 器 移櫨(欠 陥 の あ る心 臓 や肝 臓 な ど を健 康 な もの と取 り替 える手 術)

はい ま まで助 か らな か っ た人 々 を救 う羨終 手段 と して卸 光 を浴 び て き ま

した。 しか し、 その 多 くの 場合 、 心臓 は勤 い て い るが脳 死(脳 は死 ん で

い ろ)状 態に あ る人 か ら、臓 器(心 臓 や肝 臓 な ど)を も らわ なけ れば な り

ませ ん(臓 器 をあ げ た人 は 体 も死 ん で し まい ます)。 日本で も職 器 移植 と

脳 死 の 問題 が議 諭 され てい ます が、 あ な たの 意 見は 次 の どれ に 最 も近 い

です か。

カ.脳 死 とは 闘係 な く、 臓 器 移櫨 は い っ さい 認め ないo

キ.脳 死は 認 め ず、 他 人 の 死 と は闘 係 の ない 腎臓 な どの 移 植 の み認

め る。

ク.現 状で は 脳死 は認 め ず、 他 人 の死 とは 闘係 の ない移 檀 の み認 め

るが、 人 工膚 器 に よ る移櫨 の研 究 を促 遺 し、 多頭 の研 究 賃 を出す 。

ケ.現 状 では 脳死 を認 め 、臓 器移 櫨 も認 め るが、 人 工臓 器 に よ る移

植 の硝 宛 を促 進 し、 多額 の研 完 費 を出す。

コ.未 解 決 の問 題 が 勢い 人工 履 器 の移 植 よ りも、 脳死 を認 め て臓 器

移植 を推 進 して い くo

カ3.1〕 キ10.5クIZ.3ケ33∴1コ40.1無O.5

一9一

(33)酬 の実験 で、 目新 い 僕 験 器 具 を使 うこ と`・姻 ま した・ あ な た な

らど う します か。

サ.初 め て見 る実 験 器異 に は興 味 が あ るの で進 ん で侵 っ て み る。

シ.興 嘩 は あ るが使 い方 に 自信 が な・・の で・ 謎 が 実験 す るの を見

て か ら臼分 で佼 っ てみ る。

ス.興 味 は あ るが、 自分 で は 使 わず 友 違 が 使 うの を見 て い る・

セ.新 しい実 験 器具 とい っ て も特 別 興 味 は ない が、 臼分 で も使 っ て

み る。

ソ.新 しい 実験 器 具 とい って も特 別 興味 は な く、 友遷 が実 験 す る の

を見 てい る。

サ 、11.6シ2S ,3ス5.1セ16.9ソ7.7無0..1

(34)こ 勧 ・らの 搬 では 、 コ ン ピュ ー タが さ ら`・広 く佼 わ れ るよ う`二な る

と言 われ て い ます.コ ンピ ュー タ と数 学 の 勉 強 との 関係`・ つ い て ど う思

い ます か。

ア.計 算 力 が落 ち るか ら、 コ ン ピュー タは 使 わ な い方 が よい。

イ.ど ん な問題 を解 くと きに も、 コ ンピ ュー タ を使 った 方 が よ い。

ウ.複 雑 な問 題 を解 くと きに、 と き ど きは コ ン ピュー タ を使 った方

が よい。

エ.複 雑 な問 周 を解 くと きに、 どん どん コ ン ピ ュー タ を使 った 方 が

よい 。

オ.歌 学 の勉 強 とコ ン ピュ ー タは 関係 が ない。

ア4.7イ 、L5ウ40,4エ3L1オ18.9無0.4

(35)現 代 の科 学 者 は、 昔 の科 学 者 よ り、 も っ と複 雑 な問瑚 を解 明 す ろ こと

が で きます が 、 そ の理 由 として最 も適 当 な ものは どれ で す か。

カ.現 代 の 科学 者`増 の科 学者 ゆ傍 えた ことの 多 くが誤 りで ぢ るこ

と を知 って い るか らo

キ.現 代 の 科 学考 は昔 の科 学ね り、 も っ と想像 力`二官 ん で い るか

ら。

ク.現 代 の 科 学者 は 菅 の科 学者 の考 えや 発 見 の上 に た っ て仕 事 が で

き るか ら。

ケ.現 代 の 科 学者 は昔 の科 学 者 よ り、 理 解 力 が す ぐれ て い るか ら。

コ.現 代 の 科 学者 は昔 の科 学 者 よ り、 よい教 育 を如 ナて い るか ら・

カ ・L3キ5,5ク72.0ケ3.9コ13.8無0.5
-10一
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数 学 お よ び理 科 の 各科 目に つ い て、 現 在1遇 間 に何 時 間(校 時)捜 業 を受 け

て い るか 次 の例 に したが って答 え、 回答 はマ ー クカー ドの 「う ら」の(1)～

(魯2)に 記 入 して くだ さい。

そ の 科 目 を[回 答 欄 の]

現 在 は 受 け て い な い ・ … 。 ア(ま た`3カ 、サ)

遇 に1～2校 時 受 け る 。 … イ(ま た 腱 キ 、シ)

3校 晴 受 け る ・ … ウ(ま た は ク、ス)

4校 時 受.け る ・ … エ(ま た は ケ 、セ)

5校 時 以 上 受 け る … 。オ(ま た は コ、ソ)

を ぬ りつ ぶ し て く だ さ い 。

数 学

(i)

<2)

(3)

(4)

(5)

(6)

'数 学1ア96
.1

数 学 皿 力59.O

代 数 ・幾 何 サ5L2

基 礎 解 析 ア35.0

徽 分 ・積 分 力96.0

確 牢 ・銃 計 サ97.8

[回 苓 欄 は]

イ0.iウ1,5

キ0.3ク23.3

シO,4ス36.5

イ0,4ウ42.8

キ0.1ク0.8

シ0.0ス0.0

エO.0

ケ15.3

セ5.3

エ17.3

ケ α3

セ0.U

オO.3無L9

コO .5無 しL6

ソ5,2無 里1.4

オ3.4撫LU

コO .7聾k2.2

ソ0.1熊2,0

理 科

(ツ)

(8)

(9)

(io)

(ii)

(12)

理科1

理科H

勃理

化学

生物

雄学

ア96.O

カ96.'1

サ78■

アb9.・1

カ29.3

サ84.9

[回 答 欄 は]

イ1.4ウO.3

キ0.2ク0.3

シO.』 スIO.U

イ5.9ウ20.7

キ0.7ク32.3

シ0.3スIL5

エO.1

ケU潟

セ7.9

エ2 .2

ケ35,5

セ(L2

オU.1無2.2

コu ,i無2,2

ソL5無1 .呂

オ1).2無L7

=】O.5熊L7

ソO.3無 し2.S

回「答欄 の(13)～(20)は 空欄 の ま ま、何 も書 き込 ま ない よ うに して くだ さい 。

一ii一
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3.学 校質問紙 および教師質問紙

学校 および先生方 に対 する調 査項 目を次に示す。なお、いずれの調査 も中

学校な らびに高等学校 に共通であ る。

91-3学 質

SAM-SCH

学校 質 問 紙

国立教育研究所

この質問紙は、学 校長 も しくは それに代わる'先生に

ご回答 をおねがいいた します。

注 意 4

め

① この質問紙 の問いの中には、正確に答 えるには困難な ものもある とは思 いますが、 そ

の場合には、だいたいの見当で よいですから必ず お答え くだ さい。

② 問いには選択肢 がある場 合と、数字 で記入 して いただ く場合 とがあ ります。数字 で記

入す る場 合には、該 当する場所に ご記入 ください。選択肢 で答え る場合には、ア、イ、

ウ … 等の記号を一 つ選 んで、それ を○で囲ん で ください。
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1あ なたの学校の学級数、在籍生徒数 はい くらですか。学年別、男女別 にご記入 くださ

い」

5.あ なたの学校のi校 時(時 限)の 授業は、普通、何分ですか。(年 間 を通 して)

学 年

i年

2年

3年

合 計

学級数 生 徒 数

男 子 女 子 合 計

i校 時(時 限) 平均 分 ・

2.あ なたの学校の教員数は、何名ですか。ただ し、産休や長期休暇 教員 を除 き、産休等

代替教員 を含め てくだ さい。なお、非常勤講師 は別に して ご記入 くだ さい。

o、.

6.あ なたの学校のPTA(父 母と教師の会)な どは、次の項 目のよ うな活動を してい

ますか。 「はい」 または 「いい え」のいずれか を○で囲んで ください。ただ し、 この

種 の会が ない場 合には、(7)の 「ない」 を○で囲んで くだ さいら

}

屋
N
1

教 員 数

全 体 男 子 女 子

非 常 勤 講 師 数

全 体 ・ 男 子 女 子

次に、数学、 理科についてもご記入 くだ さい。

C1)

C2)

(3)

C4)

C5)

C6)

(7)

地 域 社 会 活 動 ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … は い い い え

社 会的 文 化 的 活 動 ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … は い い い え

学 校 運 営 へ の 資 金 的 な援 助 ・ ・ ・ ・ … は い い い え

特 定 の 教 科 内 容 な ど につ い て の 討 論 … は い い い え

学 校 の 一 般 的 な方 針 につ い て の 討 論 … は い い い え

父 母 の ため の 広 報 活 動 ・ ・ ・ ・ ・ ・ … は い い い え

。 ・ … 。 。 ・ … 。 ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ない

教 員 数

教科＼性別

数 学

理 科

男 干 女 子

非 常 勤 講 師 数

教科＼性別

数 学

理 科

男 子 女 子

7.あ なたの学校 の授業形態 は、次の どれにあた りますか。ただ し、体育等 は除 きます。

ア.男 女同 じカ リキュラムで共学であ る

イ.男 女同 じカ リキュラムだが、男女別学であ る

ウ.男 女 は別 々のカ リキ ュラムであ る

エ.そ の他(男 子校 または女子校)

3.あ なたの掌校 の年間授業 日数は何 日ですか。 日

4.あ なたの学校の1週 間の総授業時間数は、普通、何校時(時 限)で すか。学年別 にお

答 え くだ さい 。

8.あ なたの学校 では、必修教科 におい て、習熟度別、適性別 、興味関心別 等による コ

ー ス別編成 を行 っていますか。

ア。 していない

イ.し ている(教 科名、 目的(習 熟度別 など)と 学年 をお書 きくだ さい)

教科 名、 目的 と学 年:

学年

1学 年()校 時(時 限)

2学 年()校 時(時 限)

3学 年()校 時(時 限)

〉 一
一:5一



9.あ なたの学校では、学校全体で校内研修会(研 究 会)を 年間何回 ぐらい行い ますか。

年間 約 回

10.あ なたの学校には、次のような特別教室はあ りますか。

(1)数 学科教室 ア.な い

(2)理 科教室 ア.な い

(3)視 聴覚教室 ア.な い

(4)コ ンピュータ教室 ア.な い

ある(室)

ある(室)

ある(室)

ある(室)

11.あ なたの学校 では、マイクロコ ンピュー タ(パ ー ソナル コンピュータ)を 備えてい

ますか。

ア.備 えていない イ.備 えている

内訳:学 校事務用 台 授業用 台

12.あ なたの学校では、現在、校内暴力、い じめ、非行などの生徒指導上のことについ

て どの程度問題 あると感 じていますか。

ア.非 常 に問題であ る イ.か なり問題である ウ.や や問題である

エ.あ ま り問題 ではない オ.全 く問題ない

13.あ なたの学校の上級学校への進学率 はどの くらいですか。 ただ し、高校の場合は大

学 ・短 大と各種学校に分け、浪人 は進学先 を見積 ってご回答 ください。

中学校 ・・・・・・・・…%

高等学校 ・・… 大学 ・短大%、 各種学校%

14.あ なたの学校では、 クラブ ・部活動 は月曜 日か ら金曜 日まで、普通、毎 日何時間 ぐ

らい行 ってよい ことにな っていますか。

ア.1時 間未満

イ.1時 間以上2時 間未満

ウ.2時 間以上3時 間未満

工.3時 間以上(制 限ある)

オ.制 限 はない

ご協力あ りが とうござい ました。
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教 自而質 問 紙

国立教育研究所

この質問繕は、調査対象学年の算数 ・数学お よび理科を

担当 されてい るすべての先生に ご回答 をお願い致 します。

注 意

① この質問紙の問いの中には、正確 に答 えるには困難 なものもある招 ま思 いますが 、そ

の場合には、だいたいの見当でよいですか ら、 あなたご自身 のお考 えで、必 ずお答 え く

ださい。

② 問いには選択肢がある場合 と、数字 で記 入 していただ く場 合とが あ りまつ一。選 択肢 の

場 合には、 ア、 イ、 ウ … 等の記号の中か ら一つ選んで、それを○で囲んで くだ さい。

都道府県名

学校名

お名前 ( 才 二 男 女)

調査対象学年(調 査実施の手引 き参照)で の

担 当教科 ・科 目名 及び 指導学級 名(科 目毎 にすべてお書 きください)

組

組

複製を禁ずる
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i.あ なたの教職 経験年数は、今年を含めて何年 ですか。( 年)

2.あ なたは、中 等教育終 了険、大学教育(旧 制高 校等を含心)を 何年受け ましたか 。

(定時制の場 合は全 日制に換 算 してお答 え くだ さい。)

ア.大 学 教育 を受けないで教員資格 をと った イ.1年 間

ウ.2年 間(短 大相当)エ.3年 間

オ.4年 間(4年 制大学相 当)カ.5年 間以上(大 学院相 当)

3.あ なたは、今学 期、1週 間に何学 級、延 べ何校時(時 限)の 授業 を担 当 していますか。

空欄に適当 な数字 をご記入 くだ さい。

担 当 学 級 数

学

担 当 時 間 数

全 体

校

内 訳

算数 ・数学

校

理 科

校

その他

校時

「

乙
り　

【

4.あ なたは、算 数 ・数学 教育または理科教育 や教育一般に関す る学会誌や定期刊行物 を

どの程度読ん でいますか。

ア.か な りひんぱんに読 む イ.と きどき読む ウ.ほ とん ど読 まない

5.あ なたは、過去1年 間に、算数 ・数学教 育または理科教育 に関す る研修 に何 日間 参加

しま したか。算数 ・数学 教青または理科教 育についての会議や会合 も含め て ください。

1日 以下の短 いものは、合わせて 日数に換算 して くだ さい。

ア.全 く受 けていない イ.1日 未 満 ウ.1～2日

工.3～5日 オ.6日 以上

6.あ なたは算数 ・数学 または理科 の授業 に際 して、次の指導法 をどの程度使 いますか。

ア.し ば しば使 う イ.と きどき使 う

ウ.ほ とん ど使わない .エ.ま った く使 わない

(D教 師 の 発 問 と児 童 ・生 徒 の応 答 を 中 心 とす る指 導 … ア.イ.ウ.エ.

(2)児 童 ・生 徒 の疑 問 を重 視 した 指導 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ア,イ.ウ.エ.

(3)教 科 書 の例 題 や 考 え方 に 沿 った講 義 中 心 の 指 導 ・ … ア.イ.ウ.エ.

(4)全 員 に 同 じ課題 を 与 え 、解 決 さ せ る 指導 ・ ◆ ・ ・ … ア.イ.ウ.エ.

(5)グ ル ー プ別 に 課 題 が 異 な る 指導(実 験 ・粟 習 を含 む)・ ア.イ.ウ.エ.

(6)個 別 指 導(プ リン ト学 習や 実 験 ・実 習 を 含 む)・ … ア.イ.ウ.エ.

一2一

(7)観 聴 覚 教 材 を 用 い る 指 導 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ● ア ・ イ ・ ウ ・ エ ・

(8)ク ラ ス 全 負 を 対 象 と す る 野 外 で の 指 導 ・ ・ ・ ・ ・ … ア,イ.ウ.エ.

(9)実 験 ・観 察 の た め に 実 験 室 を 用 い る 指 導 ・ ・ ・ ・ … ア.イ.ウ.エ.

(1の 電 卓 を 用 い る 指 導 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ア.イ.ウ.エ.

GDコ ン ピ ュ ー タ を 用 い る 指 導 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … φ ・ ・ア.イ.ウ.エ.

7.あ な≠二は、算数 ・数学 ま∫こは理科 で、次 の教材 をどれ ぐらいの頻度 で使 いますか。

ア.い つ もまたは しば しば使用する イ.と さど き使用 する

ウ.ま った く、 または、め ったに使用 しない

(D教 科 書 ・ ・ ・ ・ ・ … 。 ・9・ ・ ・ … ア ・ イ ・ ウ ・

(2)布 販 の ワ ー ク ブ ッ ク ま た は 問 題 集 … 。 ・ ア.イ.ウ.

(3)市 販 の テ ス ト ・9・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ア.イ,ウ.

(4)市 販 の コ ン ピ ュ ー タ ・ ソ7ト ・ ・ ・ ・ … ア.イ.ウ.

(5)自 作 の 教 材 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ア.イ.ウ.

(6)自 作 テ ス ト ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … 。ア.イ.ウ.

(7)自 作 の コ ン ピ ュ ー タ ・ソ7ト ・ ・ ・ ・ … ア.イ.ウ.

8.あ なたは、算数 ・数学 または理科の学習の評価 をする時 、次の評価方法 を どれ くらい

使い ますか。

ア。よ く使 う イ.と きどき使 う

ウ.ほ とん ど使わない エ.ま った く使 わない

(1)市 販 テ ス ト ・ ・ ● ・ ・'"。'● ●'ア ・ イ ・ ウ ・ エ ・

(2)教 師 作 成 の 記 述 形 式 テ ス ト ・ ・ ・ … ア.イ.ウ.エ.

(3)教 師 作 成 の 客 観 テ ス ト ・ ・ ・・ … 。ア.イ.ウ.エ.

(4)宿 題 ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ …6・ ア ・ イ ・ ウ ・ エ ・

(5)実 験 ・観 察 な ど の研 究 レ ポ ー ト・ … ア.イ.ウ.エ.

(6)授 業 中 の 児 童 ・生 徒 の態 度 の観 察 … ア.イ.ウ.エ.

【算 数 ・数学科教師 に対 す る質問】

(算 数 ・数学 を1時 間でも教 えている労は お答 え ください。そ うでない方 は、

10.に お進 み くだ さい。)

9.あ なたは、調査対象の学年の指導にあ たって、次 の項 目を どの程度強調 しますか。

他の項 目と比較 して、

ア.と くに強調 して指導 する イ.や や強謂 して指導す る

ウ.あ まり強調 しない
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(1)数 学 の 論 理 的 購 造 を理 解 させ る ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ア.イ.ウ.

(2)証 明 の 性 質 を 理 解 させ る ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …..。...ア.イ.ウ.

(3)数 学 に 興 味 を もた せ る よ うに す る ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ア.イ.ウ.

(4)数 学 的 事 実 、原 理 や ア ル ゴ リズ ム を知 らせ る ・ ・ ・ ・ … ア.イ.ウ.

(5)問 題 解 決 の 態度 を 身 に つ け さ せ る ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ア.イ.ウ.

(6)日 常 生 活 で の数 学 の重 要 性 を認 識 さ せ る ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ア.イ.ウ.

(7)速 く、 正 確 に計 算 さ せ る ・・ ∴ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ア.イ.ウ.

(8)基 礎 科 学 や応 用 科 学 に お け る数 学 の重 要 性 を認 識 さ せ る ・ ・ア.イ.ウ.

(10)判 断 ・意 志 決定 に関 す る態 度 を身 につ け さ せ る ・ ・ ・ … ア.イ.ウ.

(11)入 試 問 題 の解 き方 を身 に つ け させ る ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ア.イ.ウ.

(12)数 学 の 文 化 的 な 意 義 を知 らせ る ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ア.イ.ウ.

1人 の 成 功 不 成 功 は 運 しだ い で あ る。 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ア.イ.ウ,エ.オ.

2数 学(算 数)は,学 習 す る 内 容 が 多 す ぎ る。 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ア.イ.ウ 。エ 。 オ.

3自 然 科学(数 学 や 科 学)は,日 常 生 活 の問 題 を解 決 す る の に 役 立 つ 。 ア,イ.ウ.エ,オ,

4一 所 懸 命 に 努 力 す れ ば だ れ で も成 功 で き る。 ・ ・,・ ・ ・ ・ … ア.イ.ウ.エ.オ.

5女 子 も男 子 も同 じ程 度,科 学 に 興 味 を持 って い る。 ・ ・ ・ … ア.イ.ウ,エ.オ.

6男 子 は女 子 よ り生 れ つ き数 学 的 科 学 的 能 力 を も って い る。 … ア.イ.ウ.エ.オ,

7理 科 は,学 習 す る 内 容 が 多 す ぎ る。 ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ … ア,イ.ウ 。エ.オ.

8こ れ か らは,だ れ で も コ ン ピ ュ ー タに つ い て,.な ん らか の勉 強 が ・

必 要 に な る で あ ろ う。 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ …'・ … ア.イ.ウ.エ.オ.

9数 学 や 科学 をよ く身 に つ けれ ば,一 層 生 活 が 豊 か に な る 。 … ア.イ.ウ.エ.オ.

10女 子 も男 子 も同 じ程 度 に 専 門 的 な職 業 につ く必 要 が あ る 。 … ア.イ.ウ.エ.オ.

i

冨
o
l

【理科教師 に対 する質問】(理 科 を1時 間 も教えてい ない方 は1し にお進 み ください。)

10.あ なたは、調 査対象の学年の指導にあた って、次の項 目をどの程度強調 しますか。

他の項 目と比較 して、

ア.と くに強調 して指導 する

ウ.あ ま り強調 しない

イ.や や強調 して指導す る

(1)科 学 的 概 念 を系 統 的 に 理 解 させ る ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ア.イ.ウ.

(2)科 掌 的 思 考 能 力 を持 た せ る ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ア.イ 。 ウ.

(3)科 学 に 興 味 を もた せ る よ うに す る ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ … ア.イ.ウ.

(4)科 学 的 事 実 や 原 理 を知 らせ る ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・・ ・ ・ … ア.イ.ウ.

(5)問 題 解 決 の 方 法 を身 に つ け さ せ る ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ア.イ.ウ.

(6)日 常 生 活 で の 科 学 の 重要 性 を 認 識 させ る ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ア.イ.ウ.

(7)正 確 に 多 くの知 識 を 記憶 さ せ る ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ア.イ.ウ.

(8)他 の 学 問 に お け る 科学 の重 要 性 を認 識 させ る ・ ・ ・ ・ … ア.イ.ウ.

(10)判 断 ・意志 決定 に 関 す る態 度 を 身 に つ け させ る ・ ・ ・ … ア.イ.ウ.

(11)入 試 問 題 の解 き方 を 身 に つ け さ せ る ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ア.イ.ウ 。

(12)科 学 の 文 化的 な意 鵜 を知 ら せ る ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ア.イ.ウ.

11.次 の こ と につ い て,あ な た ご 自身 の 意 見 を お尋 ね しま す 。 あ な た が も し

・そ う だ と思 う と きは ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …(肯 定)・ ・ ア

・ど ち らか と い え ぱ そ うだ と思 う と きは ・ …(や や 肯 定)イ

・そ うで は な い と思 う と きは ・ ・ ・ ・ ・ ・ …(否 定)・ ・ ウ

・ど ち らか と い え ば そ うで は壁 と思 う と き は ・(や や 歪 定)エ

・ど ち ら と も い え ない と きは ・ ・ ・ ・ ・ ・ …(中 立)・ ・ オ に ○ をつ け て くだ さ い
。

ll男 子 は 女 子 よ り も よ り多 く自然 科 学(数 学 や 理 科)に つ い て 知 って

い る 必 要 が あ る。 ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ア.イ.ウ.エ.オ.

こ れ か らは どの 職 業 に も数 学 や 科 学 の 知 識 が 必 要 と な る で あ ろ う。ア.イ.ウ.エ.オ.12

13

14

15

16

17

is

19

そろばん を使 うと,数 の しくみが よ くわか るよ うになる。

科学関係にお金 を使 うことは,十 分 に価値が ある。 …

一般市昆で も,国 の政策 に影響 を与 えることが で きる。 ・

字が きれい なことは,社 会に出た とき有利 である。 …

科学的 な発見は,益 よ り害 を多 くもたらす。 ・・・…

・ ・ 。 ア .イ.ウ.エ.オ.

・ ・ 。 ア .イ.ウ.エ.オ.

… ア .イ.ウ.エ.オ.

・ 。 ・ ア .イ.ウ.エ.オ.

… ア .イ.ウ.エ.オ.

職 業 に つ くに は,数 学 や 科 学 を よ く知 っ てい る こ とが 大 切 で あ る 。 ア.イ.ウ 。エ.オ.

電 卓 を使 え ば,実 際 の 複 雑 な デ ー タを 使 った 勉 強 もす る こ と が で

き る。 ・ ・ ・ ・ … 。 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ア ・イ ・ ウ ・エ ・ オ ・

20コ ン ピュ ー タ は ほ と ん どす べ て の 問 題 を 人 間 が や る よ りも上 手 に

解 決 す る。 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ア.イ.ウ.エ.オ.

21こ の 世 か ら戦 争 を な くす こ とは 不 可 能 で あ る。 ・ ・ ・ ・ ・ … ア,イ.ウ.エ.オ.

22国 は,科 掌 関係 の 研 究 に も っ と お金 をか け るべ き で あ る 。 … ア.イ,ウ.エ.才.

23科 学 の 発 明 は,世 の 中 をあ ま りに も複 雑 に して き た。 ・ ・ … ア.イ.ウ.エ 。オ.

24数 学 や 科学 は,国 の 発 展 に と っ て非 常 に 重 要 な も の で あ る 。 ・ ・ ア.イ.ウ.エ.オ.

25男 子 は 女 子 よ り も科 学 者 や 技 術 者 に むい て い る 。 ・ ・ ・ ・ … ア.イ.ウ.エ,オ.

26学 校 で よい 教 育 を受 け て お くこ とは,た い せつ で あ る 。 ・ … ア.イ.ウ.エ.オ.

27世 の 中 の 問 題 の 多 くは,科 学 と技 術 が原 因 と な って い る。 … ア.イ.ウ.エ.オ.

28こ の 世 の 中 の 神 秘 的 な こ と が ら も,い つ か は科 学 が そ の 秘 密 を解

き明 か す で あ ろ う。 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ア.イ.ウ.エ.オ.

一n一 一5一



12.履 修状況調査

算数 ・.数学 および理科の問題 は、 い くつかの地域の児童 ・生 徒の学習達成 度 を同一の

問題 によって調べ ようとす るもの ですので、学校 によ りカ リキ ュラムが異な ると思われ、

先生の学校 の児童 ・生徒 にとって未 習のものや不適切 なもの もあるかと思 われ ます.

そこで、調査の対象 となった学年 の児童 ・生徒 を念頭 にお きなが ら、先生の ご判断 で

以下のA～Cの 質問 につ いて、 児童 ・生徒用の算 数 ・数学問題 または理 科問題の各問 い

毎に選択肢 ア～オ、 カ～ コ、サ ～ ソか らそれぞれ一 つずつ選 び、右ペー ジの回答欄 にご

記入 くだ さい。問 いの中 には、正確 に答えるには困難な ものもある と思い ますが、 その

場合 にはだいたいの見当でよいですか ら、必ずお答え くだ さい。

ご回答 いただ く教科 ・科 目は調査対象学年(調 査実施の手引 き参照)の 教科 ・科 目につ

いてです。次の 「担 当教 科 ・科 賢」で該当する ものにOを つけて くだ さい。対 象学年 を

複 数の先生方で担 当 され ている場 合は、先生が ご担当の学 級について回答 して くだ さい。

担 当教科 ・科 目(算 数,数 学,理 科,第1分 野.第2分 野,物 理,化 学,生 物,地 学)

また、高校で調査学年 に当該科 目が開設 されていない場合は、次に記載 して くだ さい。

開設 されていない科 目(教科)名()

イ.調 査学年の他科 目()の 先生が回答

ア.()学 年の担当科 目の先生が回答

ウ.そ の他()

i
-
W
V

「

A.児 童 ・生徒の履修状況:こ の問題 は、 この学年の、

ア.ほ ぼ全員の児童 ・生徒が学んでい る。

イ.お よそ4分 の3の 児童 ・生徒が学ん でいる。

ウ.お よそ圭塾の児童 ・生徒が学んで いる。

エ.お よそ4分 の1の 児童 ・生徒が学ん でいる。

オ.ほ ぼ全員の児童 ・生徒が学んでい ない。

B.問 題の履修状況:こ の問題 を解 くのに必要 なことは、

、

カ

キ

ク

ケ

コ

.こ の調査学年の前の学年 まで に学 んでいるはずだ。

.こ の調査学年で学ん だ。

.こ の調査学年 でこれか ら学ぷ はずだ。

.こ の学校の上の学年 で学ぶ はずだ。

.こ の学校 では学ば ないはずだ。

C。 児童 ・生徒の予想平.均正答串:

この問題に対す る、 この学年 の児童 ・生徒の予想平均 正答率 は、

サ.20%未 満 である。

シ.20%以 上40%未 満であ る。

ス.40%以 上60%未 満であ る。

セ.60%以 上80%未 満であ る。

ソ.80%以 上 である。
,
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【算数 ・数学】そ れぞれの問題番号 は、児童生徒用の算数 ・数学問題 の番 号を指 します。

(算数 ・数学調査実施月 日 月 日)

曖躬A.児 童生徒の履修状況 B.問 題の履修状況 C.予 想平均正答率

〔Dア,イ,ウ.工,オ.

(2)ア,イ.ウ.エ..オ.

(3>ア.イ,ウ.エ.オ,

〔4)ア.イ.』 ウ.工.オ.

ヵ,キ.ク,ケ,コ.

カ.キ.ク.ケ.コ.

カ.キ.ク.ケ.コ,

ヵ 、 キ・、 ク,ケ.コ.

サ.シ,ス.セ,ソ.

サ,シ.ス.セ.ソ.

サ,シ.ス,セ.ソ.

サ,ソ.ス,セ.ソ.

く5)ア.イ.ウ,エ.オ.

(5)ア.イ.ウ.工.オ.

(7)ア.イ.ウ.エ.オ,

(8)ア.イ.ウ.工.オ.

カ.キ.ク.ケ,コ,

カ.キ,ク.ケ.コ.

ヵ,キ.ク.ケ.コ,

カ.キ.ク.ケ,コ.

サ.シ.ス.セ,ソ.

サ.シ.ス.セ.ソ.

サ.シ.ス.セ.ソ.

サ,ン.ス,セ 。 ソ.

(9)ア.イ.ウ.エ.オ.

(10)ア,イ.ウ.工,オ.

(11)ア.イ.ウ,エ.オ.

q2)ア.イ.ウ.工.オ.

カ,キ.ク,ケ.コ.

カ.キ.ク.ケ.コ.

カ.キ ・.ク.ケ.コ,

カ.キ ・.ク.ケ.コ.

サ,シ.ス.セ.ソ.

サ 、 シ.ス.セ.ソ,

サ.シ.ス,セ.ソ.

サ.シ.ス.セ.ソ.

(13)ア.イ,ウ.エ.オ,

(14)ア,イ.ウ.エ.1オ.

(15)ア.イ.ウ.工.オ.

(16)ア.イ.ウ,エ.オ.

カ.キ.ク.ケ.コ.

カ.キ,ク.ケ.コ.

カ.キ.ク,ケ.コ.

カ,キ,ク.ケ.コ.

サ.シ,ス,セ.ソ.

サ.シ.ス.セ.ソ.

サ.シ.ス.セ.ソ.

サ.シ.ス.セ,ソ,

〔17)ア,イ.ウ.エ オ.

(18)ア.イ.ウ.エ,オ.

(19)ア,イ.ウ,エ,オ,

(20)ア.イ.ウ.工.オ.

カ.キ.ク.ケ.コ.

カ.キ.ク.ケ.コ.

ヵ.キ.ク.ケ.コ.

カ.キ,ク,ケ,コ.

サ,シ.ス.セ.ソ.

サ.シ.ス.セ.ソ.

サ.シ.ス.セ.ソ.

サ.シ.ス,セ,ソ.

【理科】 それぞれ の問題 番号は、児童生徒 用の理科問題の番号 を指 します。

(理 科調査実施月 日 月 日)

鞄碧A.児 蛍生徒の履修状況 B.問 題の履修状況 C.予 想平均正答率

(Dア.イ.ウ.工,オ.

(2)ア,イ.ウ.エ.オ.

(3)ア.イ.ウ.エ.オ.

(a)ア.イ.ウ.工,オ.

カ,キ.ク.ケ.コ.

カ.キ.ク.ケ.コ 、

カ.キ.ク.ケ.コ,

カ.キ.ク.ケ.コ.

サ.シ.ス.セ.ソ,

サ.シ,ス.セ,ソ.

サ.シ.ス.セ,ソ.

サ.シ.ス,セ.ソ.

◎

(5)ア.イ,ウ.工,オ.

(6)ア.イ.ウ.エ.オ.

(7)ア.イ.ウ.工,オ.

.(8)ア.イ,ウ.工.オ.

カ.キ.ク.ケ.コ

カ.キ.ク.ケ.コ.

カ.キ.ク.ケ.コ.

カ.キ.ク.ケ,コ,

サ,シ.ス.セ.ソ.

サ.シ.ス.セ.ソ.

サ.シ.ス.セ.ソ.

サ.シ.ス,セ.ソ.

(9)ア.イ,ウ.エ,オ.

(10)ア.イ.ウ.エ.オ.

(11)ア.イ.ウ.エ.オ.

(12)ア.イ.ウ.エ.オ.

カ.キ.ク.ケ.コ.

カ.キ.ク.ケ,コ.

カ.キ.ク.ケ.コ.

カ.キ.ク.ケ.コ.

サ.シ.ス.セ.ソ.

サ.シ.ス.セ.ソ.

サ.シ.ス.セ.ソ.

サ.シ.ス.セ.ソ.

(13)ア.イ,.ウ.エ,オ.

(la)ア.イ.ウ.工.オ.

(15)ア.イ.ウ,エ.オ.

(t6)ア.イ,ウ.エ.オ.

カ.キ.ク.ケ.コ

カ.キ.ク.ケ.コ.

カ.キ,ク.ケ.コ.

カ,キ,ク,ケ,コ,

サ.シ.ス.セ.ソ,

サ,シ.ス.セ,ソ,

サ.シ.ス.セ.ソ.

サ,シ,ス.セ.ソ,

(17)ア.イ.ウ.エ,オ.

q8)ア.イ,ウ,工,オ.

(19)ア.イ.ウ.エ.オ.

(20)ア.イ,ウ.エ.オ.

カ.キ ・.ク.ケ,コ.

カ,キ.ク.ケ.コ.

カ,キ.ク.ケ,コ.

カ.キ.ク.ケ.コ

サ.シ,ス.セ,ソ.

サ.シ.ス,セ,ソ,

サ,シ.ス.セ.ソ,

サ,シ.ス.セ.ソ.

ご協力ありが とうございま した。
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